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Foreword

This　volume　330f　the　NMWA　Annual　Bulletin　reports　on　fiscal　year　l998　and　the　special　exhibitions，

acqui・iti・ns・・esea・ch　acti・ities・c・n・emti・n　acti・ities，・ducati・nal　pr・grams，　and　inf・rmati・n　p・・－

grams　carried　out　at　the　National　Museum　of　Western　Art，　T（）kyo　between　April　l，1998　and　March

31，1999．

　　　Following　completion　in　fiscal　l9970f　the　new　Special　Exhibition　Wing　under　the　forecourt　of　the

museum　and　of　anti－earthquake　measures（an　isolating　system）for　the　museum’s　40－year－old　Main

Building，　the　NMWA　was　able　to　resume　fu11，　normal　operation　in　fiscal　year　l998．　I　would　like　to　renew

my　apologies　to　the　many　art　lovers　and　members　of　the　general　public　who　were　inconvenienced

while　museum　facilities　were　closed，　and　to　also　express　my　loy，　shared　by　the　museum　staff，　at　the

return　to　full　operation　of　the　museum．

　　　Th・nk・t・the　c・mpl・ti・n・f　th・・e　va・i・us　c・n・t・u・ti・n　p・・lect・，　we　a・e　n・w・bl・t・di・pl・y・

generally　chronological　selection　from　the　Museum’s　permanent　collection　in　a　standing　exhibition

throughout　the　Main　Building　and　the　New　Wing．　The　newly－built　Special　Exhibition　Wing　has　allowed

the　museum　to　run　special　exhibitions　in　tandem　with　these　standing　exhibitions　from　the　perma－

nent　collection．　The　exhibition“Claude　Lorrain　and　the　Ideal　Landscape”was　held　in　commemoration

of　the　re－opening　of　the　entire　museum　facilit〕たThis　exhibition　introduced　malor　works　by　Claude

Lorrain，　a　great　French　painter　active　in　Rome，　and　provided　an　overview　of　the　development　of　the

“ ideal　landscape”form　from　Claude　in　the　l7th　century　through　Corot　in　the　l9th　century．　This

exhibition　was　followed　by“Goya－Artista　de　su　tiempo　y　artista　Unico，”an　exhibition　which　displayed

G・y・’・p・i・・ip・l　p・i・t・d　w・・k・・incl・di・g　hi・f・u・g・eat　p・i・t・e・i・・，　and　th・w・・k・・f・th・・m・1・・

Spanish　printmakers　of　his　day．　The　goa1　of　the　exhibition　was　to　clarify　Goya’s　position　in　history　and　to

make　possible　an　understanding　of　his　individual　creativity．　At　the　end　of　the　fiscal　year，　in　March　1999，

the　museum　opened　an　exhibition　of　Italian　Renaissance　works　from　Russia’s　Hermitage　Museum．

Detailed　information　on　the　Hermitage　exhibition　will　be　included　in　the　next　volume　of　this　Annual

Bulletin．　In　addition　to　these　large－scale　special　exhibitions，　the　museum　also　held　a　Study　Exhibition

featuring　three　paintings　from　the　Asahi　Breweries，　Ltd．　collection：Picasso’s　representative　Blue　Period

workαoαc力れg↓ルbmαη，　and　a　painting　each　by　Rouault　and　Modigliani．　These　works　were　displayed

in　a　special　section　of　the　New　Wing，　adjacenUo　works　from　the　museum’s　permanent　collection．　It

is　the　museum’s　intention　to　continue　whenever　possible　with　similar　displays　of　works　from　private

and　corporate　collections．

　　　Amalor　prolect　for　this　fiscal　year　was　the　complete　re－installation　and　placement　of　Rodin’s　7］りe

G・’…馳”・n・・ei・mi・i・・1・ti・n　base　i・th・m・・eum’・f・・ec・u・t，　an　a・eawhi・h　h・d　been　t・mp・・a・ily

demolished　in　the　process　of　building　the　new　underground　Special　Exhibition　Wing．　All　of　the　origina1，

rusted　bolts　holding　the　sculpture　together　were　replaced　with　new　steel　bolts．　In　order　to　stabilize　the

upright　position　of　the　sculpture，　which　weighs　more　than　seven　tons，　a　special　base　built　for　the

sculpture　was　installed　on　top　of　a　five－roller　system　of　seismic　isolation　fittings．　This　process　was　note－

worthy　for　its　use　of　many　new　technologies　and　techniques．　The　other　outdoor　sculptures　from　the

forecourt　area，　including　The　7「hin々eちand　The　Burghers　of（】αlais，　will　be　fitted　with　appropriate　seis－

mic　isolation　devices　and　re－installed　in　the　coming　years．

　　　The　museum’s　new　acquisitions　included　six　oil　paintings，　ranging　in　period　from　Guercino　to　Ary

Scheffer，　and　numerous　prints，　including　examples　by　Goya　and　Piranesi．　These　new　acquisitions，　all

superb　works　which　supplement　the　museum’s　existing　collections　in　its　display　of　general　trends　in

western　art，　were　very　favorably　received　by　visitors　to　the　New　Acquisitions　exhibition　presented　in

asection　of　the　Main　Building．　The　establishment　of　a　Digital　Gallery　for　the　study　of　essential　data

on　works　in　the　museum’s　collections　has　also　met　with　positive　reactions．　In　addition，　this　issue　of　the

Annual　B・11・ti・・ep・・t・・n　the　educati・nal，・e・e・・ch　and・th・・a・ti・iti…fth・m・・eum　d・・i・g　th・

1998fiscal　year．

March　2000
Shuji　Takashina
Director，　The／Vαrめηo／〃μseμm　of　U（estern　Art，7～汝γo
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まえがき

本年報第33　｝J一は，’ド成IO（1998）年度に関わるものであり，’ド成10年4月1日から’r成11年3月31日までの1

年間の期間に，当国、’L西洋美術館が行なった特別展，作品購人，調杏研究，作品の保存修復，教育広

報，情報資料等の活動の報告，および関連する資料，記録類を収めている。

　この1年間は，前庭地下の企画展示館の新築造営と，すでに40年近い歴史をもつ本館の免震化という

ふたっの大がかりな工事が前年度に完成したことを受けて，ようやく全館を利用しての通常の事業活動を

再開することができた記念すべき年であった。長期にわたる休館を余儀なくされたため，一般の美術愛

好者をはじめ多くの方々にご迷惑をおかけしたことをここに改めてお詫び申し上げるとともに，美術館本来

の活動に復帰できたことを当館職員とともに喜びたい。

　これらの工事が完了した結果，本館と新館においては，年度当初より，当館所蔵のコレクションを，ほぼ

時代を追って常時展覧することが可能となった。それと平行して，新築された企画展示館において特別

展を同時開催する体制が整い，再開記念最初の展覧会として「イタリアの光一クロード・ロランと理想風

景」展が催された。これは，ローマで活躍した17世紀フランスの巨匠クロード・ロランの一1三要な作品を紹介

するとともに，その同時代から1g世紀のコローに至るまでの，「理想風景」の流れを辿った意欲的な展覧会

である。それに続く「ゴヤー版画にみる時代と独創」展は，ゴヤの四人版画集をはじめとするその主要版

画作品と，同時代の他のスペインの版画家たちの作品とを合わせて展示して，ゴヤの歴史的位置づけと

その独創性を明らかにしようという試みであった。また年度末の3月末より，ロシアのエルミタージュ美術館

所蔵作品による「イタリア・ルネサンス展」が行なわれたが，開催期間が主として次年度に含まれるもので

あるので，詳細報告は次号に譲る。その他に，小企画展として株式会社アサヒビール所蔵のピカソの青

の時代の代表的作品《肘をつく女》をはじめ，ルオー，モディリアー二等3点を，新館展示場の特設コーナ

ーにおいて展覧したことを特記しておきたい。このように，民間の企業あるいは個人所蔵家のご協力を得

て，優れた名品を公開する試みは，今後も機会あるごとに続けていく方針である。

　地下の企画展示館造営工事のため，いったん撤去されていた前庭の野外彫刻作品のうち，ロダンの

《地獄の門》が完全な修復措置を施した上，免震土台の上に再び設置されたことも，この年度の大きな事

業であった。特に，作品の各部分をつないでいた鉄製ボルトがさびて痛んでいたのですべてスティール

製に交換し，また，7トンあまりの重量の直立する作品の安定性を図るため，台座部分に特に重さを加え，

全体を5基のローラー方式による免震装置の上に設置するなど，多くの新しい手法が試みられていること

は，この事業の特徴といってよい。《考える人》，《カレーの市民》その他の野外展示作品も，次年度以降，

適切な免震装置を施して，順次設置していく予定である。

　この年度の新規購入作品は，グエルチーノからアリ・シェフェールにいたる6点の油彩作品と，ゴヤ，ピラ

ネージその他の多くの版画作品である。いずれも，西洋美術の主要な流れを理解するため，これまで当

館に欠けていた部分を補う優品であって，本館の一部を利用した新収作品展示の際には，一般の観客

から好評を得た。また，当館所蔵作品についての必要な情報を検索できるデジタルギャラリーの設置も，

利用者から好感をもって迎えられた。その他，教育普及，調査研究等の活動は，本号に記載されている

とおりである。

　平成12年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高階秀爾
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新収作品
New　Acquisitions

グエルチーノ［1591－1666］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibitions：
《ゴリアテの首をもつダヴィデ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　髭忽㌘《完竺㍑さ6儲当1裟乱㌣ア霊留、晋1留£C腸昌驚t：；駕（蒜篭裟三こ

1650年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　D・Mahon）；Giovanni　Francesco　Barbileri，”Guercino，　Museo　Civico

l撫㌃ス　　　　　　　　　蹴舗蹴｝（激蕊P麟；111蹴腸；：1鑑艦㌫鵠。2二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　furt，3Decelnber　I　991－9　February　1992，　no．69；Trafalgar　Ga　lle　n’es　XII，　Lon・

Gu。，ci。。（Gi。v。nni　F，ancesc。　B。，bi。・i，、all，d）　　鵠∴㍊gl・隠、Z，罐r，6潟1＝㌶忽，；㍑認；：瓢ξ㌫6

1Cent〔｝159．　1－Bologna　1666］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　September－17　December　1995／Haus　der　Kunst，　Munich，1June－27　August，

DaVid　With　the　Head　Of　GOIiath　　　　　　　　　1996・…110（el’t・y　by　S・L・i・e）・

c．1650

3蒜㌫・　　　　　　　　　8瓢織，』蹴。励⊇・。口，1《・・lggna，・678，，．378
P．1998＿1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：（Zanotti　Cdltlol1㌧1841・vol・2，　P・331）；．J・A・Calvl，ハJo　tiz　ie．　della　vita　e　de　lle　opere

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　del　cavaliereαo．　Francesco　Barbieri　detto　Il　Guercino　da　Cento，　Bologna，

Provellallce：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1808，　p．125；G．　Campori，　Raccolta　di　catαloghi　ed　i卿θη故γ口ηα妬，　Modena，
Acquired　from　Guercino　on　120ctober　1650，　by　Lodovico　Fermi　of　Piacenza；　　　　　1870，　p．239；G．　Bertini，　La　Galle　n’a　del　Duca　di　Parma．　Storia　di　una　Co〃・

In　the　Collection　of　the　Farnese　Duke　of　Parma　c．1680，　and　subsequently　　　　　ezione，　Bologna，1987，　p．249，　no．303；L．　Salemo，　I　dipinti　del　Guercino，　Rome，

inherited　by　the　Bourbon　Kings　of　the　Two　Sicilies（Naples）；John　Udney，　Sale　　　　　1988，　no．272；D．M．　Stone，　Guercino．　ll　catalogo　comPleto，　Florence，1991，　no．259；

Christie’s，25　April　1800．　lot　46；Sotheby＆Co．，9November　1927，　lot　5；Private　　　　B．　Ghelfi　and　D．　Mahon，111ibro　dei　conti　del　Guercino　1629－1666，　Bologna，

Collection，　Copenhagen，　until　1982．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997，　p．149，　no．430．
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このグエルチーノの作品は，同じく昨年度購入されたカルロ・ドル　　　売に現われるのである（「グエルチーノ作，彼の最良の様式による

チ作《悲しみの聖母》（P．1998－2）とともに，国立西洋美術館に所　　　ゴリアテの首をもつダヴィデ。やはりパルマのコレクションに由来

蔵されることになった最初のイタリア・バロック絵画である。　　　　　　し，グイド［・レー二］の著名作《マグダラのマリア》の対をなしてい

　本作品は，旧約聖書の『サムエル記』に登場するイスラエルの　　　た作品である」）。註8）

英雄ダ萌デを描いている。イスラエルとペリシテ人との戦争で，　　　　以上のような来歴の再構成に従えば，候補作は1650年に制作

少年ダヴィデは味方を震え上がらせていた巨漢戦士ゴリアテに投　　　されたことになる。もちろん，フェルミが画家から直接購人した作

石器ひとつを武器に立ち向かい，額を石で打って倒して，相手の　　　品を本作品と同一と見る決定的な証拠はないわけだが，グエルチ

剣で首を切り落とした。「わたしは……神の名によって，おまえに　　　一ノの後期にはダカデを主題とした作例が史料上他に見当たら

立ち向かう。……主は救いを施すのに，つるぎとやりを用いられな　　　ず，またピアチェンツァが当時パルマ公国の一部だったことを考慮

いことを知るであろう」（『サムエル記上』17章）。作品に描かれた　　　すれば，フェルミの所蔵品がなんらかの事情でファルネーゼ家のコ

場面は，この勝利の後に天を仰いで神に感謝を捧げるダ萌デの　　　レクションに吸収された可能性は否定できない。1650年という制

姿である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作年代が様式的にみても妥当な比定であることは，1649－50年頃

　この作品は，1983年にロンドンのロイヤル・アカデミーにおける　　　制作されたことを確定し得るグエルチーノの他の作品との比較か

展覧会で公開された際に，研究者たちに存在を知られるようにな　　　ら，充分な蓋然性をもって主張することができよう。たとえば1649

った。；ωその後，多くの重要な展覧会に出展され，また多くの研　　　年のワシントン，ナショナル・ギャラリー所蔵《ヨセブとポティファルの

究者によって言及されてきたが，それらのすべてにおいてグエル　　　妻》《アムノンとタマル》註9）などとの様式的類似は明らかである。

チーノへのアトリビューションは疑問の余地なきものとして認められ　　　　本作品の構図には，他に2点のヴァージョンが知られており，う

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち1点（フィレンツェ美術監督局）はグエルチーノの弟子ベネデット・

　本作品が近年頻繁に言及されてきた理由のひとつとして，この　　　ジェンナーリの手に帰されている。　　　　　　　（越川倫明）

作品の来歴に関する関心がある。グエルチーノの工房出納帳の

記述に，「1650年10月12日，ピアチェンツァのロド功一コ・フェルミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
氏より60ドゥカート受領。巨人ゴリァテの首をもつダ労デの半身　　　1）Trafalgar　Gα〃¢酩＆．，1983，　cited　in・Exhibiti。ns・　ab。ve，　n。．6参

像の対価」の項があり，註2）ルイージ・サレルノ，デニス・マーンらの　　　　　照゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）‘‘1650．Il　di　120ttobre．　Dal　Sig．re　Lodovico　Fermi　da　Piacenza　si
有力研究者によって，本作品がこの記述の作品に該当するとみな　　　　e　ricevuto　ducatoni　n．60　p［er］Ia　meza　figura　del　David　c・n　Ia

された．註・・同じ作品はマWジアのrボ・一ニャ緬』所収のグ　隠ap鵠：三9銚（Ghelfi　and　Mah°n　1997・　ci‘ed　in“Bibli’

エルチーノ伝にも記録されており，1650年制作の作品のひとつとし　　　3）Sale「n°1988・cited　in“Bibli°9「aPhy”ab°ve；D’Mah°n・　in　B°1°’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gna　1991，　cited　in“Exhibitions”above参照。
て「ロドヴィーコ・フェルミ氏のための，ゴリアテの首をもつダ労デ」　　　4）・Un　Davide　con　la　testa　di　Golia　al　sig．　Lodovic（）Fermi

との記載を見ることができる．註・・なお，このフェルミというバト・ン　211entin°”（Malvasia　1678，　cited　in“Bibli°9「aphジab°ve参

については，やはり出納帳の記述から1632年にもグエルチーノか　　　5）“Un　quadr・alto　braccia　due，　oncie　due，　e　mezza，　Iarg・braccia

ら制1（「半身像の聖ヒエ・ニムス」，現存作との対応は不明）鵬　　ll：6隠：1：n；1認麗d：鑑lr；r蒜露：t隠慧1

入していること以夕棚らかになっていない・　　　　§瓢：蒜隠a㌶言ご器忠蒜麗蒜；1㍑忽
　その後，1680年頃に作成されたパルマ，パラッツォ・デル・ジャ　　　　“Bibliography”above，　p．429，　no．303参照）。

・レデ・一ノのファルネー嫁コレクシ・ン蔵品騰に・「縦2ブラッ　6）；r麟li：°；温謬蒜隠e鑑1：㌶1：揺81i

チャ2．5オンチャ，横1ブラッチャ11オンチャ［約120×104cm］の絵。　　　　1987，　cited　in“Bibli・graphy”above・P・293，　no・39参照）・

右手を胸にあて，目を天上に向けたダ功硫左手には投石器を　7）蒜驚至1霊蕊；蕊認蒜罐蕊言麟：

もち，そのそばに石の上に置かれた巨人の首がある。チェントの　　　　lia　a　Museo　e　Gallerie　Nazignali　di　Capodimonte，”in　Parma，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Naples　and　Munich　1995－96，　clted　in“Exhibitions”above，　pp．80一

グエルチーノ作」（第7室：テイツィアーノ《パウルス3世》の間）との記　　　　　95参照。

載が現ib・t…註・・大きさ・構図と輌本作品とほぼ完全｝・一致し　8）鵬隠蕊；；穰麟蒜隠＝蒜；蒜罐

ている（ただし描かれたダカデが左手でつかんでいるのはゴリア　　　　　celeb「ated　Pictu「e　of　the　Magdalen・　by　Guid°”（Ch「istie’s，　Lon’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　don，1800，　cited　in“Provenance”above参照）。
テの髪なのだが）。同じ作品は1734年のパルマ・パラッツォ・ドゥカ　　　9）ともに出納帳およびマルヴァジアによる伝記℃1649年の作として記録され

一
レの蔵品録にも記載ea，註6）おそらく他のファルネー嫁コレ　r，1：↑謬竃る・B°1°gna　1991，　citedin“Exhibiti°ns”　ab°ve・　n°s・

クションの美術品とともに同年ナポリに移された。註7）それ以後の

蔵品口録にこの作品は現われず，おそらく18世紀末のフランス軍

の占領下にもち去られたものと推定される。次にこの作品が記録

に登場するのは英国においてで，リ労ルノの英国領事だったジョ

ン・ウドニーの所蔵品として1800年のロンドンのクリスティーズの競

10



一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Notes

Thi・w・・k　by　Gue・ci…nd・h・C・・1・D・1・i〃・…D・ノ・r…（R　；艦罐r蒜iごg：罐麟鶉需；認㌫，、，evu，。

1998－2），also　acquired　during　the　last　fiscal　year，　are　the　first　two　　　　　　ducatoni　n．60　P｛er］la　meza　figura　del　David　con　la　testa　di　Goha

ltahan　Baroque　paintings　to　enter　the　National　Museum　of　Western　　　　　gigante．：’（Ghelfi　and　Mahon　1997，　cited　in“Bibliographジabove．）

Art　c。llec目。ns　　　　　　　　　　　　　　3）S・1・・n・1988・・it・d　i・“Bibli・9・aphy”・b・ve；D・M・h・n・i・B・1・gna　1991・
Thi・p・i・・i6g　d・pi・…h・h…D・vid　f・・m・h・91．d　Te…men・　、）＄㌣ぽil鵠゜膿v盲、　G。1、a　a1，、g．、。d。v、、。　F。，m、　P、acen，、。。・

Book　of　SamueL　ln　a　battle　between　the　Israelltes　and　the　　　　　（Malvasia　l678，　cited　in“BibUography”above）．

Phihstines，　the　young　David　faces　the　giant　Goliath　with　just　a　　　　　5）“Unquadro　alto　braccia　due，　oncie　due，　e　mezza，　largo　braccia　uno，　oncie

；＝dh㌶；艦ごぽ黙蕊ld繍　i鷲憲⊇欝議羅曇竃繍
（lSamuel　l7）．　This　painting　shows　the　scene　after　the　battle　when　　　　　Tiziano）（Bertini　l987，　cited　in・Bibliography・above，　P．429，　no．303）．

David　turns　to　o「fer　thanks　to　God　in　heaven．　　　　　　　　　　　　　　　　　6）“del　Guercino．　Altro　quadro　in　cornice　come　sopra　alto　b．a　20n．21argo

dir鵬漂；㌶＝；1蒜㌶認㌶，）i敵騰蟻灘竃1㌔已1蕊㌘
palnnng　then　apPeared　ln　several　recent　exhlbltlons・1ncludlng　the　　　　　　Spinosa，“Le　collezioni　farnesiane　a　Napoli：da　raccolta　di　famiglia　a

malor　Guercino　show　in　l990　and　the　Farnese　collection　show　in　　　　　Museo　e　Gallerie　NazionaU　di　Capodimonte，”in　Parma，　Naples　and

1995，in　which　the　Guercino　attribution　has　been　accepted　un－　　　　　　Munich　1995－96・cited　in‘‘Exhibitions”above・PP・80－95・

anご＝膿：：i　men，i。n。f，hi、w。，ki。，ecen、1轍熱議憲罐鷲1蕊㌔溜：、　：

Guercino　literature　lies　in　scholarly　interest　in　its　provenance．　　　　　　tions”above，　nos．121，122．

Guercino’s　studio　account　book　includes　the　entry，　loosely　trans－

lated，“1650，120ctober．　Received　60　ducats　from　Lodovico　Fermi

of　Piacenza　for　a　half－length　image　of　David　holding　the　head　of

Goliath．”2）Major　scholars　such　as　Luigi　Salerno　and　Denis　Mahon

have　concluded　tha口he　NMWA　work　is　identical　with　that　men－

tioned　in　this　entry．3｝The　account　book’s　entry　obviously　corres－

ponds　to　a　passage　in　Malvasia’s∫セ1sれo　Pれηヒe　which　records“a

David　with　head　of　Goliath　for　Lodovico　Fermi．”4）Nothing　else　is

known　about　the　person　named　Lodovico　Fermi，　excep杜hat　he　had

commissioned　a“half－length　St．　Jerome”from　Guercino　in　l632．

　　　Then，　an　inventory　compiled　ca．16800f　the　Farnese　family

collection　in　the　Palazzo　del　Giardino，　Parma，　notes　a　painting　that

was“TWo　braccia　and　2．50ncie　tall　and　one　braccia　and　eleven

oncie　wide．”［approx．120×104　cm」The　painting　is　described　as

“David　with　right　hand　at　his　chest　and　eyes　raised　to　heaven．

He　holds　a　slingshot　in　his　left　hand，　while　the　head　of　the　giant

Goliath　is　placed　on　a　rock　nearby．　By　Guercino　da　Cento．”5）The

size　and　composition　noted　in　this　description　are　in　almost

complete　accord　with　those　of　the　NMWA　work（except　that　the

NMWA　shows　David’s　left　hand　grasping　Goliath’s　hair）．　The　same

painting　was　listed　again　in　the　l734　inventory　of　the　Palazzo

Ducale，　Parma．6｝It　is　clear　that　this　painting，　along　with　the　other

art　works　in　the　Farnese　collection，　was　moved　to　Naples　that　same

year．7）The　Guercino　Dα〃’〈7　does　not　appear　in　later　inventories，

and　presumably　it　was　removed　from　the　collection　during　the

French　occupation　at　the　end　of　the　l8th　century．　The　next　mention

of　the　painting　is　in　the　l800　Christie’s　sale　catalogue　of　the　proper－

ties　ofJohn　Udney，　the　British　consul　to　Livorno：“No．46．　Guercino．

David　with　the　head　of　Goliath，　in　his　finest　manner．　It　was　also

in　the　Parma　collection　and　companion　to　the　celebrated　picture

of　the　Magdalen，　by　Guido’㌧8）

　　　According　to　the　above　reconstruction　of　the　painting’s　prove－

nance，　the　NMWA　David　may　safely　be　dated　to　l　650．　Certainly，

while　no　definitive　proof　is　provided　to　identi旬the　NMWA　painting

with　that　Lodovico　Fermi　purchased　directly　from　the　artist，　there

are　no　other　late　period　Guercino　images　of　David　recorded　in　the

early　literature．　Also，　given　that　Piancenza　was　a　part　of　the　Duchy

of　Parma　at　that　time，　we　may　suppose　that　Fermi’s　paintings　were

somehow　absorbed　into　the　Farnese　collection．　On　a　stylistic　basis，

adate　of　l650　seems　appropriate　for　this　work．　The　style　of　this

painting　can　be　reasonably　compared　to　that　of　Guercino　works

firmly　dated　to　ca．1649－50，　for　example，　the　l649　Jb∫eρ力oηd　f力e

W〃已ofPoゆhar　and　the　Amnon　and　Tamar　in　the　National　Gallery，

Washington．9）

　　　The　composition　of　the　NMWA　Dω」匂also　appears　in　two　other

versions，　including　one　in　the　Florence　Soprintendenza　attributed

to　the　hand　of　Guercino’s　pupil，　Benedetto　Gennari．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Michiaki　Koshikawa）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品は，トレント公会議後のカトリック国における絵画制作の重
カルロ・ドルチ［1616－1686］

《悲しみの聖母》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要な一側面をなす・高い情緒的喚起力を有した個人用祈念像の

㍑鷲ヴ。ス　　　　　　　　　　ー例である・深い闇をバックに・鮮やかな青衣をまとった聖母の

㌻㌶縦㌶9　　　　　　　　　姿を描いたもので・頭上には実際に金泥で描かれた神秘的な光
C。，1。D。1、i　rFl。，ence　1616．Fl。，ence　1686］　　　　　が広力sっている・作品のタイプとしては・伝統自勺な「マーテル’ド

Mαter　Dolorosa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロローサ（悲しみの聖母，嘆きの聖母）」の図像，すなわちわが子
c．エ6o「s

Oil。n　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キリストの受難をめぐって悲しみにくれる聖母マリアを表わした単
82．5×67cm（ova1）

Inscribed・n　the　reverse：REGINA　MARTIR（」M　ORA　PRO　NOBLSi　　　　　　独像の形をとっている。チャールズ・マッコークォデイルが指摘して
P．1998－2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるように，イタリアにおける図像上の代表的先例としては，ティ

F㌫91；1罐1ikesi、ed。val　Mad。Mla　f，。m　the　C。1。nna　C。Ilecti。。，　palazz。　　　ツィアーノによる《悲しみの聖母》を挙げることができる。マッコー

Colonna，　Rome；sold　in　London　by　W．　Young　Ottley，24　January　1801，　lot　12：
C・・1・1）・lci・Mad・nna　D・1・・at・0・・1－2・ft．8・ins．　high　by　2　ft．2ins．　wide；D・k・　　　クォデイルはティツィアーノがカール5世のために制作した現在マド

of　Buckingham　and　Chandos　until　l848；Lord　r）udiey　and　Ward　1848－1892；

Christie’s・　L・nd・n，8Decembe・1892’　1・t・60，・bt・by・Mr・・Dunth・rne　　　　　　リード，プラド美術館所蔵の労一ジョンに言及しているが，より形

器漂1㍑ら／翫励‘1i脚D。bli。，1853，。。．g5（fr。1n　L。，d　W、，d）；1，i，h　In，titu．　　　態上近い先例として，ティツィアーノ自身の原作は失われたがべ

1；；瓢1；竺1854・n°・96（f「°mL°「d　wa「d）；獅敏γGα｛xπL°nd°n・　ルテッリの版画（1564／fig．・）によって言己録されている構図を挙げる

鵠漂p需，s、。r，．The　St。w、．C。、。logue，、。nd。n，．18、8，1。，4。4、　G．　Waag。。，　ことができよう・註’）

確㍑話蹴㌢綴謬㌶゜｝㍑湾湯㍊跳㌻㌫㌻焦誌ぽ　　　本作品の構図には多くのヴァージョンが存在し，近年刊行され

賠■鶴鴇lam・v°Ll，　18（）’－5，1988・P’237；F’Baldassa「i，　Ca「’°　D°’c’・　たド・レチのカタ・グ・レゾネの著者フランチェスカ・バルダッサーリ
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fig．1ベルテッリ（ティツィアーノの原画に基づく）《悲しみの聖母》エング　　fig．2ドルチに基づくコピー《親指の聖母》（”ff，要文化財）東京lKけ博物館

　　レーヴィング版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Copy　after　Dolci，　M～イノθ〃〃‘！‘！f〃lc　77itt」nb，　T《）kyo　National　Museum

　　Bertelli（after　Titia［1），ルVlat（・r　Dθ1θi”osa，　engraving

は，明白に本作品のヴァージョンとみなし得る数点の作品（クリー　　　ひとつである。この貴重な歴史遺品は，江戸幕府のキリシタン禁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　テ　レン
ヴランド美術館寄託，註2）ブダペスト美術館，註3）サンクト・ペテル　　　止令の下，最後の潜入伴天連として1708年に屋久島に上陸した

ブルク，エルミタージュ美術館，註4）フィレンツェ，コルシー二・コレク　　　イタリア人宣教師ジョヴァンニ・バッティスタ・シドッティ（1668－1714）

ション，・；t5）ローマ，ボルゲーゼ美術館註6））と，きわめて近い形態　　　の所持品と推定される。註11）東京国立博物館の作品は，衣服の

を示す《告知を受ける聖母マリア》（パリ，ルーヴル美術館）註7）を　　　あいだから親指だけをのぞかせた構図をとっており，これまでボル

挙げている。このうちクリーヴランド寄託の作品は構図的に本作　　　ゲーゼ美術館のヴァージョンとの比較が指摘されてきたが，むしろ

品とほとんど同一一（ただし長方形画面）であり，他はよりクローズ　　　もっとも近い作例はコルシー二・コレクションのヴァージョンである。

アソプされた構図形式を取っている。バルダッサーリは，質的判断　　　質的な観点からは，ドルチの真作というよりも，工房による模写と考

から，本作品をオリジナルと認定し，それまで真筆とされていたク　　　えるのが妥当であろう。　　　　　　　　　　　　（越川倫明）

リーヴランド寄託作品，ブダペスト作，エルミタージュ作などを，す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
べて「ドルチに基づくコピー」のカテゴリーに分類した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）C．McCorquodale，　ill　Il　Seicento　fiorentino．、4舵aFirenze　da
　バルダッサーリは本作品の年代を1655年頃と推定している。本　　　　　Ferdinand・　I　a　C・siln・111（exh．　cat．），　Firenze，　1986，　1，　p．446，　n・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．251参照。ティツィアーノの《悲しみの聖母》にっいては，H．E．　Wethey，
作品に見られる組み合わせた手の表現は，現在大英博物館が所　　　　　The　paintings　of　Titian，　L　The．Religi。us　Painting．s，　L。nd。n，1g6g，

蔵する組み⇔せた手の黒チ・一ク素描にきわめて近く・この素　議｛『「ad°ve「si°n）・n°’78（Tenie「stype）・pL’29（P「intby　Be「te1’

描には1653年の年記が書き込まれている。註8）この素描は，ロンド　　　2）75×62cm，　Baldassari　lgg5，　cited　in・Bibli。graphy・ab。ve，　p．126，

）／eトラファ・レガー画廊所有の《聖フランチェスコの祈り》註・・のため　、）蕊瓢、、、d．，P．126，，、g38⊇

の準備習作として制作され，さらに上記のルーヴル美術館所蔵　　　4）55×43cm，　Ibid．，　p．126，　fig．3gw参照。

《告知を受ける聖母マリア》，本作品，およびクリーヴランド美術館　　　5）Ibid・・　P・126・　fig・42w参照・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）Ibid．，　p．127，　fig．43w参照。
寄託の《悲しみの聖母》にも利用されたと考えられる。また・マツコ　　　7）52×40cm，　lbid．，　P．125，　no．98参照。

一
クォデイルは《悲しみの聖母》の諸ヴァージョンの容貌と，1656年　　　8）Inv．1859－8－6－65；129×130mm，1bid．，　PP．122－123，　fig．96a参照。

に制作されたモンテヴァ，レキ，サンタンドレア・ア・チェンナーノ聖　9）lbid・，　PP・122“”123・n°・96参照・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）McCorquodale，　cit．，　under　no．1．251参照。寸断された祭壇画について
堂の祭壇画《聖ドミニクスの肖像をドメニコ会修道士に授ける聖母　　　　　はBaldassari，・P．cit．，　PP．130－132，　n・．103参照。

マリア》（1957－6・年頃に寸断さn・現在断片のみ知られる）の聖　1’繋罐逢詣：5二儂罐1願ご慧毅隠漂認ζ∴

母像との緊密な類似を指摘している。註lo）1650年代なかばという　　　　　には，新井白石自筆によるr長崎注進羅馬人事』写本（尾鷲市，新井清氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵）の第1葉として，シドッティが所持した聖母像の見取図と注記が掲載さ
推定年代は，こうした根拠に基づくものである。　　　　　　　　　　　　れている。同文献を御教示くださった坂本満先生に感謝いたしま尤な

ちなみに現在鯨国立醐館が臓する南蛮猷品の《親指　㌶票ぽ魔㌶蒜蕊欝罐雰罐罐麟
の聖母》（fig．2）は，本作品を含む一連の聖母像のヴァージョンの　　　　　京／鹿児島／岡崎／長崎・1999・under　n・・173参照）・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）Ibid．，　p．126，　fig．42w．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）ノbid．，　p．127，　fig．43w．

霊認ti蒜瓢悉tご＝蒜慧i㌔竃6i竃！；；蒜・　・PP・1－3…g96乱
Europe・The　deep，　shadowy　background　and　the　figure　of　the　　　　　lO）McCorquodale，　cit．，　under　no．1．251．　Regarding　the　fragmented　altar－

Madonna　draped　in　vivid　blue　robes　is　set　off　by　the　mystical　light　　　　　　Piece・see　Baldassari・　oρ・　cit・・PP・130－132，　no」03・

麗＝蒜隠＝三tぽ＝麟1’）曇㌔耀i罐鰭藻馴耀
grlevmg　Madonna・an　lmage　of　the　Vlrgln　Mary　as　a　slngle　flgure，　　　　　P．1640f　the　same　book　reproduces　the　first　page　of　Arai　Hakuseki・s

grieving　for　the　tragic　fate　of　her　son　Jesus　Christ．　As　Charles　　　　　　　autograph　manuscript　copy　of　the／Vagasaた’chushin　romal’inηo々αo

蕊麗、三㍑㌫1認麗濃＝，㍑　竃籠灘㌔灘；｛繕≧i曇
the　verslon　pamted　by　the　Venetlan　master　for　Emperor　Carl　V・now　　　　　　identical　with　the　TNM　work．　The　author　would　like　to　express　his

in　the　Prado，　Madrid，　but　an　even　closer　type　can　be　found　in　the　　　　　　gratitude　to　Professor　Mitsuru　Sakamoto　for　his　information　on　this

now　lost　Titian　composition，　recorded　in　Bertelli’s　engraving（1564，　　　　　　book・Agcording　to　Professor　Sakamoto・the　Museum　of　Religious　Art，

fi霊。，a1。，h，，v，，si。n、。f，hi、p。i。，i。9’、、c。mp。、i，i。n，xi、t，、nd　麟総竃v灘翼竃麓灘＝

Francesca　Baldassari　has　listed　the　works　in　the　following　locations

in　her　recent　catalogue　raisonn60n　Dolci：Cleveland　Museum　of

Art（on　loan），2）the　Museum　of　Fine　Arts，　Budapest，3）Hermitage

Museum，　St．　Petersburg，4）the　Corsini　Gallery，　Florence，5）and　the

Borghese　Gallery，　Rome．6）Further，　she　notes　the　close　formal　re－

semblance　of　theレ「irgin　Annunciate（Mus6e　du　Louvre，　Paris）to

the　Mater　Dolorosa　composition．7）Compositionally，　the　Cleveland

work　is　almost　identical　to　the　NMWA　work（albeit，　the　Cleveland

work　is　presented　in　a　rectangular　format），　while　the　others　all

represent　a　more　close－up　view．　Baldassari　considers　that　the

NMWA　painting　is　the　authentic　version，　while　classifying　the　other

versions，　which　were　previously　given　autograph　stature，　in　the

category　of　copies　based　on　Dolci．

　　　Baldassari　suggests　a　date　of　ca．1655　for　the　NMWA　work．　The

clasped　hands　seen　in　this　painting　are　extremely　close　to　the　same

motif　in　a　black　chalk　drawing　now　in　the　British　Museum　which

bears　a　date　of　l653．8）The　London　drawing　seems　to　have　origi－

nally　been　drawn　as　a　preparatory　study　for　the　St．　Francis　at

Z）ωαめη（Trafalgar　Galleries，　London），9）and　then　it　was　also　used

in　the　execution　of　the　NMWA　and　Cleveland　versions　and　the

Louvre　Virgin、4ηη朋dαre．　Further，　McCorquodale　has　indicated

the　close　resemblance　between　the　Virgin　Mary’s　features　in　various

Mαter　Dolor（）so　versions　and　those　in　the〃odoηη06iving　St．

Dominた3　Effigy　fo’he　Dom’η‘cαηFriars　altarpiece　paintedりy

Dolci　in　1656　for　the　Del　Nobolo　Chapel，　SanピAndrea　a　Cennano，

Montevarchi（cut　into　panels　ca．1957－60，0nly　fragments　known　at

present）．10｝In　view　of　these　comparisons，　the　suggested　date　in　the

mid－1650s　for　the　NMWAルlater　l）olorosa　seems　fully　founded．

　　　Another　version　of　this　Madonna　image　exists　in　Japan：the　so－

calledルta（わηηαo〃he　Thumわnow　in　the　Tokyo　National　Museum

（fig．2）．　This　historically　important　work　is　plausibly　thought　to　have

been　one　of　the　possessions　of　the　Italian　missionary　Giovanni

Battista　Sidotti（1668－1714）who　arrived　in　Japan，　on　Yakushima

island　in　1708，　during　the　Edo　shogunate’s　strict　abolishment　of

Christianity．11）The　name　of　the　TNM　work　derives　from　the　fact

that　only　the　Madonna’s　thumb　can　be　seen　peeping　from　amidst

her　robes．　The　TNM　version　has　been　previously　compared　to　the

version　in　the　Borghese　Gallery，　but　closer　comparison　can　be

made　with　the　version　in　the　Corsini　Gallery．　In　terms　of　the　quality

of　execution，　the　TNM　version　should　be　regarded　as　a　studio　copy

rather　than　an　autograph　work　by　Dolci．　　（Michiaki　Koshikawa）

Notes

1）See　C．　McCorquodale，　in〃Seicen’o　fi’orentino．　Arteα」Firenze　da

　　Ferdinando／aCosimo〃（exh．cat．），　Florence，1986，1，　P．446，　no．1．251．

　　Regarding　the　Titianルlater　Dolorosa，　see　H．E．　Wethey，　The　Paintings　of

　　　Titian，1．　Theノ～eligious　Paintings，　London，1969，　no．76（Prado　version），

　　no．78（Teniers　type），　pLl29（engraving　by　Bertelh）．

2）75×62cm．　Baldassari　l995，　cited　in“Bibliography”above，　p．126，

　　fig．37w．

3）47．5×37．5cm．　Ibid．，　p．126，　fig．38w．

4）55×43cm．伽d．，　p．126，　fig．39w．
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　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面左端に置かれた年鑑の開かれたページから読みとれるのは

蕊鍬゜コ1繊撒；；（』》　　　…lmana・h／・na／Den　Ni・uw・…だけであるし・右側の大きな書

166：Sfl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物では“Sermoon　VI”と“Decadis　IIII”という表題しか読めな
油彩，板

56・5×70cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。このr1｝物は当時広く流布していたハインリヒ・ブーレンゲリウス
モノグラムと年記あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の『家事書：50の講話』であると思われる。けれども，画面前景中
Edwaert　Collier　l　Breda　c．164（1－Leiden　17101　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Vanit。s　Still　Lzl／le　with　Bo・ん・・励・w〃　　　　央の紙片に・f｝かれた文字は判読・朧である・そこには『詩篇』第

1；il：i、r、．p2incl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26章の一節が引用されており，この作品が伝えるべきメッセージ

；；：；，；1器med　a。d　dated　at　1。w。，　left、　EC　16（i’S　　　　　　　　　　　　が端的に要約されている。

1”1998’3 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「主よ，わたしをためし，わたしを試み，
｝｝rov　n　nce：

II°°9g，　tede「＆1’1°°9stede「・　The　Hague’　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしの心と思いとを練りきよめてください。

㍑：‡it㌫7：1’ain　ting　in　the　G・lden　Age，　H・・gstede，＆H・・gsteder，　The　　　　　あなたのいつくしみはわたしのllの前にあり，

Hague，1994，　no．13．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはあなたのまことによって歩みました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしは偽る人々と共にすわらず，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽善者ど交わらず，

コリ＿ルは17世紀後半のオランダの静物画家，肖像画家。バー　　　　　悪を行う者のつどいを憎み・

ルレムで修業を受けたと考えられ，初期作品には同市の重要な静　　　　　悪しき者と共にすわることをしません・詩篇26篇2節」

物画家であるピーテル・クラースゾーンの強い影響が見られる。　　　　　（Proeft　my　here　ende　verz　Lzoek］／my　rynicht　myne

コリ＿ルの名前は1667年にはじめてレイデンの古文書に記載され，　　　　　nieren　ende　myn・／herte　want　uwe　goetheyt　is　voor／

1673年から80年まで断続的にレイデンの画家組合に登録されて　　　　　mynen　oghen　en　ick　wandele　in　uwer／waerheyt　ick　en

いる。1686年にはアムステルダムにいたことが確認され，また，　　　　　sitte　niet　by　de　ydelde／lieden　ende　en　hebbe　niet

1693年にはロンドンへ赴いたことが知られている。ロンドン滞在は　　　　　ghemeyn／schap　met　de　valschen　ik　hate　de／vreghader－

1706年までの長期にわたり，その間，もっぱらトロンプ・ルイユ的作　　　　　inghe「sic］der　boosachtighen・／endezitte　nie　by　de

品を制作した。最晩年は再びレイデンに戻ったものと思われ，　　　　godlozen・）

1710年に同市で没した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお・1684年の彼の自画像との類似を見せていることから・画

　水差しやグラスからなる通常の静物画も幾点か残されている　　　面左側に置かれた年鑑左頁の肖像はコリールの自画像であるとも

し，とくに，1670年代には肖像画も制作したが，コリールはなにより　　　推定されている。本作品の保存状態はきわめて良好であり・コリ

そのヴァニタス画で知られている。現世のはかなさや虚栄にたい　　　一ルの代表作のひとつと考えることができよう。　　　（幸福輝）

する警告としての労ニタス的表現は17世紀オランダ絵画のあら

ゆる分野に及んだが，この概念を端的に伝えるものは静物画であ

った。コリールは燭髄，地球儀，楽器などからなるカニタス画を

願とし・とりわけ・書物を含む静物画を多数制作した（書物二学　C。lli，，w。、．a．17，h，en，。ry、D。，，h　p。i。，。，。f、，ill．lif，、　and　p。，，，ai・、．

識もしばしば現世的なものの象徴と考えられた）。　　　　　　　　　　He　is　thought　to　have　studied　in　Haarlem，　and　a　strong　influence

画家としてのコリールが最も優れた作品を生み出した重要な時　芯；iぽi蕊蕊、it；㍑：a蒜。慧a隠霊i：nabl，；1：：

期は，1660年代である。中期から後期にかけては繰り返しが多く　　　document　dated　l667，　and　he　is　listed　on　a　sporadic　basis　in　the

なり，また，作品の密度も全く落ちてしまう・1663年の年記をもつ　蕊蒜，：；；：㍑i㍑総，：：＝；1㍑隠a蒜：

本作品はコリールの最初期の作品であり，画家の最良の作品の　　　that　he　went　to　London　in　1693．　His　stay　in　London　was　of　con．

ひとつと見なしうるものである・クラースゾーンから大きな影響を 　：雛＝；蒜麟＝°㌶il，慧ll蹴。1罐
受けながら，コリールは緻密な描写の伝統をもつレンデン画派から　　　fina1　years　Collier　returned　to　Leiden　where　he　died　in　1710．

も多くを学んだに違いない・机の上｝・置かれたさまざまな事輪　w。＝：篇n；瓢゜漂＝撫鵬tiぽ瓢i；i

まさに「ヴァニタスづくし」ともいうべきものである。燭艘，火が消え　　　painted　portrait　works，　but　he　is　best　known　for　his　works　on　the

たばかりで煙がのぼる齢酬砂時Ef・財布・倒れたグラ　罐。蕊1瓢：i：篇lfぱ麟蕊忽㍑蒜

ス，オランダ・ショーム（オーボエの前身となった管楽器）などが所　　　it　formed　a　separate　genre　in　17th　century　Dutch　painting，　primarily

狭しと並んでいる・一見・無造作に放置されたように見えるカ…2 　灘：ldl㌶；1麟lt霊：1蒜蒜：：lli認P＝
本の対角線に沿って，慎重に構図が決定されたことが理解され　　　created　a　great　number　of　still．．1ifes　featuring　books　and　papers，

る．きわめて醐な描写ゆえ⊇物｝・書力・れた文字も判読でき　wh忠1膿㌫盤謬i蕊蒜6：＝1＝慧ili，r’s

るようにも思われるが，実際に読みとれる文字は僅かである。画　　career　as　a　painter．　There　was　an　increasing　amount　of　repetition



in　his　middle　and　late　periods，　and　there　was　also　a　serious　decline　　　　　　lieden　ende　en　hebbe　niet　ghemeyn／schap　met　de　valschen

in　his　detailed　expression　during　those　later　years・This　work　in－　　　　　　ik　hate　de／vreghaderinghe［sic］der　boosachtighen．／endezitte

scribed　with　the　date　l663　is　from　Collier’s　earliest　period　and　is　　　　　　nie　by　de　godlozen．／”

considered　one　of　his　best　works．　While　revealing　a　strong　influ－　　　　　Given　its　resemblance　to　a　self－portrait　dated　1684，　it　has　been

ence　by　Claesz，　undoubtedly　Collier　also　learned　a　great　deal　from　　　　suggested　that　the　portrait　on　the　left－hand　page　of　the　almanac　on

the　Leiden　tradition　of　detailed　depiction（fijnschilder）．　The　various　　　　the　left　side　of　the　composition　may　be　a　self－portrait　of　Collier．　The

items　placed　on　the　table　are　all　Vanitas　symbols・Askull，　an　ex－　　　　painting　is　in　very　good　condition　and　can　be　considered　one　of

tinguished　but　still　smoking　candle，　a　clock，　an　hourglass，　some　　　　Collier’s　major　works．　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

money，　broken　glass，　a　Dutch　shawn（wind　instrument，　prede－

cessor　to　the　oboe），　and　other　items　are　squeezed　into　the　space．　At

first　glance，　these　objects　seem　to　be　arranged　in　no　particular

order，　but　a　closer　look　reveals　that　the　composition　has　been

carefully　planned．　The　books　are　so　detailed　that　some　letters　can

be　deciphered　in　the　writing　on　them．　The　almanac　at　the　far　left

of　the　composition　includes　the　words“＿lmanach／＿na／Den

Nieuwe＿”We　can　only　read　the　titles，“Sermoon　VI”and“Decadis

IIII”in　the　large　letters　written　on　the　right．　This　book　is　thought　to

be　the　then　widely　distributed，　Huysboec，　Vilf　Decadis，　by　Heinrich

Bullengerius．　In　addition　to　partially　recognizable　words，　we　can

decipher　the　writing　on　the　scrap　of　paper　placed　in　the　composi・

tional　foreground．　This　quote　from　Psalms　26　seems　to　be　the　true

message　of　this　painting．

　　　“Proeft　my　here　ende　verz［zoek］／my　rynicht　myne　nieren

　　　ende　myn．／herte　want　uwe　goetheyt　is　voor／mynen　oghen　en

　　　ick　wandele　in　uwer／waerheyt　ick　en　sitte　niet　by　de　ydelde／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た伝記によると，彼ははじめ，ヴェローナの画家アントニオ・パレス

㌶蔓；㌫7脳785］　　　　　トラ（A・t・ni・B・1・・t・a，　V…na　1666－174・）のもとで画業を学

1740｛ぷ後’1”　　　　　　　　　　　　　　　　んだ。このパレストラという画家は，17世紀後半の色彩が暗く，硬
油彩，カンヴプス

60×50cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直化したヴェネツィア絵画に，アカデミズムと古典主義的作風をも

Pietro　Longhi［venezia　1702－venezia　1785］　　　　　　　　　　ち込んだ画家であった。ロンギの個性は必ずしもこのパレストラの

蕊1；襟6螂Gθητ1～η　　　　　　作風と相性が良くなかったらしく，・ンギは跡ツ・アを蹴ボ

㌫；1、㌃nvas　　　　　　　　　　　　・一ニャのジュゼッペ・マリア・クレスピ（Gi・・epP・M・・i・C・e・pi，
P．1998－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bologna　1665－1747）のもとで勉強を続けた。この，巧みに光と
Provenance：

㍑認鵠1瓢i嘉｛瀦；謡瓢：…1？1器；㍑Ad「ian　Wa「d　闇を使い分けながら日常的生活を鋭く描き出した画家クレスピの

Exhibiti・ns：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとでの勉強が，ロンギに大きな刺激となった。彼は，再びヴェネ
On　loan　to　the　Castle　Museum，　Norwich　198H984；Agnew’s　Thirty・five
Paintings　fr・m　the　C・11ecti・n・f　the　B・itish　Rail　Pensi・n　Fund，1984，　n・・15；On　　　ツィアに戻り，労ネツィアの18世紀という，あまりに刺激的ではな

loan　to　the　Fitzwilliam　Museum，　Calnbridge　1985－1996．

Blbli。graphy、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い世界での生活の一場面を，つや消しの絵具で刺激の少ないや

X濃ぽ麟霊㍑霊1；耀ξ瓢蒜霊膓撚㌃麟㍑　り方で描き出すと・・う，画期的な手法によって，ものの贈・18世

綴忽）蒜㍑聯、lill！』臨矯蕊、61認，琵言惜、鑑1　紀ヴェネツィアの生活蛾々の眼前に映し出すことに成功してい
L　’opeitaτθ励似αdi　Pietro　Loμg厄Milano　1974，　pp．89－90，　no．50．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

ピエトロ・ロンギこと，本名ピエトロ・ファルカ（Pietro　Falca）は1702　　　　《不謹慎な殿方》は，1956年のヴtットリオ・モスキー二のモノグ

年ヴェネツィアに生まれた。ピエトロの息子，アレッサンドロが残し　　　ラフの中に，リッチョ・コレクションの作品として，初めて登場す

17



る。註1）爾来，多くの研究者によって，その作品の質，および1740　　　ティエポロが歴史ヒの偉人たちの集いを描く一方，ロンギは「舞踏

年代後半という制作年代は強く支持されている。様式や「恋のさ　　　会，恋のさや当て，音楽の手習い」を見せてくれる。そして，両者

や当て」という一1三題の扱いからみても，《ご機嫌伺い》（ニューヨー　　　とも，描写において「完壁である」と語っている。こうした，18世紀

ク，メトロポリタン美術館），《恋文》（同美術館），あるいは《音楽の　　　　克ネツィア人の感想がある一方で，マイケル・レ労一は，次のよ

手習い》（ボルティモア，ウォルターズ美術館）などの一連の作品と　　　うに語っている。「彼の絵は，間違いなく魅力的ではあるのだが，

同じ時期とされる。しかし，モスキー二がこの作品と関連づけた　　　だらけた小さな絵である。まさしく，その時代の社会のごとくに彼

ヴェネッィア・コッレル美術館所蔵の素描（Museo　Correr　no．511　　　の絵はだらけている。彼の見ている世界は，概ね，暇をつぶそうと

recto＆versO）との関係は，ピニャッティによって否定されてい　　　躍起になっている金持ちの閉ざされた世界なのである」と。註4）完

る。註2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁なのか，だらけているのか，いずれにせよ，ロンギの作品は，

　1997年2月17日付のサラ・ウォールデン氏の修復報告によれば，　　　我々の眼の前に，自然な態度で等身大の18世紀労ネツィアの世

背景上部に古いカンヴァス地の裂けがあり，そこには古いニスを　　　界を見せてくれる。　　　　　　　　　　　　　（高梨光正）

取り除いた後に補彩が施されている。ほかにも細かな補彩の跡

や，ダマールニスによる上塗り等が報告されているが，人物像に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
関わる大きな損傷等は報告されてはいない。状態は至って良好と　　　1）Vincenzo　Moschini，　pietr。　L。nghi，　Milan。，1g56，　pp．17．18，　fig．4．

いえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）Terisio　Pignatti・」Pietro　Longhi，　London・1969・P・75・

この作品⊇い絶の下地に花柄の描かれた18世紀獄　3）隠三留砲隠’醜〃蜘　垣〃z°ni°　Zard°・

ツィアの典型的装飾の施された衝立を背景に，若い女性が上着　　　4）Michael　Levey，　Painting　in　Eighteenth　Century　Venice，3rd　ed．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　London＆New　Haven，1994，　p．142．
を脱ぎ，下着の裾をたくし上げて丁寧にみているところに，紳士ふ

たりが興味津々と，そっと彼女の仕草をのぞき込んでいる場面で

ある。この女性の姿は，クレスピが得意としていた「風取り」のポー

ズからヒントを得ており，モスキー二はそのまま画中の女性は風を

捕っていると解説している。

　しかしながら，果たしてこの女性は本当に風取りをしているの　　　Pietro　Longhi・whose　real　name　was　Pietro　Falca・was　born　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Venice　in　1702．　According　to　the　biography　written　by　Pietro’s　son，
であろうか。少なくとも，背後に見える水盆を手にした女中や，の　　　Alessandro，　pietro　first　studied　painting　under　the　Veronese　painter

ぞき見をしている紳士の瀟酒な服装，さらには女性のスカートの細　　　Antonio　Balest「a（Ve「ona・　1666－1　740）・　Balestra　was　the　Painter　who

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brought　a　more　classical，　academic　painting　style　into　late　17th
かで粋な花模様などをみると，決して貧困な生活をしている人物　　　century　Venetian　painting，　then　characterized　by　its　dark　palette

たちではない。女性の脇に置かれたテーブルの上には，当時流　　　apd　in．．flexible　fo「「ps・Longh．i’s　ind．iYiduality　did　not．　a．lways　accord

＿　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　Balestra’s　pamting　style　or　his　character，　and　it　seems　that

行の絹の扇子に香水の瓶がふたつほど見える。　　　　　　　　　　Longhi　left　Venice　to　travel　to　Boiogna　where　he　continued　his

　ここに，ロンギのユーモアが隠されている。中央の女性のボー　　　Paintin9　studies　with　GiusePPe　Ma「ia　C「esPi（Bologna・1665’1747）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Longhi　was　greatly　stimulated　by　these　studies　under　Crespi，　a
ズのみを見るとき，ピアツェッタやロンギ自身の他の作品にも例が　　　painter　known　for　his　adept　use　of　light　and　shadow　in　his　piercing

あるように，そこには明らかに風取りのイメージがつきまとう。しか　　　view　of　eve「yday　life・Longhi「etu「ned　to　Venice　whe「e　he　suc－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ceeded　in　creating　an　epoch－making，　yet　singularly　unspectacular，
しそうした仕草はこの女性にはふさわしくはない。では，この若い　　　painting　style　which　fully　conveys　the　sheer　reality　of　ordinary　18th

女性はなにをしているのだろうか。こうして観者に謎かけをするこ　　　centu「y　Venetian　lives・

　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Indiscreet　Gentteman　first　apPeared　in　1965，　in　Vittorio

とで・自然と視線は女性のあらわな胸兀に向けられることになる。　　　Moschini’s　monograph　on　the　artist　where　it　was　listed　as　a　work　in

っまり，観者も，画中の紳士と同じ視線を辿ってしまうのである。　　　the　Riccio　CollectionLi）Since　that　initial　Publication・nume「ous

　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　scholars　have　firmly　supPorted　both　the　quality　of　this　work，　and　its
そうした行儀の悪さを・女中が・口兀にかすかな笑みを浮かべな　　　dating　to　the　latter　half　of　the　1　740s．　Stylistically，　this　painting　on　the

がら，「しょうがないわねえ」と言いたげな表情で，紳士をたしなめ　　　th『me　of　cou「tship　can　also　be　seen　as　from　the　sam『period　as　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　series　of　other　works　on　the　theme　of　lovers，　The　Visitation　of　the
る。しかし，たしなめられるのは，画中の紳士ばかりではなく，こ　　　procuratore（Metropolitan　Museum　of　Art，　New　Ybrk），　The　Letter

の作品を見ている人もまた同じなのである。　　　　　　　　　　　　（Met「oPolitan　Museum　of　A「t・　New　Y（）「k）and　The　Lesson　of　Music

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Walters　Art　Gallery，　Baltimore）．　While　Moschini　has　linked　this

　ロンギは，老若男女，身分の貴賎を問わず，彼が自分の絵の　　　work　to　a　drawing　now　in　the　Venetian　Museo　Correr（no．511，　recto

主題として選んだ人々を下品に描き出すことはしなかった。彼は　　　and　ve「so）・　Pignatti「ejects　that　connection・2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　According　to　the　conservator’s　report　written　by　Sara　Walden
いっも人間に優しい眼差しを向けている。この点において，18世　　　on　February　17，1gg7，　there　is　a　tear　in　the　old　canvas　ground　in

紀V“Lネツィアを代表する劇作家でロンギの友人でもあったカル　　　the　uPPe「s『ction　of　the　Paintinぎs　back9「ound・and　she「gMoved

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　old　varnish　from　this　area　and　added　some　retouched　pigments
ロ・ゴルドー二やガスパル・ゴッツィ，さらには彼の息子カルロ・ゴッ　　　to　the　area．　After　making　other　detailed　retouching，　she　reported

ツィといった知識人たちの人間観と軌を一にしている。そうした中　　　cove「iP9　the　wo「k　｝vith　a　！oP　laye「of　damma「「esin・but　she「ePo「ts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　no　major　damage　in　the　figural　areas　of　the　work．　In　other　words，
で・ガスパル・ゴッツィは・ロンギを痴エポロと比較している。註3）　　　the　work　has　been　maintained　in　quite　good　condition．
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　　Astanding　screen，　with　a　typical　18th　century　decorative　motif　　　　一一一一一一
〇f　floral　pattern　on　light　green　ground，　forms　the　background　for　a　　　リfヤード’ウィルソン11713－17821

young　woman　removing　her　coat．　Two　gentlemen　carefully　observe　　　《アィヴォリの風景（カプリッチョ）》

＝漂，＝＝：蒜㍑蕊㍑蒜　鑑こ㌃
Crespi’s　renowned“lice　picking”pose，　while　Moschini　has　taken　　　　　イニシャルによる署名と年記あり

i翼繍籔麸議灘謙議　灘㌶醗ご議竃蹴』
ciothes　of　the　men　peeplng　at　the　woman，　and　the　delicately　chic　　　　Oil　on　canvas

瓢1謬＝＝惣：灘謬＝ltl㌶：　‖議・漂・・mas・n・y・1・w・・…g・一／一／　・

home．　lndeed，　the　table　next　to　the　woman　bears　a　fashionable　silk　　　　provenance：

fan　and　two　perfume　bottles．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Christie’s　7　June　l845；Derek　Johns，　London・

　　Longhi’s　humor　is　concealed　in　this　painting・　Simply　looking　at　　　　Exhibitions；

the　pose　of　the　central　woman，　as　seen　in　other　works　by　Piazzetta　　　　David　Solkin，　Richard　Wilson，　Tate　Gallery，1982，　no．72．

and　Longhi，　we　get　a　clear　image　of　lice　picking．　But　such　an　action　　　　Bibliography：　　．

i、n。t・eally・pP・・P・i・t・f・・thi・w・m・n．　Th・n，　wh・t　i・thi・y・ung　w・G・c°nstable・R』ゴ蹴゜n・L°nd°n，　1953，・・2°4（as　l°st　w°「k）・

woman　doing？Thus　the　painter　tantalizes　the　viewer，　naturally　our

gaze　is　drawn　to　her　decolletage，　just　like　the　two　gentlemen　in　the

Paintin9・　The　maid　91ances　at　the　men　with　an　almost“it　can’t　be　　　イギリス風景画の創始者ともいえるウィルソンは1750年代にイタリ

瓢謬臨膿1㌶瓢；S蒜，ll瓢；ぽsing　ア｝・滞在し，ク・一ドやデユゲの強い影響を受けた．それ以前は

　　Whethe「01d　o「youn9・male　o「female・「ich　o「Poo「・Longhi　　　主として肖像画を制作していたが，このイタリア滞在を契機として

1：鵠鼎麟罐盤1蕊；蒜忠謬蕊三専ら風景画のk・j作に従事するようになった．ターナーやコンスタ

sembles　his　good　friends，　the　representative　18th　century　Venetian　　　ブルに先駆けてイギリスに風景画を浸透させた意義は少なくない。

dramatists，　Carlo　Goldoni　and　Gaspar　Gozzi，　and　Gozzi’s　son　Carlo．

Gaspar　Gozzi　compared　Longhi　to　Tiepolo，3）saying　that　while　　　イタリア滞在中に制作されたクロード風な様式によるウィルソンの

Tiepolo　depicted（famous）figures　from　history，　Longhi　focused　　　風景描写は，グランド・ツアーの流行とともに大いにもてやはされ

蕊㌫蕊、61謡蒜器ぽ認㌶1。ぽ㌶　た．イギリス帰国後も自国の顯を題材に古典的風景を制作し

sua　ma99io「Pe「fezione・”In　cont「ast　to　these　sentiments　of　18th　　　たが，後期作品においては，オランダの画家，とりわけ，アルベル

1；：麟麗＝：㍑：1言㍑，tl：1＝認＝　ト・カイプなどにも影響さn，　e然蟻的な深まりも認められる一

little　Pictu「es：just　as　the　society　he　Pictu「es　is　lazy・The　wo「1d　he　　　方，ロマン主義を予告するような作品も制作した。

C：；；罐（1隠蒜ii：ll31＝認；1＝隠　本作品e・1，　1754年｝・・一マで制作された．当H｛i・）・一マ｝・滞

In　any　event・Longhi’s　wo「ks　b「ing　a　natu「al　image　of　Venice　in　the　　　在していたスティーヴン・ベッキンガムから直接注文を受けたもの

18・hcent・ry・t・th・m・d・・nvi・we「・ 　（Mi’sumasa　Takanashi）　である．この時べ。キンガムが注文した作品は4点であるが，現

N°tes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在知られているのは本作品を含む2点である（なお，この2点は

1）Vincenzo　Moschini，∫Piet「o　Longhi・　Milano・　1956・PP・17”18・　fi9・4・　　　　　　1845年のクリスティーズのオークションに揃って出品されて以来，

2）Terisio　Pignatti，　Pietro　Longhi，　London，1969，　P・75・

3）Gaspar　Gozzi，　La　Gaz2ettα　Veneta，　a・cura・di・Antonio・Zardo，　Firenze，　　　初めて，1982年のテート・ギャラリーのウィルソン回顧展で2点一緒

、）㌫よぽ雛加，、。9，。醐陀，。屹卿W晦3，d，d．　to。d。n＆　に公開された）．ウィルソンは・一マ内外｝・散在する古代の建築

　New　Haven’1994’P」42’　　　　　　　　　　　　　　　　　　物やモニュメントを選択し，それらを敬愛するクロードやデュゲの構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図に則ってまとめ上げた。前景にはヴィア・アッピア・ヌオーヴァに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある古代の英雄ホラティウス兄弟たちの墓，反対側にはおそらく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィラ・メディチの彫像に基づく女性像，中景にはマエケナスの別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘が配され，古代ローマの栄華が追想されている。ベッキンガム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の連作は全体として古代ローマの衰退と没落とを表現しようとした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものだったと推測される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品に満ちているメランコリックな調子は，18世紀にグランド・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツアーを行なったイギリスの旅行者たちが古代ローマにたいして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっていた一般的な感情でもあろうが，そこに文明の衰退に関す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る当時の保守的な政治哲学の反映を読みとる研究者もいる。い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずれにせよ，当時のイギリスの貴族たちが自分たちの文化もその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末商に連なることを願った，古代文化にたいする憧憬が認められ

るといえよう。
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　　国立西洋美術館にはロセッティ，ミレイなど19世紀のイギリス絵　　　peared　in　a　Christie’s　auction　in　1845，　and　then　did　not　resurface

画が数点所蔵されるが・それ以前となるとレイノルズの肖像画が1　麗麟；；clusi°n　in　a　1982「et「°spective°n　Wils°n　heldat　the

点あるのみである。西洋美術館が今後イギリス絵画を系統的に　　　　　For　this　painting，　Wilson　selected　a　variety　of　classical　build一

収集していくのには多くの困難が伴うであろうが・本作品がひとつ　惣：1：1＝1：＝。＝愁：llfi；＝㌶lll：1

のきっかけになることを期待したい。なお，細部に補彩の跡が見　　　and　Dught．　The　foreground　of　this　painting　features　the　tomb　of　the

られるが・保存状態は良好である・　　（幸福輝）　蕊蕊蒜雲；霊謬e㍑3麟V㍑‡；；i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Medici．　The　Villa　of　the　Maecenas　is　placed　in　the　center　of　the　com－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　position，　lending　the　entire　work　an　air　of　ancient　Roman　elegance．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　It　has　been　suggested　that　Beckingham　sought　an　image　of　the　rise

Wilson，who　has　been　called　the　founder　of　British　landscape　paint－　　　and　fall　of　the　Roman　Empire　in　the　series　of　works　he　commis－

ing，　lived　in　Italy　during　the　l750s　where　he　was　strongly　influ－　　　sioned　from　Wilson．

enced　by　Claude　Lorraine　and　Dught．　While　his　earlier　career　had　　　　　The　melancholic　mood　which　pervades　this　painting　was　a

focused　on　portrait　painting，　this　ltalian　sojourn　can　be　seen　as　the　　　　standard　sentiment　that　British　travelers　on　the　Grand　Tour　held

beginning　of　his　career　as　a　landscape　painter．　A　predecessor　to　　　　towards　Ancient　Rome．　Some　scholars　have　seen　this　attitude　as

TUrner　and　Constable，　Wilson’s　influence　on　landscape　painting　in　　　　a　reflection　of　the　conservative　political　philosophy　of　the　day

Britain　was　considerable．　Along　with　the　joys　of　the　Grand　Tour，　　　　towards　the　decline　of　civilization．　In　any　event，　this　painting　con－

contemporary　Britain　extolled　Wilson’s　depiction　of　the　landscape　　　firms　the　longing　for　ancient　civilization　felt　by　the　British　aristo－

in　the　style　of　Claude　in　his　works　created　during　his　Italian　stay．　　　　cracy　of　the　day，　who　felt　their　own　culture　to　be　a　descendent　of

After　his　return　to　Britain，　Wilson　created　classical　style　paintings　　　that　earlier　empire．

on　the　scenes　of　his　native　land．　Works　from　his　later　years，　how－　　　　　With　the　exception　of　a　handful　of　19th　century　British　paint－

ever，　influenced　by　Dutch　painters　such　as　Albert　Cuyp，　reveal　the　　　　ings，　such　as　those　by　Rossetti　and　Millais，　the　NMWA　has　only　had

growing　naturalism，　which　is　coupled　with　early　indications　of　the　　　　one　earlier　British　painting，　a　Reynolds　portrait，　in　its　collections．

1ater　Romantic　movement．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　While　there　are　many　obstacles　to　the　museum　building　a　sys－

　　This　work　was　painted　in　l754　in　Rome　and　was　created　on　a　　　　tematically　arranged　collection　of　British　painting　in　the　future，　we

direct　commission　from　Stephen　Beckingham，　then　living　in　Rome．　　　　can　only　hope　that　the　acquisition　of　this　work　will　provide　further

It　seems　that　Beckingham　commissioned　four　works　from　Wilson　　　impetus　to　such　collecting．　Finally，　while　traces　of　supplemental

during　this　period，　with　two　of　the　commissioned　paintings　extant　　　　brushwork　can　be　seen　in　the　detailed　areas　of　the　work，　overall

today．　These　two　works，　including　this　NMWA　painting，　first　ap－　　　　the　painting　is　in　a　good　state　of　preservation．　　　（Akira　Kofuku）
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アリ・シェフェール［1795－1858］　　　　　　　　　　　　　　　　　オランダ在住の芸術家（父ヨハン＝ベルンハルト・シェフェールはドイ

《戦亘の中・聖母の加護を願うギリシャの乙女たち》　　　　　　ツ出身の肖像画家．歴史画家，母コルネリア・ランメは細密画家

1826年

油彩・カンヴアス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であった）の家に生まれたアリ・シェフェールは1806年から1809年に
65　×55cm

署名と年記あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけてアムステルダムの素描アカデミーに学んだ。フランスに来

Ary　Scheffer［D・rdrecht　1795－Argenteuil　1858］　　　　　　　　　たのは1809年のことであった。1795年以来，オランダは共和制フ

聯，罐㌶忽㌘㍊㌫笥擁，灘罐　ランスの政治的影響Fにあり，芸術家たちの交流も多かったので

Vie「ge　Pendant　un　combat）　　　　　　　　　　　　　　　　ある。1811年以来ピエール・ポール・プリュードン，そしてピエール
I826

0il　on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ナルシス・ゲランのアトリエに入り，ジェリコー，やがてドラクロワと
65　55cm
；if鵠三nd　dated　in　I°we「Ieft：A・Scheffer　1826　　　　　　　　　　　　同門になる。さらに1813年にはエコール・デ・ボザールに入学して

P・。v，nance・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。1812年よりサロン出品を始め，最初はダヴィッド風の作風を
Louis－Philippe　d’Orl6ans　（after1826）；Prince　Antoine　d’Orl6ans（Duc　de

㌫IPI麟。：まa；：・離11撫聯t罐，s＝鵠綴a；1謬鷺　見せていたカs’・《カレーの市民》（1819年のサ゜ン）・《嵐の中の聖

艦器霊6：s62濫霊2：ごi齪監1弩舗綴12㍑i㍑隠：　トマス》（・824年のサ・ン）・《スーリ族の女たち》（1827年のサ・ン）

1：，瓢懸濫5、齢雲謬：熟鑑6111；（；。｝1：：。te、還語：呈　惑国獺い上げとなった諸大作樋じて急速｝・・マン蟻的

dete「az°’　？’1969）；his　hei「s（1969－1995）’ 　　　　　　　　　　　　　　　作風の歴史画家としての存在を確立するようになった。
Exhibitions：

P・・i・・Sa1・・de　1827－28…943・　　　　　　　　　　　　　　　　　　またシェフェールは，1830年代までは，ドラクロワと競合するよう



な激情的な一主題の作品を描く一一方，タッセールやドゥヴェリア，コラ　　　ノの海戦（1827年）で3力国の連合艦隊がトルコ・エジプト艦隊を撃

ンなど，ロマンi三義の「プティ・メートル」たちと共通する逸話的で　　　破し，ロシアがトルコに直接宣戦布告（露1戦争）することで局面

感傷的なモティーフを扱った小品も個人コレクターのために多く描　　　は一’挙に進展し，やがてアドリアノプール条約（］929年）を経て，

いている。また，ミルトン，バイロン，スコット，あるいはゲーテな　　　　1830年，ギリシャの独立が国際的に承認された。

ど，アングロ・サクソンやゲルマン系文学に取材した1三題も多く扱　　　　展覧会歴からも明らかなように，この作品は同じようにギリシャの

っている。さらに1834年にヴェルサイユ宮の「戦争の間」の壁画の　　　独立運動に取材し，シェフェールの名を高めた大作《スーリ族の女

注文を受けたほか，多くのキリスト教聖堂など公共建築物のため　　　たち》（1827年，ルーヴル美術館）とともに，1827－28年のサロンを

の国家注文をこなし，大作をf掛ける歴史画家として国際的名　　　飾った作品の一つである。すでに1825年以来パルガの町の最期

声を得た。しかし，自由主義的プロテスタンティズムとジョゼフ・ド・　　　を扱った《岩の上のギリシャの避難民たち》（アムステルダム歴史

メーストルやド・ラムネー，モンタランベールらの1830－40年代の力　　　博物館）や，ミソロンギの攻城戦を描いた《弾薬庫に火を放つミソ

トリック革新運動の影響を受け，後期には徐々にその作風はフラン　　　ロンギ守備隊の残兵たち》（1826年，所蔵不明，ドルトレヒト美術

ドラン兄弟やシュナ労一ルなどと共通する道徳的，理想主義的な　　　館に習作あり）などの作品を発表していたシェフェールであった

ものとなっていった。ペーター・フォン・コルネリウスやオーヴァーべ　　　　が，1826年には，ギリシャ独立戦争支援のための様々な催しの一

ックなど，ローマのナザレ派やデュッセルドルフ派の画家たちとも直　　　　つとして開かれたギャルリー・ルブランにおける展覧会に，記録さ

接・間接に交遊があり，その仲介をしたリヨン派の画家カクトル・　　　れているだけでも7点の作品を出品した。上述の《弾薬庫に火を

オルセルとの親交も明らかにされている。註1）　　　　　　　　　　　放つ……》はこの折りに展覧されている。ダ功ッド，ジロデ，ジェリ

　思想的には自由主義的なラファイエット将軍のサークルに加わ　　　コー，グロらの作品とともにドラクロワがこの展覧会に5点の作品を

っていたが，一時は彫刻家のダヴイッド・ダンジェらと同様カルボナ　　　展示，名高い《ミソロンギの廃城に立つギリシャ》（ボルドー市立美

リ党員にもなった。ギリシャ独立戦争（1821－30）やポーランド蜂起　　　術館）もカタログ外作品として展覧された。註2）そして次の年の11

（1830－31）に際しては作品を通して支援の姿勢をはっきりと表明し　　　月には1827－28年のサロンが開かれ，そこに《弾薬庫に火を放つ

ている。さらに1822年からはオルレアン家のルイ・フィリップの子供　　　　……》および《スーリ族の女たち》と共にシェフェールによって出品さ

たちのための美術教師となった（とりわけ天折する長兄フェルディ　　　れたのが本購入作品である。

ナン・フィリップ〈1810－1842）〉と次女のマリー〈1813－1839＞は造形　　　　画面には岩屋の中の情景が描かれている。腕を胸の前で組

的才能をみせ，マリーは彫刻家となる）。1830年の7月革命によっ　　　み，涙を流しながら祈る乙女を中心に，数人のギリシャの女性た

てルイ・フィリップが王位についたのちは，王妃マリー・アメリーをは　　　ちが聖母の画像の安置された祠の前で双手を挙げて嘆願をして

じめとする王室の人々と極めて密接な関係を保ち，それは1848年　　　　いる。岩屋の入口からは立ちのぼる硝煙と激しい戦闘の様子が

のルイ・フィリップ失脚後も続いた。画家は終生ナポレオン3世に対　　　垣間見える。

して反対の立場を採りつづけたのである。　　　　　　　　　　　　　主題の同定は難しいが，アンリ・クロの詩『ミソロンギ』（1826年）

　本年度購入作品はアリ・シェフェールのロマン主義時代を代表　　　の一節に極めて類似しているという指摘がある。註3）

する作品のひとつで，つい最近まで所在不明のまま，版画のみに　　　　　そこで高徳の牧人の意見に素直に従い

よって知られていたものである。主題はギリシャ独立戦争であ　　　　　女性たちの一人が哀歌の準備を始める

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災いを少しでも長く忘れていたいと

　15世紀以来ギリシャは，オスマン・トルコの領土に組み込まれた　　　　　彼女は薄暗い地下墳墓の中で声をあげて歌う

が，18－19世紀には独立の機運が次第に高まっていく。1821年，　　　　　そして，全員が愛国の声を一っにして

イプシランティスの乱に始まるバルカン半島全土における蜂起は，　　　　　この哀しみの典礼歌に働実を交えたのだ註4）

ギリシャ独立戦争として，フランス，イギリスを中心とするヨーロッ　　　　この意見に従えば，画面の情景は長期に渡る包囲戦ののちに

パ諸国民の関心を広く集めた。民衆の主体性に目覚めた自由主　　　　1826年4月23日に陥落し，兵士，聖職者，一般人を問わず4000

義者たちにとっては圧政者からの開放戦争であり，ナポレオン失　　　人余りの守備隊がほぼ全滅したミソロンギの最後の戦いの一エビ

脚後の保守的なウィーン体制護持派，王党派にとってはイスラム　　　ソードである可能性は高い。さらに，この絵の描かれた年代，そし

勢力に対するキリスト教世界による聖戦という位置づけがなされた　　　　て画面に溢れる高揚した感傷的な調子や，聖母子の画像の描写

結果である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などは示唆的である。つまり，ミソロンギの陥落を境に1826－27年

　南進政策をとるロシアやイギリスに対して警戒心をもつフランス　　以降，ギリシャ独立戦争に関する政治パンフレットや詩，版画，絵

はむしろトルコ寄りであったように，列強の足並みは当初から揃っ　　　画が格段に増えた事実，そしてまさにこの頃より犠牲者たちが，キ

ていたわけではなかったが，スーリ（1803年），パルガ（18’19年），　　　リスト教の護教のための殉教者として扱われ始めたことを考慮す

キオス島（1822年），ミソロンギ（1822－26年）と続く悲惨なギリシャ　　　ると，この作品の主題がミソロンギの陥落に関わっていると考える

側の犠牲に対してヨーロッパの世論は硬化した。やがてナヴァリ　　　のはごく自然であろう。ラフェやプラテルの版画やオドヴァールの
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絵画をはじめ，この時期に描かれた多くの「ミソロンギi三題」の作

品には本作品と共通する護教’殉教のイメージが色濃く現われて　Ary、S，h。ff。，w。、　b。m　i。，。　an、，ti、ti，　f、mily，h，n　li。i。g　i。　H。11and．

いるのである。・；1：5）いずれにせよ，当時のフランスをはじめとする　　　His　father　Johann－Bernhardt　Scheffer　was　a　German　portraitist　and

ヨー・・パ榊）ギリシャ独、臓争に対す馴三の頂点の1時期に　蕊盟㍑。：：1i8㌫：1鵠「ll＝聯：：aZ，蒜ic

このシェフェールの作品が描かれたことは指摘されるべきであろう。　　　Amsterdam．　He　then　went　to　France　in　1809．　Holland　had　been

－・
ノ∫，構図を見れば，対鰍をJi］いたドラマテ・・クな㈱・　1二㌫1認＝＝ll；＝ll；1㍑蒜：11，ご蒜

マン‘1義画家独特のものといえる。明暗の対比を見せる，岩窟と　　　of　Pierre－Paul　Prud’on　and　then　that　of　Pierre－Narcisse　Gu6rin，

いうピトレスクなモチーフ自身ももまたグラネやコント・ド・フ・ルバン　㍑e跳灘；1＝1＝霊1＝：nl，麗蒜i；

などの作品に頻繁に見られる。前景に暗い部分を置き，遠くに明　　　works・in・the・Salon　in　1812．　While　his　first　Salon　entry　was　a　land一

るい空を見通すことで，主人公たちの運命Vよこのうえなく強調され　跳蒜817㌶a㌫h；蒜顎蹴畿二鷲＝

るのである。ここでその悲壮な主題とは裏腹に，シェフェールはド　　　dans　la　bonte’　divine　pendent　la　femρε’θ（1824　Salon）and　Les

ラク・ワ風の馳系の轍色彩を使い，画面全体を宝石箱の　聯濃忽’認蒜ご撒隠聯：d忠謬

ような美しさに仕上げている。　　　　　　　　　　　　　　　　　a　history　painter　in　the　Romantic　style。

本作品はシェフェールによって描力・れるとすぐ｝・，そのバト・ンで　hi、1㍑黙撫罐蒜霊認ぽll：il＝：ぽ

あったオルレアン公ルイ・フィリップによって購入された。1827－28　　　he　also　created　a　large　number　of　small－scale　works　for　private

年のサ・ン・カタ・グ・．943にMg・．d．d・・．と付記されていることでそ　瓢業；、『蒜：：罐器惣蒜：畿£：認，：＝こ

のことは確かめられる。事実，本作品のカンヴァス裏面には，LP．　　　聡ssert，　Dev6ria　and　Collin．　He　also　created　a　considerable　number

・．（L・uis－PhilipP・d…16an・）のイニシャルと王冠のマークカ・モ　＝ss：忠蒜＝ご£：霊n＝a鵠㍑蒜：

ノグラムとして2カ所に記されている。その後この作品は，ルイ・　　　internationally　famous　as　a　history　painter　who　created　large－scale

フィリ・プの末子でスペイン・モンパンシエ公爵家の祖となったア　蕊器n，ご：nC、；°＝；：・蕊1犠1；慧當11：

ントワーヌ（1824－1890）によって，父親の財産競売の際に購入さ　　　Versailles　or　in　other　major　Public　architecture　such　as　churches

れ，スペインに渡ったといわれる．　　（高橋明也）　＝＝s；忠認蒜，蒜蒜農霊d，1：；；§；lb霊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1840s，　led　by　such　men　as　Joseph　de　Maistre，　de　Lamennais　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Montalembert．　His　later　works　began　to　exhibit　the　moralistic

註　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　idealist　styles　of　the　Flandrin　brothers　and　Chenavard・Scheffer

1）L。。Ew。1、，・・L。、arrie，e　d・A，y　S、h。ff，，，　se、　env。i，　aux　S。1。n，　h・d　di・ect　and　i・di・e・t・・nt・・t　with　Pi・t・・van　C・m・li…！「ied「ich

　　　parisiens，・in　cat．expo．　AηScheffer　1795－1858，　Paris，　Institut　　　　Overbeck・　members　of　the　Roman　Nazare　group　and　the　Dusseldorf

　　　N6erlandais，1980，　PP．20－23。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　schoo1，and　there　was　also　clearly　a　strong　connection　between　him

2）S。ci6te・f，a。，9。ise、philanth，。pique　en　faveu，　des　G，ecs主催の展覧　　・nd・Vi・t・・0・sel・・th・Ly・n　S・h・・1　P・i・t・・h・m・t　i・th・・e　ci・cl…1）

　　　会。シェフェールの作品を含めて出品作は必ずしもギリシャ・主題ばかりでは　　　　　While　he　joined　the　circle　of　the　liberal－democratic　General

　　　ない。ちなみにドラクロワがこの展覧会に出品した5点のうち3点がギリシャ　　　　Lafayette，　he　also　briefly　became　a　member　of　the　Carbonari　party，

　　　主題である・「ギリシャ・サロン」と呼ばれたこの展覧会については・Val6r・　　　　as　did　the　sculptor　David　d’Angers　and　others．　His　supPort　for

　　　ie　Bajou・‘‘Les　expositions　de　la　galerie　Lebrun　en　1826・”．　in　cat・　　　　　　political　causes　can　be　clearly　seen　in　his　paintings　created　upon

；㌧㌶＝°㌶｛；罐忽㌶隠三li竺ξ㌶i濃㌶墨認＝

4）Hen，i　C，。、，．Miss。1。。9ぬ畑吻繊∂〃．1，　W。mt，・d，・Ch。t、au－　・「ti・ti・t・1・nt・an戸Mr・1・became　a・culpt・r・　Th・J・ly　R・v°1”ti°n

　　　briand，　Paris，1826，　PP．10－11。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　l830　put　Louis－PhilipPe　on　the　French　throne・and　Scheffer

5）Nina　A，h。nass。gl。u－K。11m，。，，。P．、it．，PP．66－1・2．ここで瀦はドラク　m・i・t・ined・n・xt・em・ly・1・・e・el・ti・n・hip　with　Q・・9・Ma「ie一

　　　ロワの《ミソロンギの廃嘘に立つギリシャ》も古典古代とキリスト教両者のイメ　　　　Am61ie　and　the　other　members　of　court・　a　relationship　which　lasted

　　　一ジの統合とみなしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　beyond　Louis－PhilipPe’s　deposition　in　l848．　Throughout　his　life，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Scheffer　was　opposed　to　Napo160n　III．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　NMWA　work　is　one　of　the　representative　works　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Scheffer’s　Romantic　period．　The　whereabouts　of　the　painting　were

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　unknown　until　very　recently．　Prior　to　its　re－emergence，　the　painting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　known　only　through　a　print　by　Marin　Lavigne．　The　subject　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　work　is　the　Greek　War　of　Independence．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Since　the　15th　century　Greece　had　been　organized　as　a　territory

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　Ottoman　TUrk　Empire，　and　a　growing　independence　move－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ment　developed　during　the　18th　and　19th　century．　In　l821，　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entire　Balkan　Peninsula　was　caught　up　in　a　disturbance　begun　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Ypsilanti’s　Riot，　and　European　nations，　focused　on　France　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Britain，　became　greatly　interested　in　what　was　dubbed　the　Greek

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　War　of　Independence．　The　democratic　members　of　Western　society

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　who　had　been　awakened　to　the　power　of　the　citizenry　saw　the　war

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as　one　seeking　independence　from　an　oppressor　state．　Further，
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the　Royalists　and　the　conservative，　post－Napol60n　era　Viennese　　　　　　On　the　other　hand，　an　examination　of　the　composition　of　this

Congress　members　also　construed　the　war　as　a　holy　war，　in　which　　　　painting　Scheffer’s　dramatic　use　of　diagonals　indicates　thaいs　a

the　Christian　world　fought　against　Islamic　dominance．　　　　　　　　　　distinctly　Romantic　style　work．　The　picturesque　motif　of　a　cave，　one

　　　France，　wary　of　Russian　and　British　policies　of　southerly　expan－　　　　redolent　in　contrasting　Ught　and　shadow，　frequently　appears　in

sion，　seems　to　have　started　out　on　the　side　of　the　TUrks，　and　was　　　　Scheffeピs　works，　and　those　of　Granet，　Le　comte　Auguste　de　Forbin

not　at　first　in　favor　of　a　powerful　alliance．　However，　atrocities　　　　and　others．　The　dark　space　in　the　foreground　emphasizes　the　fate

and　the　continuing　victimization　of　the　Greeks，　as　seen　in　the　　　　awaiting　the　heroines　of　the　work．　ln　contrast　to　the　somber　subject

TUrkish　atrocities　of　Souli（1803），　Parga（1819），　Chios（1822）and　　　　matter，　Scheffer　here　uses　a　bright，　warm　palette　in　the　Delacroix

Missolonghi（1822－26）united　European　opinion　against　the　TUrks．　　　　style，　giving　a　iewel　box－1ike　beauty　to　the　entire　composition．

Finally　in　l827athree－nation　fleet　crushed　the　Turko－Egyptian　fleet　　　　　Immediately　after　Scheffer　painted　this　work，　it　was　purchased

at　the　sea　battle　of　Navarino，　and　Russia　made　a　unilateral　decla－　　　　by　his　patron　Louis－PhilipPe，　Duc　d’Orl6ans．　This　is　confirmed　by

ration　of　war　on　TUrkey（Russo－TUrkish　War），　which　increased　the　　　　the　l827－28　Salon　catalogue　which　notes“Mgr．　d．　d’Or16ans”next

violence　of　the　war．　The　Peace　of　Adrianople　of　1829　then　led　to　the　　　　to　exhibit　number　943．　The　two　monograms，　composed　of　initials

international　recognition　of　Greek　independence　at　the　London　　　　“LPO”and　a　crown　mark，　also　appear　on　the　back　of　the　painting’s

Conference　of　1830．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　canvas．　Antoine　d’Orl6ans（1824－90）was　Louis－Phihppe’s　youngest

　　　As　can　be　seen　by　its　exhibition　history，　this　work　was　included　　　　child　and　became　the　head　of　the　Spanish　Duc　de　Montpensier

in　the　Salon　during　l827－28，　along　with　the　large－scale　work　Les　　　　family，　and　he　finally　bought　this　painting　from　the　auction　of　his

捉～mmes　soα〃o’e∫（1827，　Mus6e　du　Louvre）which　won　Scheffer’s　　　　father’s　holdings　and　added　it　to　his　owh　collection　in　Spain．

great　acclaim．　In　l825　and　later　years　Scheffer　displayed　Greeた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　lhkahashi）

飯〃es　oηα1～oc々LooたOoeγTheir　Lo∫’Fa〃ierland（Historical

Museum，　Amsterdam）on　the　sublect　of　the　town　of　Parga’s　final　　　Notes

竃鶯竃羅d罐撚講鱗1）㌶＝瓢霊くr＝・蹴：
Missolonghi　and　other　similar　works．　ln　l826　he　exhibited　at　least　　　　2）An　exhibition　sponsored　by　the　Soci6t6　Frangaise　philanthropique　en

seven　recorded　works　in　an　exhibition　held　at　the　Gallerie　Lebrun，　　　　　　faveur　des　Grecs・The　exhibited　works，　including　those　by　Scheffer，　did

De［acroix，　five　works　in　the　display．　His　famous　LαGrbce　sur　les　　　　　exh・cat　LαG佗cεεη垣oo〃e，　Delacroix　etノεsρe’η舵s如ηCαδ1815－1848，

㍑＝°1＝嚇；謡a蹴麟）㌶・麟灘鰯i鰭灘耀藷露蕊，ya・…－
November　and　the　NMWA　work　was　one　of　three　exhlblted　by　　　　4）Henri　Cros，ル∬∬o／oη9力∫：Po～1ηe　d6dMδルf’e　Womfe　de（）hateaロbγiαηd，

Scheffer，　along　withムes　De’bris＿and　Les　femme∬o〃〃oτe∫．　　　　　　　　　Paris，1826，PP．10－l　l，cited　by　Nina　Athanassoglou－Kallmyer，　oρ．　df．，　P．104．

y。u：＝＝蹴：；ごラ＝：lhビ）麗i灘撒竃燃賢；＝罐
prays，　the　scene　shows　a　group　of　Greek　women　ralslng　thelr　hands

in　prayer　before　an　image　of　the　Madonna　enshrined　in　a　small

shrine．　A　fierce　battle　scene　and　a　glimpse　of　rising　smoke　appear

through　the　opening　of　the　cave．

　　　The　exact　scene　depicted　is　not　easily　identified，　but　we　can

suggest　an　extremely　close　resemblance　between　this　scene　and

that　described　in　the　poem“Missolonghi”（1826）by　Henri　Cros．3）

　　　‘‘La，　docile　aus　avis　du　vertueux　pasteur，

　　　L’une　d’elles　prelude　aux　hymnes　de　douleurs；

　　　Alors　pour　prolonger　cet　oubli　de　leurs　maux，

　　　Elles　chantent　en　choeur　sous　ces　sombres　cavaux；

　　　Et　toutes，　unissant　leus　voix　patriotique，

　　　Ont　m6161eurs　sanglots　a　ce　triste　cantique．”4）

　　　It　is　highly　likely　that　this　cave　scene　in　the　NMWA　painting

represents　an　episode　from　the　final　battle　at　Missolonghi　on　April

23，1826，after　the　long　siege．　More　than　4，000　defenders－soldiers，

priests，　and　ordinary　citizens－were　killed　during　this　final　battle．

The　date　of　this　work，　the　extremely　emotional，　and　lofty　tenor　that

floods　the　scene，　and　the　depiction　of　the　Madonna　and　Chnd

painting　are　also　all　suggestive　of　this　final　battle．　After　the　1826－27

period　and　the　fall　of　Missolonghi，　there　was　a　marked　increase　in

the　number　of　political　pamphlets，　poems，　prints　and　paintings

created　on　the　sublect　of　the　Greek　War　of　Independence，　and　this

period　also　marked　the　beginning　onhe　idea　that　the　Greek　victims

of　the　war　were　Christian　martyrs．　Thus　it　is　extremely　natural

for　us　to　consider　this　painting　to　be　on　the　sublect　of　the　fall　of

Missolonghi．　As　in　the　NMWA　work，　all　of　the　prints　of　Raflet，

Plattel，　and　Odevaere’s　paintings，　and　all　of　the　many　other　works

created　during　this　period　on　the　sublect　of　Missolonghi　share　a

common　passionate　focus　on　martyrdom　and　the　defense　of　the

Christian　fate．5）In　any　event，　it　is　noteworthy　that　Scheffer’s　work

was　created　during　this　peak　period　of　fervent　European，　and

particularly　French，　interest，　in　the　Greek　War　of　Independence．
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展覧会
Exhibitions

イタリアの光一一クロード・ロランと理想風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Claudc　L。rrain　and　the　ldSallandscape
Claude　Lorrain　and　the　Ideal　Landscape　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国イタリアの光㎜クロード’ロフンと理想風景

会期：1998年9月15日一12月6日

主催：国立西洋美術館／朝日新聞社

入場者数：186，974人

Duration：15　September－6　December，1998
0rganizers：The　National　Museum　of　Western　Art，Tokyo／The　Asahi　Shimbun

Number　of　Visitors：186，974

9St｜‘川［5n‘・・W－　IL）jfi日　｜　　　　　　　国・Ztilj洋美術館［：］

企画展示室の開館記念展として行なわれた「イタリアの光一クロ　　　アート・インスティチュートなどから1660年代，70年代の作品を借り

一
ド・ロランと理想風景」は，西洋の風景画において最も重要な位　　　ることができたので，展覧会を訪れた人々は，主にイタリアの貴族

置を占めるクロード・ロランに焦点をあて，その初期から晩年にい　　　のためにクロードによって制作された，晩年の堂々たる古典的神

たる油彩画44点と版画・素描45点を中心に，クロードに先行する　　　話風景の魅力を堪能することができたと思われる。また，ポルカ

形でローマで風景画を試みた画家たちと，クロードと同時代の画　　　ム・ホールズからシカゴの対作品である《ペルセウスと珊瑚礁》が

家から19世紀のコローにいたる「クロード的系譜」に属す画家たち　　　出品されたことも意義深いことであったと思う。

の作品約30点を加えて構成された。準備段階で，企画展示室の　　　　　クロードの北方画家的資質はこの展覧会を企画した筆者の最も

建設が決まったため開催が延期され，また，チューリヒのクンスト　　　関心のあった部分でもあり，1620年代末期から30年代の初期作

ハウスからこの展覧会の巡回の希望が出されたり（この希望は数　　　品が多く展示され，いまだ不明の部分が少なくないクロード初期

カ月後には撤回され，本展がスイスで開催されることはなかっ　　　の芸術形成の解明に多少の貢献をしたのではないかと自負する

た），さらには，展覧会の直前には，貸出が決まっていたテイト・ギ　　　ものである。また，メトロポリタン美術館から《ラ・クレシェンツァの

ヤラリーのターナーがキャンセルされたりと，さまざまな出来事に遭　　　眺め》という写生的小品が出品されたことは，クロードがもっていた

遇したが，最終的にはほぼ当初の予定通りの構成をもった展覧会　　　自然主義的な絵画制作法を認識してもらうために重要なことであ

を実現することができた。本展の実現に御尽力いただいたジュネ　　　ったと思われる。

一
ヴ大学のレートリスベルガー氏に心よりの感謝を捧げたいと　　　　やや残念であったのは，ふたつ目の目標であった。クロード的

思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理想風景の流れを示すには，あまりに少数の作品しか展示できな

　本展を企画するにあたってはふたつのことが念頭にあった。ひ　　　かったからである。筆者としては，オランダのイタリア的風景画や

とつには，ロレーヌ地方出身であるクロード・ロランがもっていた　　　イギリスの風景画をもう少し充実させたかったのであるが，しかし，

「北方画家」的資質と，その生涯のほとんどをローマで送ったとい　　　個々の作品にどこまでクロードの影響を指摘できるかは微妙な問

う「ローマの画家」としての特質というふたつの基軸が明瞭な形で　　　題でもあり，また，あまりにも，展示内容が拡散していくことにたい

理解されるような構成にすることであり，また，ふたつ目は，クロー　　　するおそれもあった。アセレインの優れた風景画やルーヴルから

ド的理想風景がその後のヨーロッパの風景画に強い痕跡を残した　　　パテルの最良の作品のひとつが出品されたことで満足すべきなの

ことが具体的にわかるような展示にしたいということであった。最　　かもしれない。

初の目標は，ほぼ達成されたように思う。クロード晩年の作品は　　　　最後に，この展覧会のカタログに優れたエッセイを寄せてくださ

容易には借りることができず，相当数の美術館から断りの返事をも　　　ったナショナル・ギャラリーのハンフリー・ワイン氏による本展の展覧

らったが，ロンドンのナショナル・ギャラリー，マンチェスター市立美　　　会評がバーリングトン・マガジンに掲載されたことを報告しておきた

術館，プーシキン美術館，エルミタージュ美術館，また，シカゴの　　　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幸福輝）
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囁・ 　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　』w……囁囁・≡　 こ．F1㌧　　　　一

［力タログ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　its　first　goal．　While　it　was　not　easy　to　borrow　works　from　Claude・s

執筆・編集：幸福輝／小針由紀隆（静岡県立美術館主任学芸員・国立　　　　late　years，　and　there　were　a　considerable　number　of　loan　refusals

西洋美術館客員研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　museums，　we　were，　in　the　end，　able　to　borrow　works　of　the

クロード・ロランの魅惑の世界／高階秀爾　　　　　　　　　　　　　　　1660s　and　1670s　from　the　National　Gallery，　London，　the　Manchester

クロード・ロランー序文／マルセル・レートリスベルガー　　　　　　　　　　City　Art　Museum，　the　Pushkin　Museum，　the　Hermitage　and　the

クロードの風景画における雰囲気と意味の隠喩／ハンフリー・ワイン　　　　　　Chicago　Art　Institute．　These　works　allowed　visitors　to　the　exhibition

クロード・ロランとブエン・レテイーロ宮／フアン・Jルナ　　　　　　　　　　　　an　opPortunity　to　fully　apPreciate　the　fascination　of　Claude’s　mag一

クロード・ロランの初期作品と北方的風景表現の伝統／幸福輝　　　　　　　nificent　late　works，　his　classical　mythological　landscapes　created

クロード・ロランとオイル・スケッチ／小針由紀隆　　　　　　　　　　　　　　　　primarily　for　the　ltalian　aristocracy．　Our　understanding　of　this　artist

制作：コギト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　also　greatly　assisted　by　the　fact　that　the　Holkam　Halls　kindly

※カタログは日本語のみ。エッセイは和英（一部スペイン語）で掲載。　　　　　　　　　　　lent　Coast　Vieω　with　Perseus　and　the　origin　of　Co　rat，　which　is　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pair　to　the　work　in　Chicago．

作品輸送・展示：ヤマト運輸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Claude’s　aspect　as　a　northern　painter　is　that　which　most　fas一

会場設営：東京スタデオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cinates　the　author　and　planner　of　this　exhibition，　and　thus　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibition　included　a　large　number　of　his　early　works　from　the　end

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　1620s　to　the　early　1630s．　It　is　my　humble　hope　that　this　dis－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　play　contributed　in　some　manner　to　the　clarification　of　the　as　yet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　unclear　elements　of　Claude’s　early　artistic　formation．　Further，　the

The“C）aude　Lorrain　and　the　ldea1　Landscape”exhibition　was　held　　　　inclusion　of　the　Metropolitan’s　small，　realistic　work　Vieωof　La

to　commemorate　the　opening　of　the　museum’s　new　Special　Exhibi－　　　　Crescenza，　provided　an　important　confirmation　of　Claude’s　ability

tion　Wing．　This　exhibition　focusing　on　Europe’s　most　important　　　at　naturalist　painting　techniques．

landscape　painter　included　440il　paintings　and　45　prints　and　　　　　　The　exhibition　was，　unfortunately，　somewhat　less　successful　in

drawings　which　range　in　date　from　the　artist’s　earliest　to　final　　　　terms　of　its　second　goal．　This　failing　was　due　to　the　fact　that　only　a

periods．　In　addition，　approximately　30　works　were　included　to　　　　small　number　of　paintings　could　be　used　to　show　the　progression　of

show　the　painters　who　experimented　with　landscape　painting　in　　　Claude’s　ideal　landscape　forms　in　the　works　of　other　artists．　While

Rome　prior　to　Claude’s　work，　examples　by　Claude’s　contempora－　　　　the　author　would　have　preferred　a　more　substantial　showing　of

ries，　and　those　in　the“Claude　lineage”as　late　as　the　19th　century　　　　　Dutch　Italianate　landscape　paintings　and　British　landscape　paint－

painter　Corot．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ing，　there　were　many　subtle　issues　about　the　degree　to　which　one

　　The　museum’s　decision　to　build　a　new　Special　ExhibitionS　Wing　　　can　indicate　Claude’s　influence　on　these　works．　There　was　the

was　made　during　the　planning　of　the　Claude　exhibition　and　this　　　　further　concern　that　their　inclusion　might　overly　dilute　the　exhibi－

meant　a　postponement　of　its　openlng．　In　addition，　the　Zurich　　　　tion’s　focused　content．　However，　the　superb　Asselijn　landscape　and

Kunsthaus　expressed　interest　in　being　an　additional　venue　for　the　　　　the　Louvre’s　best　work　by　Pate1，　in　the　end，　satisfied　this　area

exhibition（after　several　months　this　interest　was　retracted，　and　in　　　　of　interest．

the　end　this　exhibition　did　not　travel　to　Switzerland．）Then，　just　　　　　Finally，1　would　like　to　announce　that　Dr．　Humphrey　Wine　of

before　the　exhibition　opened，　the「【ヨte　canceled　its　loan　of　a　work　　　　the　National　Gallery，　author　of　one　of　the　exhibition　catalogue

by　Tumer，　and　thus　we　can　see　how　the　entire　exhibition　planning　　　　essays，　has　published　a　review　of　the　exhibition　in　the　Bur∬ngton

process　was　fraught　with　change．　Finally，　the　exhibition　was　open－　　　　Magazine．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

ed　in　what　was　essentially　its　originally　proposed　form．　The　mu一

竃・縣㌶ごi＝R＜罐＝三1；＝＝㎞d・輪
　　This　exhibition　was　planned　around　two　concepts．　One，　the　　　　Claude　Lorrain　and　the　Enchanted　Landscape／Shuji　Takashina

exhibition　should　be　constructed　in　such　a　manner　as　to　allow　a　　　　Claude　Lorrain－An　lntroduction／Marcel　Roethlisberger

l＝＝。1＝隠：霊謬認；＝i罐竃llご。二蕊：。ご1蕊三。ごs／
Lorrain　district　in　France，　while，　at　the　same　tlme，　he　was　a“Roman　　　　Early　Claude　and　his　Northern　Connections／Akira　Kofuku

painter”who　spent　the　majority　of　his　career　in　Rome．　The　second　　　　Claude・Lorrain　and・the・Oil・Sketch／Yukitaka・Kohari

goal　of　the　exhibition　was　to　provide　a　concrete　demonstration　of　　　　p「oduced　by　Cogito　lnc・

h・wC1・ud・’・ideal　l・nd・cap・f・・m　l・ft・・t・・ng　imp・essi・n・n　l・t・・　T・an・p・・t・ti・n・and・i。、・。11。ti。n，Y。m。t。・T，an，p。，，

European　landscape　paintings．　The　exhibition　essentially　fulfilled　　　　　　Display：T（）kyo　Studio
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註∴一燃鷺烈㍑lly。，ti、t。　tfini。。　　　　　　⊇⊇無岱ご

会期二1999年1月12H－3月711
i三催：国立西洋美術館／読売新聞社

人場者数：56，275人

1）uration：12　January　一一　7　March，1999

Organizers：The　Natlonal　Museum　of　Weg．　tern　Art，　Tokyo／The　Yomiurl　Shimbun　　　　　　　　　．　　＿．

Number　of　Visitors：56，275
　　　　　”N

；灘鵡’ヲ

本展の企画の意図は明快である。フランシスコ・ゴヤ（1746－1828）　　　『妄』については試刷りを借用することができなかった。本展の最

の生涯にわたる版画を，それと関連をもつほかの版画と並べて展　　　後は，ゴヤのリトグラフを多数展示することによって締めくくる予定

示することによって，両夜の共通点と相違点を明らかにする。そう　　　であったが，出品作品の数が期待を大きく下回った。ゴヤの恐る

することによって，ゴヤが何からヒントを得て，そこからいかにして　　　べき想像力を示す《巨像》を展示できなかったことも悔やまれる。

独自の世界を生み出したか，その偉大なる想像力の秘密を解く　　　　このような不備な点はあったが，本展は19世紀以来のロマン主

ための手がかりを示すことである。　　　　　　　　　　　　　　義的なゴヤ解釈に代わって，自己を取りまく世界に対して常に敏

　出品作品は版画のみ296点（大英博物館所蔵『セアン・ベルム　　　　感に反応し，それを原動力に旺盛な制作活動を展開したとする

一
デス・アルバム』は1点と数える。cat．no．248は都合により出品さ　　　新しいゴヤ像を提示することができたという点で，画期的な展覧

れなかった）。そのうちゴヤの作品が4割強，あとは主としてゴヤと　　　会であった。また，本展が実現できたのは，ゴヤの時代のスペイ

同時代のスペイン版画，そして，カロ，ホガース，ピラネージ，G．　　　ン版画の調査研究が近年著しく進展したこと，並びに国立西洋美

D．ティエポロなど，先行する時代の他のヨーロッパ諸国の版画が　　　術館の版画コレクションの充実に追うところが大きい。なお，1999

占める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年1月12日には国立西洋美術館において記念シンポジウムも開催

　この展覧会でもっとも苦心したのは全体の構成である。ゴヤの　　　された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雪山行二）

版画の“時代性”と“独創性”を示すために，巨視的には時代順と

しながら・主題馴モティろ繊用途などの視点からゴ 　㌶羅、雪山行二／木下亮（昭和女子大学助搬国立西洋美術

ヤの版画を他の版画と比較できるよう，次のように章を分けた。　　　館客員研究員）

第1章「公的な版画一イメージの流布」・第2章「サブカルチャーと 　饗蕊煕麟議倉欝序文／雪山行二

しての版画一社会を映す鏡」，第3章「闘牛の楽しみ」，第4章　　　ゴヤの版画作品にみる民衆性／バレリアノ・ボサール

「戦争の悲惨」，第5章「新しい版画への挑戦」。これは，ゴヤが　　　18世紀スペインにおける版画／フアン’カレーテ゜1）”ロ三ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　『カプリチョス』制作の背景と創作版画家ゴヤ／木下亮
民衆版画や時事的版画から大きなヒントを得て・言い換えれば　　　ゴヤと戦争／ヘスーサ・べ一ガ

“ハイアードと“ローアードのあいだを自由に行き来することによっ　　　ゴヤの版画集『妄』に見られる秩序の転覆とカーニヴァルの精神／ナイ

て，独自の想像力を発揮したことを示そうとしたのである．　　翼1㍑㌫涜一サ．＿ガ

　このような意味で企画者の意図がもっとも的確に実現されたの　　　制作：印象社

は洞じベラスケス作品の模写でありなカShら・ゴヤの“解釈”と他　作禰送．展示，日本通運

の版画家たちによる“複製”の相違を明確に示したセクション，版　　会場設営：東京スタデオ

画集『カプリチョス』と当時の風俗版画との関係，さらに，版画集

『戦争の惨禍』とカロ，ロメイン・デ・ホーゲなど先行する時代の戦

争版画，ならびに当時大量に流布していた時事的版画との関係　　　　Th‘e　plan　for　this　exhibition　was　quite　clear．　lt　was　hoped　that　the

を明らかにしたセクションである。版画集『戦争の惨禍』と『妄』は，　　　simila「ities　and　diffe「ences　betw？en　Goya．　a．nd　othe「s　would　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　clearly　revealed　through　the　exhib【tion　of　prints　created　throughout
生前の試刷りセットと残後30余年を経て出版された初版のあいだ　　　　Goya・s　life（1746－1828）together　with　other，　related　prints．　There

。・，おもに明暗の上で大きな相違がみられる・r戦争の馴につ 　蒜蒜ll蕊温＝蒜，㍑㌶蓋㍑霊。；
いては大英博物館所蔵の試刷りセット『セアン・ベルムーデス・ア　　　and　provide　us　with　tools　for　an　understanding　of　the　secrets　of　his

ルバム』と国立西洋美術館所蔵の諸般をならべて展示したが，　　　immensely　imaginative　Powe「s・



㌣：

慰隠羅一　　態瀕熱　　　　：　嚢．難　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　，、　、
　　　葺’〆　　　　　　．　　　灘　；．1ie灘滋灘．、、漁該．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　u　　　　　　　　　　　　　　　　㎡冨

一・
タ蘂滋撚　　．　　　　f　蕪　　　　；「該　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．→　’、　　　　　　　　　　　　　　　呂

灘羅灘灘難麟麹灘1疎　　　灘・嚢鰯　馨難i羅難騨li　・，

講灘難騨灘鷲饗鍵購隷…購轟1藩：羅1錨…　｝

　　　　　工　一ぷ一’”一＝．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呑怠・繋諺　　　』妄ノ

　　　．．　，気　、／　　　　撚藷　　　　　　懸藻慈

1灘麹繍醤縫；溜1■

　　　There　were　296　prints　exhibited（counting　the　British　Museum’s　　　　frightening　imagination　could　not　be　included　in　the　exhibition．

α（fn　Berηu’dez　Album　as　one　work，　and　given　that　circumstances　　　　　　In　spite　of　these　disappointments，　the　exhibition　was　epoch－

prevented　the　display　of　catalogue　number　248）．　Of　these，　more　　　　making，　transforming　the　l9th　century　Romantic　interpretation

than　40　percent　were　by　Goya，　and　the　rest　were　mostly　Spanish　　　　of　Goya．　The　exhibition　made　possible　a　new　understanding　of

prints　from　Goya’s　period，　or　prints　by　his　predecessors　from　vari－　　　　Goya　as　an　artist　who　reacted　sensitively　to　the　events　in　the　world

ous　European　countries，　such　as　those　by　Callot，　Hogarth，　Piranesi，　　　　around　him，　and　to　an　understanding　that　it　was　this　potent　motive

G．D．　Tiepolo　and　others．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　force　which　led　to　his　prolific　artistic　career　The　exhibition　also

　　　The　most　difficult　aspect　of　this　exhibition　was　its　overall　organ－　　　　fully　conveyed　the　remarkable　recent　advances　in　Goya　scholarship

ization．　In　order　to　reveal　both　the“contemporaneousness”and　　　　and　the　growing　maturity　of　the　NMWA　print　collection．　A　sym－

the“uniqueness”of　Goya’s　works，　there　was　a　need　for　an　overall　　　　posium　commemorating　the　exhibition　was　held　on　January　12，

chronological　arrangement，　along　with　sectional　groupings　which　　　　l999，　at　the　NMWA．　　　　　　　　　　　　　　（Koli　YUkiyama）

would　allow　comparison　between　Goya’prints　and　those　by　other

artists　in　terms　of　subject，　composition，　motifs，　methods　and　use．　　　　［Catalogue］

These　sections　were　1）Official　prints－Diffusion　of　Images，2）　　　　Written　and　edited　by　Koji　YUkiyama／Ryo　Kinoshita（Associate　Professor　of

麟＝留きh跳聯i蒜㌣h＝聯灘罐竃灘綴鷲：tt71，，。d、、，、。n，㎞1、
convey　Goya’s　unique　imagination，　and　show　his　ability　to　move　　　　YUkiyama

between“high”and“low”art　forms．　He　was　clearly　inspired　by　folk　　　　Lo　popular　en　la　obra　grabada　de　Goya／Valeriano　Bozal

prints　and　contempora　incidents．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　estampa　en　Espaha　en　Cl　siglo　XVIII／Jnan　Carrete　Parrondo

Th…g・nize・’・　f・11・…eali・a・i・n・f・h・・e　exhibi・i・n　g・・1・　蒜i㌶t：蒜、呈留uct1°n°fL°sCap「lch°s：G°yaasC「eat°「°f°hginal

came　in“Prints　after　Velasquez”of　the　first　section，　with　its　clear　　　　Goya　y　la　Guerra／Jesusa　Vega

expression　of　the　difference　between　Goya’s“interpretative”prints　　　　Subversion　and　the　Carnival　Spirit　in　Goya’s　Disparates／Nigel　Glendinning

of　Velasquez　paintings，　and　other　arUst’s“reproduction　prints　of　　　　　Goya　y　el　Arte　de　la　Litograffa／Jesusa　Vega

the　same　painting・10thr「successf・1・ecti・n・；・・1・d・匝・・rwhi・h　T，an、p。，・。・i。n　and　i。，，。11。，i。n、MpP。n　E。p，e、、，　L，d．

presented　the　relatlonshlp　between　theα1ρηc力os　prmt　serles　and　　　　Display：T（）kyo　Studio

the　genre　prints　of　the　day，　the∠）isasters　of　War　print　series　and

earlier　war　prints　by　Callot，　Romeyn　de　Hooghe，　and　contemporary

incident　prints　which　were　distributed　in　great　number　during　this　　　　　　　　　　ミ：　　　　　　　　　　　　　　　　；・
period．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．。　　　　　七　　，謹　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　i；l

　　　Agap　of　more　than　thirty　years　existed　between　the　test　print－　　　　　・零渓　　き、≡　　　　　　　　　　　　　　　　∵・

ings　of　the　print　series　Disasters　o∫War　and　Fo〃ies　made　during　　　　　　　∵　　”　　　　　　　　　　　　　　　　・．『1

G・y…lif・time　and　th・i・fi・、l　p。bli、h，d　fi，st。diti。n　aft，，　hi，　death．　　　　肖＿　　　　　　　∬

The　Iargest　disparity　between　these　two　different　versions　of　the　　　　　　　　　i　　　…

鷲：竃竃竃籔欝羅i鶯竃曇灘鷲　　li図匠覧璽”……乱

竃i竃籔1露型灘竃麸鷲竃議毒…　二　　」鰯。醗寝、■

蒜蒜，麟鵠蒜i；器罐＝＝㍑　　躍・．・’“い．輝・．　曝
appointment　that　the　Co∫o∬αs　with　the　expression　of　Goya’s　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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小企V珂展（Study　Exhibiti（m）

アサヒビール・コレクションの名品　201H：紀初頭の人物画一一

Three　Paintings　from　the　Collection　of　the　Asahi　Brcwerics，　Ltd．

会期：1998年9月1511－1999年3月7日

ilf崔1国立西洋美iボi館

1）uratiol1：15　September，1998－7March，1999

0rganizer：The　Nati（mal　Museum　of　Western　Art，　Tokyo

現在日本には個人あるいは企業が所有する多くの西洋美術の名　　　　展示の補強としては重要な作品であった。また彼の親友スーチ

品がある。しかし美術館に寄託されているものを除けば，それら　　　ンの人物画《狂女》（当館所蔵）と対照できたのも幸いであった。

の作品が人々の目に触れることは残念ながらまれとなっている。　　　展示スペースやアサヒビール側の都合上，借用作品はわずか3点

そのような「隠れた」西洋美術のコレクションを積極的に活用し，西　　　となったが，6カ月という長期間にわたり展示でき，多くの人々に鑑

洋美術への理解を深める機会を増すことを目的として，この小企　　　賞の機会を提供できた。企業宣伝のようなものであるとの批判も

画展は企画された。アサヒビール株式会社のご厚意により，その　　　出るかと心配はあったが，幸いにも本展は非常に好意的に受け入

コレクションから3点を借用し展示することができたが，このような　　　れられた。日本の企業が優れたコレクションをもっことに驚きの声

試みは西洋美術館としては初めてのものであった。　　　　　　　　　もあり，今後もまたこのようなコレクションの展示に基づく企画を行

　企画段階においては，どのような方針で作品を選択するのかが　　　なってほしいという要望も少なからず寄せられた。　　（田中正之）

問題となった。当館の常設展示室の一部を会場とすることもあっ

て・当館のコレクシ・ンを補9fiL・それとの関連をもたせる形の企　㌶誌田中正之

画とする必要があり，また小企画展という性格上，単なるコレク　　　制作：印象社

ションの紹介ではなく，借用作品の間にも一定の関係性を持たせ　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品輸送・展小：日本通運
ることが不可欠であった。幸いなことにアサヒビール’コレクション　　　会場設営：東京スタデオ

には20世紀初頭の人物画に優れた作品が多かったため，人物画

に焦、点を当てることとなった。

　展示された作品は，ジョルジュ・ルオー《貴族的なピエロ》，パブ

ロ・ピカソ《肘をつく女（うずくまる女）》，モディリアー二《少女の肖像

（ジャンヌ・ユゲット）》の3点の油彩である。モディリアー二の作品を　　　There　are　many　important　examples　of　western　art　in　Japanese

除く2点肺そらく日本では初めて一般｝・公開されたものと思わ　；霊認悶ζ：t濃麗n蒜＃ご㍑：隠慧；

れる。いずれの作品もすでに多くの文献に紹介されており，それ　　　is　an　unfortunate　fact　that　very　few　of　these　paintings　can　be　seen

それの画家の代表的な作品と言ってもよ・・ものである・ルオーが　罐㌶㍑：こ1麗；蒜瓢；雀。瓢隠二i6

描く道化師は日本でも広く知られ人気の高いものだが，多くは当　　　western　art，　and　providing　opportunities　for　the　public　to　increase

館に常設展示されている3点のようにiJ・さなカン朔のものが多　蒜ll瓢i；i。罐elldl「ln蕊㌫゜b：1器㍑：撒

い。その点で，アサヒビール作品のような大きなカンヴァスのもの　　　from　their　collection　for　an　experimental　exhibition，　the　first　of　its

⇔オーの道化師がもつモニュメンタ・レな側面を示す髄なも　typ；；111ごllご＝，。、elec，　p。i。，i。g、　a，。、e　i。，h，　pl、nni。g

のである。ピカソの「青の時代」の作品は，国内の美術館には所　　　phases　of　this　exhibition．　As　the　paintings　would　be　exhibited　in

蔵点数が少なくe当館にも1点もない．道端にうずくまる貧しい女　撚1：㌦：；k託。器㌶s，蕊麟。＝1：，1蕊蒜

性という「青の時代」の典型的な主題の人物画を，当館が所蔵す　　　collection，　while　also　being　somehow　relevant　to　them．　Also，　given

るモデルや男女といったテーマの晩年の人物画とともに展示するこ　蒜悲濃i㌫隠蒜瓢鑑ぽ濃灘：ll

とにより，ピカソの芸術的変遷を，その一端ではあるにしろ伝える　　　be　some　internal　link　between　the　works　chosen．　As　was　happily

ことができたと思う．エコール・ド・ノ・eリの画家として知られる栖　ぽ1鑑蒜1認膿霊li；1蒜瓢蒜㌶1蒜

リアー二の作品は，残念ながら当館には所蔵されておらず，常設　　　theme　was　found．
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　　　Three　oil　paintings，　Georges　Rouault’s　Aristocratic　Pierr（）t，　Pablo

Picasso’s　CrouchingレV（）man　and　Modigliani’s　Portrait　of　a｝そ）ung

6irl　（Jeanne　Huguette）　were　exhibited．　With　the　exception　of　the

Modigliani，　this　exhibition　was　the　first　public　display　of　these

paintings　in　Japan．　All　three　of　the　works　have　been　well　published，

and　we　can　say　that　each　is　of　representative　caliber　in　terms　of

their　respective　artist’s　oeuvre．　The　clowns　painted　by　Rouault　are

widely　known　and　popular　in　Japan　and　there　are　quite　a　few　small

canvas　versions　of　this　sublect，　including　the　three　exhibited　in　the

NMWA’s　Permanent　Collection　galleries．　In　contrast　to　these　small

versions，　the　Asahi　collection　Rouault　is　painted　on　a　large　canvas

and　is　an　important　indication　of　the　monumental　aspect　of

Rouaulピs　clowns．　The　Asahi　Picasso　is　a　work　of　his“Blue　Period”，

examples　of　which　are　very　rare　in　Japanese　museum　collections．

The　work　depicts　a　typical　subject　of　Picasso’s　figural　paintings　of

the　Blue　Period，　the　poor　woman　crouches　by　the　side　of　the　street．

The　luxtaposition　of　this　early　painting　against　the　NMWA　collec－

tion　figural　examples　from　Picasso’s　later　period　conveyed　one

element　of　Picasso’s　lifelong　artistic　transformations．　Unfortunately

the　NMWA　collection　does　not　include　any　paintings　by　the　Ecole

de　Paris　painter　Modigliani．　Durling　the　exhibition，　this　lack　was

fortunately　filled　by　the　Asahi　Modigliani，　while　also　forming　a　nice

contrast　with　a　figural　painting　by　his　friend，　Chaime　Soutine，　in

the　museum　collection．

　　Given　the　small　nature　of　this　exhibition　as　a　supplement　to

the　museum’s　Permanent　Collection　galleries，　and　the　situation　at

the　lending　organization，　only　three　works　were　included　in　this

study　exhibition」n　spite　of　this　restricted　scale，　the　Iong　six　month

installation　of　the　works　meant　that　a　considerable　number　of

people　were　able　to　view　them．　While　there　was　some　concern　that

the　project　would　be　criticized　as　a　form　of　corporate　advertising，　we

can　happily　report　that　this　exhibition　met　with　extremely　favorable

reactions．　There　were　some　who　expressed　surprise　that　Japanese

corporations　possessed　such　superb　collections，　and　there　was　great

interest　expressed　in　future　exhibitions　based　on　such　collections．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masayuki　Tanaka）

［Booklet］

Written　and　edited　by　Masayuki　Tanaka

Produced　by　Insho－sha　Co．，　Ltd．

Transportation　and　installation：NipPon　Express，　Ltd．

Display：T（）kyo　Studio
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教育普及に関わる活動報告
Report　of　Educational　Programs

1プログラム・レポート1

「夏休みfどもプログラム」

むための子ども向けのプログラム，「体でコミュニケーション」と「色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻

の不思議」を夏期に実施した。

「体でコミュニケーシ。ン」晒品に表現された人物の姿，ポ　　　　　　　　　　　糊

一
ズに注目して作品を観賞するためのワークショップで，2部構　　　　　　　　　　　　　　　n…v・a・j．etee・　　　　　　　tt、

成となっている。第1部では，身体表現の専門家の指導のもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
灘磯

一妖性勧、tiiに縦疏郊令健瀞鷺蕗縁

綱一川＿　　　　　麟

加者の緊張をほぐすと同時に，作品に表現された人物の姿や形

からそれらの人々の気持ちや背景を考えるためのウォーミングアソ

プを行なった。第2部では，参加者は3つのグループに分かれ，　　　いながら展示室をオリエンテーリングした・その後・グループごと

グループごとに展示室で美術館のスタッフと一緒に，人物が表現　　　　に美術館のスタッフと…緒に答えを確認しながら，3つの視点に

された作品を，その人物の身振りや周囲に描かれたものをヒント　　　該当する他の作品もあわせて観賞しながらギャラリーをまわった。

にしながら観賞した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2部は，染色作家の指導の下に，その作家の手法を利用して

　子どもたちは最初に体を動かすことで，心身がリラックスし，美　　　　作品を制作した。これは制作を通して色彩によるイメージ効果を

術館という環境や新しい友達という緊張から解放されたようであ　　　　体験することを目的としている。様々な色の13種類の既成のプリ

る。その結果，展示室での作品に対する反応や意見がかなり活　　　　ント生地を，7×7cmの正方形に裁断し，各生地にっいて100枚

発になり，人物が描かれた作品だけでなく，あらゆる作品に興味　　　　の正方形のチップを用意した。参加者は各自の表現したい気持

をもって反応していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちやものに合う色のチップを選び，それを白いボードの上で並べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たり重ねたりして構成した。構図が決まったら糊でボードに貼り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に全員の作品を並べて観賞した。　　　　　　（寺島洋子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［活動一覧］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）講演会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［イタリアの光　クロード・ロランと理想風景］展記念講演会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後2：00－3：30講堂定員：各145名無料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①9月16日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クロード・ロラン　17世紀ヨーロッパ風景画の巨匠」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュネーヴ大学教授マルセル・レートリスベルガー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②10月17日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クロード・ロランー魅惑の風景の設計師」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館長高階秀爾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③11月7日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クロード・ロランー『理想』と『自然らしさ』」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館学芸課長幸福輝

　「色の不思議」は・色彩の効果や力に注目して作品を観賞す　　　　［オランダ美術史研究ど1青報処理］

るためのワークショップで，これも2部構成となっている。第1部で　　　　（文化庁外国人芸術家・文化財専門家招聰事業による講演会）

嵯加者は3つのグループに分力、品グループごとO、，．3点の　3月24日（水）午後1：°°－5：45撒韻15°名無料

作品を見ながらr鰍・よる空間表現』，r視覚による混色』絶　　稟票腰編ジ㌍訂ン美微1青報：ファン’エイ

彩による暗示』を視点にして質問の書いてあるワークシートを使　　　　　オランダ国立美術史研究所情報部門主幹ヤン’ファン’デル’
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スタール

②「風景：新しいデータベースと17世紀オランダの美術市場」

オランダ国立美術史研究所副所長ラインデルト・ファルケン
ブルク

主催：国立西洋美術館，美術史学会東支部，アート・ドキュメ

ンテーション研究会

2）シンポジウム

［ゴヤ　版画にみる時代と独創］

　　1月12日（火）午後1：00－4：00講堂定員：145名無料

　　司会：上智大学教授大高保二郎
　　パネリスト：ロンドン大学名誉教授ナイジェル・グレンディニング

　　　　　　　　　　スペイン国立銅版画院長フアン・カレーテ

　　　　　　　　　　マドリード・コンプルテンセ大学助教授ヘスーサ・べ

　　　　　　　　　　一ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　愛知県美術館副館長雪山行二

　　　　　　　　　　昭和女子大学助教授木下亮

3）ギャラリートーク

［イタリアの光　クロード・ロランと理想風景］

鑑隠遼謙鑑聯驚翻　＝：，C＝こ・＝＝，＝・：2；
4）スライドトーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　physically　and　mentally　through　the　opening　body　work　and　this

［ゴヤー版画にみる時代と独創］　　　　罐：f隠i＝蒜＝蒜認aぽ：㍑蒜
　　午後5：00－5：40講堂定員：各145名展覧会観覧料　　　　　　Thus，　the　children　were　able　to　respond　more　actively　to　the　works

　　①1月22日（金）愛知県美術館副館長雪山行二　　　　　　　　in　the　galleries，　expressing　their　opinions　and　reflecting　interest

　　②2月19日（金）昭和女子大学助教授木下亮　　　　　　　　　in　the　works　overall，　not　just　those　depicting　human　figures．

5）創作・体験プ・グラム　　　　　　，。㌫繍；：漂認㍑蒜漂蹴6隠器ぽ
［夏休み子どもプログラム］　　　　　　　　　　　　　　　　　　focusing　on　observing　color　effects　and　their　power　in　paintings．　For

　　①体でコミュニケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　first　part　of　the　workshop・participants　were　divided　into　three

　　午後1：00－4：00対象：小学3年一5年生定員：各15名　　　　　　9「ouPs’　each　9「ouP　using　a　wo「ksheet　to　helP　them　o「ient　them’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　selves　to　the　gallery　while　considering　questions　about“spatial

　　7月23日（水），28日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　expression　through　color，”“the　visual　mixing　of　colors，”and“mood

瀞慶子（俳優゜表現指導者／撒団“かもねぎショッド主認蒜㌶1㌶㍑隠霊蒜麟；三

　8月4日（水），11日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　seum　staff　membe「as　they　confi「med　thei「answe「s　to　the　wo「k’

　北島尚志（表現活動指導者／“アフタフ・バーバン”主催）　　　　　　sheet　questions　and　looked　at　othe「Paintings　in　the　gallery　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　color　chips　whlch　best　matched　the　feeling　or　thing　they　wanted

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　express，　and　they　created　their　own　works　by　arranging　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　layering　these　color　chips　on　white　boards．　Finally，　the　participants

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　glued　the　color　chips　to　the　boards，　and　the　entire　group　shared　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pictures　created．　　　　　　　　　　　　　　　　（Y（）ko　Terashima）

Summer　Programs　for　Children

＝認，撚llp已討蒜天1；＝㍑：蒜i9　［…rvi・w・fEd・・ati・n・IA・・i・iti・・】

museum’s　permanent　collection　galleries　were　opened　on　Apri1　　　　1）Lectures

28th，　and　two　programs，“Communicating　with　the　Body”and“The　　　　Lectures　held　on　the　occasion　of　the“Claude　Lorrain　and　the

Myste】ヴof　Color，”designed　to　help　children　enjoy　the　permanent　　　　ldeal　Landscape”exhibition

collection　installations，　were　held　during　the　summer　school　ho∬－　　　　　each　lecture：2：00－3：30　pm，　Lecture　Hall，　free　of　charge，

day　period．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　maximum　audience　per　lecture：145

　　　“Communicating　with　the　Body”was　a　two－part　workshoP　　　　　l．September　16th（Weds．）

whi・h　h・lp・d　p・・ti・ipant・f・・u・・n　th・p・se・and　f・・m・・f　fig・・e・　　“Cl・ud・L・rrai・－M・・t…fLand・cap・P・i・ti・g・f　th・17th

seen　in　art　works　on　display．　In　the　first　part　of　the　workshop，　a　　　　　　Century”

body　work　specialist　led　participants　in　various　games　designed　to　　　　　　Marcel　Roethlisberger，　Professor，　Geneva　University

help　them　move　their　bodies　and　use　their　bodies　to　express　things，　　　　　2．　October　17th（Sat．）

events　and　other　concepts．　This　relaxed　the　participants　and　also　　　　　“lnventor　of　a　Charming　Landscape”

acted　as　a　warm－up　for　consideration　of　how　the　various　shapes　and　　　　　　Shuji　Takashina，　Director，　NルfliVA

f・・m・・fth・p・・pl・i・th・p・i・ti・g・exp・essed　feeli・g・and・eveal・d　　3．　N。v，mb，，7th（S。t．）

their　backgrounds・For　the　second　part　of　the　workshoP，　the　par－　　　　　　“Claude　Lorrain＿Ideal　and　natural”

ticipants　were　divided　into　three　groups，　and　each　group，　accom－　　　　　Akira　Kofuku，αhief（］urator，　IVMi，VA
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“ Research　on　Dutch　art　and　imformation　processing”

　　Lectures　held　under　the　auspices　of　the　Agency　for　Cultural

　　Affairs，　Program　o日nviting　Overseas　Artists　and　others　to

　　Japan

　　March　24（Weds．）1：00－5：45，　Lecture　Hall，　free　of　charge，

　　maximum　audience：150

　　　1．“On　the　shoulders　of　a　giant．．：art　history　information

　　online：Van　Eyck　and　other　apProaches”

　　Jan　van　der　Starre，　Advisor　on　cultural　information　retrieva1，

　　Rijksbureau　voor　Kunsthistorische　Documentatie

　　2．“‘Landscape’：new　databases　and　the　Dutch　art　market　of

　　the　17th　century”

　　Reindert　Falkenburg，　Vice－Director，　Rilksbureau　voor

　　Kunsthistorische　Documentatie

　　Sponsored　by　the　NMWA，　Eastern　Division　of　the　Japan　Art

　　　History　Society，　and　Japan　Art　Documentation　Society，

　　　Patronaged　by　the　Western　Art　Foundation

2）Symposium
“ Goya：Artista　de　su　tiempo　y　artista　tinico”

　　January　l　2（TUes．）1：00－4：00，　Lecture　Hall，　free　of　charge，

　　　maximum　audience：150

　　　Commentator：Yasujiro　Otaka，　Pπ）fessor，50ρ力’α乙lniversめタ

　　　　　　　　　　　　　　7～）々γo

　　　Panelists：Nigel　Glendinning，　Profe∬or　Emeritus，　London

　　　　　　　　　　University

　　　　　　　　　　Juan　Carrete　Parrondo，　Z）れ～ctor，　Calcografia

　　　　　　　　　　〈lational，〃odη’d

　　　　　　　　　　Jesusa　Vega，　Associate　・Professor，　C（）mρretense

　　　　　　　　　　　Universめ1〃αdrid

　　　　　　　　　　Kol　i　YUkiyama，レたe　Z）irector，　Aichi　Prefectural　4rt

　　　　　　　　　　Museum

　　　　　　　　　　Akira　Kinoshita，　Associate　bofessor　of　Shoωa

　　　　　　　　　　　Women・IS・Un’oe斑y／Gues’α〃’ator　of〃？14WA

3）Gallery　Talks
“Claude　Lorrain　and　the　Ideal　Landscape”

　　Each　held　5：00－5：40，　Exhibition　galleries，　maximum

　　audience：30，　free　with　exhibition　admission　ticket
　　Sept。18（Fri．），　Oct．16（Fri．），　Nov．20（Fri．）

4）Slide　Talks

“ Goya：Artista　de　su　tempo　y　artista　unico”

　　Each　held　5；00－5：40，　Lecture　Hall，　maximum　audience　per

　　talk：150，　free　with　exhibition　admission　ticket

　　Jan．22（Fri．）：Koji　YU　kiyama，　Vice　1）irector，　Aichi　Prefectural

　　Artルluseum

　　　Feb．19（Fri．）：Akira　Kinoshita，　Associate　Pr（）fessor，　Shoωa

　　　I4！romen　ll　University

5）Creative　and　Experiential　Programs
“Summer　Programs　lor　Children”

　　　1．Communicating　with　the　Body

　　　l：00pm－4：00　pm；Elementary　school　3　rd　to　5　th　graders；

　　　number　of　participants　per　program：15

　　JuL　23（Weds．），　Jul．28（Weds．）

　　　Led　by：Keiko　Tada，　A　ctress，　director，ρn’nciρa”ηthe　theater

　　gr（）Uρ‘‘Kamonegi　Shot”

　　Aug．4（Weds．），　Aug．11（Weds．）

　　　Led　by：Takashi　Kitalima，　Z）irector，ρn’ηdρo〃ηthe　theater

　　9γ0μρ‘ンlfUtafU・Berわαη”

　　　2．The　Mystery　of　Color

　　　l：00pm－5：00　pm；Elementary　school　5th　graders　through

　　　middle　school　students；number　of　participants　per　program：15

　　Jul。24（Fri．），　Jul．31（Fri．），　Aug．7（Fri．），　Aug．14（Fri．）

　　　Led　by：Ryoli　Kato，　Textite　artist，～已c’urer・a’Dre∬maker

　　　Gakuin　and　Sugino　Women　ll　Cb〃ege
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情報資料に関わる活動報告
Report　of　Information　Services　Activities

情報資料関係では，資料収集・整理業務と美術館情報システム　　　平成11年2月23日一3月7日：「アートハイビジョン：主要絵画検索

の管理・運用をふたつの大きな活動として行なっている。平成10　　　システム」利用者アンケート調査（回収総数129）

年度に特筆すべきことは，図書の遡及入力の第一段階が終了し　　　平成11年3月17日：第12回情報資料懇談会（講師：日本大学木

たことと，新規に「デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示シ　　　村三郎氏「西洋美術研究情報資料センター（仮称）に期待するも

ステム」を構築したことである。　　　　　　　　　　　　　　　　の一日本大学芸術学部図書館における情報資料の収集と公開

（1）図書の遡及入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を通じて　」）

平成8年度に開始した図書の遡及入力事業では，平成10年度に　　　平成11年3月24日：公開講i演会「オランダ美術史研究と情報処

6，828冊のデータを入力し，合計で18，812冊となった。これは，力　　　理」（教育普及に関わる活動報告の項を参照）

一ド方式による整理済み図書のうち，汚破損図書やキリル文字図

書等を除けばそのほとんどをカバーするものであり，これをもって　　　灘metl・X轍　㍊蕪㈱　　　＝

遡及入力の第一段階を終緬着図書の整理｝・ついて卵 灘一　　…一一→
成9年12月をもってカード購を凍縞輔期間を経て平成1° 　i灘騨野　　　1
年4月より図書情報システム（LibVision）により本格的にオンライ　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、！

ン入力を開始した。同年度内の入力冊数は715冊であった。館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’tI1　］1　’

内の各職員端末からの検索利用は平成9年度より可能となってい

蝋第3年次分の入力データの校正や゜一ディングを終えて・　灘1

新規入力を含む約2万冊の全データ搬索禾u用できるようになっ　鰯

たのは，平成11年9月からである。なお，平成11年度より逐次刊　　　　蕊一、，，．．

行物の遡及入力に着手する。　　　　　　　鵠轟難鵡ぷ
翼男㌫一一一細画像max9？EiikS　xfム」の構tttttttiilllllliili’iillliiiiiti・i，ii・　　撫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デジタルギャラリー　一般来館者用スペース
（3）美術館情報システムの管理運用　　　　　　　　　　　　　　Digital　Gallery；Space　f。r　use　by　general　visit。r

図書情報システム（LibVision），美術情報システム，メールおよ

びwwwシステムが稼動している。ホームページの運用は，平成8　　　■デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示システム

年11月29日より教育普及係との協力で試験運用版を公開してい　　　国立西洋美術館では平成10年度，従来の「アートハイビジョン」を

たが，平成10年4月28日より正規の一般公開に移行した。また，　　　さらに高精細化した「デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示

同年9月より展示フロアマップ，常設展示作品名等を掲載する等　　　システム」を構築した。この種のシステムは，国立美術館としては

の充実を図った。なお平成10年度の総アクセス数は，569，228件　　　初めてであり，高速LAN上で本格的かっ恒常的に公開運用す

（うち，日本語版トップページへのアクセスは59，007件），月平均で　　　るのは世界の美術館の中でも先駆的な試みである。

各47，436件および4，917件であった。

（4）新資料室設備備品の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　［背景］

企画展示館の建設に伴い設置された新資料室の閲覧スペース，　　　当館では平成4年以来，一般来館者用に「アートハイビジョン：主

書庫について，積層書庫工事，閲覧机・椅子，書架，各種収納　　　要絵画検索システム」を運用してきた。これは，スタンドアロンの

キャビネット等の備品の整備を行なった。閲覧スペース雑誌架，　　　画像デs－一・・タベースシステム（1式）で，タッチパネル（のちにトラック

外部利用者用ロッカー，OPAC（オンライン利用者目録）用端末　　　ボール）を使用したメニュー方式により所蔵絵画を検索し，36イン

等は，次年度以降に整備予定である。なお，本館ロビー東側に　　　　チのハイビジョンモニタ上に高精細画像や，作者名，作品名など

小規模な資料閲覧スペース「資料コーナー」を設置したが，運用　　　の属性データ，解説を表示するものであった。収容作品数も当初

開始は平成11年度に持ち越した。　　　　　　　　　　　　　　　　の90余点から徐々に増加し，平成10年末には154点を数えるに

（5）その他の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至った。

平成10年6月24日：第18回情報システム委員会（外部委員：科学　　　　　この間，平成6－9年度に，文部省科学研究費補助金により「西

技術振興事業団鈴木政彦氏）　　　　　　　　　　　　　　　　　洋美術研究支援画像データベースと画像処理システム」を構築
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　　　　　　　　　〆ニューにtt札っ》rくたさい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　），：Let）　〔とノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llU」」1’rl：［）tT）t“1　tlltlrlU
聖タノけ川〔ハ神㍑rハ、llパ㌦

パllj・「’1：｜－1i一ピ

喘・み・ 1

「全体」をみる

「部分1」をみる

「部分2」をみる

「部分3」をみる

　ミ話の解試をみる
ごコr，lo　vc　Elol‘sh　£s：rl．tlc　1

別の作品をみる

デシタルギャラリー　「部分拡人」等指示画面　　　　　　　　　　　　　　　　デジタルギャラリー　解説表示画面

Digital　Gallery：Panel　indicating“Detail　enlargement　selection”　　　　　Digital　Gallery：Explanatory　text　screen

し，マイクロフィッシュ画像のデジタル化や絵画の原寸大表示シス　　　［システム構築・運用に至る経緯」

テム，画像分類，美術作家名付与などのアプリケーションッール　　　こうした中で，平成10年度補正予算において措置がなされ，年

を応用したデータベースの構築などを行ない，平成7年度におい　　　度内にシステム構築を行なう運びとなった。情報システム委員会

ては，図書情報システム，美術情報システム，WWWおよびメール　　　等において現有システムとの関連やコンテンツ制作上の問題点を

システムからなるLANによるトータル業務システム「美術館情報シ　　　検討した結果，ヒ記機能に若干の修正を加え，次のような位置

ステム」を構築した。さらに，平成9年度，凸版印刷株式会社との　　　づけでシステム構築および運用を行なうこととした。

共同研究「美術館における超高精細画像の応用に関する調査研　　　①新システムは「アートハイビジョン」の代替システムとする。

究」においては，超高精細モニタを利用して，版画の微細な線の　　　②一般来館者用検索システムに加え，学芸研究（編集）用入・出

再現1生の検証や作品のカラー写真とX線写真との対比による新た　　　カシステムをもつ。

な作品解説の方法の研究などを試みた。　　　　　　　　　　　　③コンテンツは当面，所蔵作品とし，「アートハイビジョン」で使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したデジタル両像の元データを活用する。

④一般来館者用検索プログラムおよびユーザーインターフェース

は，「アートハイビジョン」をべ一スにこれを改善したものとする。

　コンテンツの移植にあたっては，新システム用に，部分拡大用

の正方形のフレーミングを新たに行なうとともに，正方形の画像を

元データから再切り出しし，サンプル画像の色調等の補正を行な

ったうえで，新システムへの自動変換を行なった。また，作品に

応じてそれぞれの専門分野の学芸課研究員の協力により，属性

データ，解説文の修正を行なった。

　平成11年3月，新システムを，「デジタルギャラリー：超高精細画

像検索表示システム」と称することとし，本館1階ロビーの東側に

「資料コーナー」に隣接したスペースを設けて，一般来館者用端

デシタルギャラリ＿　．般来館X川立16沫装置　　　　　　　　　　　　　　末2セットを置き，画像サーバーおよび学芸研究（編集）用端末1セ

Digrital　Galle「y：Te「minal　f（）「use　by　gelle「al　visit°「　　　　　　　　ットを企画展示館地下1階のコンピュータ室に設置してギガビット・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イーサネットで結んだ。ネットワークや保守上の試験，施設のサイ

　これらの経験や「アートハイビジョン」の利用実態から，大要次　　　ン計画，解説リーフレット等の整備を終え，記者発表を経て，公

のような機能をもつ新システムの構築が望ましいと考えられた。　　　　開運用を開始したのは，平成11年5月18日であった。

①ハイビジョンよりもさらに高精細なモニタによる表示システム　　　　　　なお，「アートハイビジョン」は，平成11年3月7日をもって公開運

②大容量の高速ネットワーク上で複数の端末からのデータ利用　　　　用を終了し，以後，教育研究用としてコンピュータ室に移設し，随

③データの追加修正が容易なシステム　　　　　　　　　　　　時稼動している。

④コンテンツとしては所蔵作品以外の関連作品その他も収容し，

西洋美術史理解に資するシステム
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［システムの機能概要］　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦原寸との比較表示（縮小／拡大率表示）を可能とすること。

一般来館者用端末では，液晶タッチパネルによるメニュー検索を　　　⑧関連画像など複数画像の比較表示を可能とすること。

通じて，所蔵絵画154点の中から任意の作品の画像データ，属性　　　⑨動画再生や動画，音声を含むプログラムソフトを利用者川端末

データ，解説を，2，048画素×2，048画素（20インチ×20インチ）の　　　でも利用可能とすること。

超高精細モニタ上に表示させることができる。メニュー上の検索

項目は，作家名，主題，時代，作品名である。検索メニューおよ　　　　今後，所蔵版画・素描や彫刻作品を含め，収容作品の増加を

び文字データは，日本語，英語の選択が可能である。　　　　　　　図るとともに，上記課題の解決・実現を期したい。

　選択した画像データは，非圧縮のままコンピュータ室の画像サ

ーバーから高速送信され，モニタ側超高精細画像処理装置を通

じて，0．8秒未満で描画される。データの表示は，画像，属性デ　　　表1）デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示システム

ー
タ，解説を含む「解説表示画面」，画像の全体のみを表示する　　　　　基本データ

「全体表示画面」，3種の「部分拡大表示画面」が用意されてい　　　基本構成：クライアント・サーバー型

る．画像がモニタ全面に表示される場A，全体画像も個々の部　　　サーバー：1台・クライアント：3台（内2台搬来館者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用）
分拡大画像もデー糧は約12メガバイトであり・これらは1作品あ　表示系、超高精細ガスプレイ，躰無線NWU－91A

たり60メガバイトの元データから作成されている。　　　　　　　　　　　　　（画素有効エリア：28インチ，2，048×2，048pixels，］，670

　学芸研究（編集）用にも同様のシステム1セットを備え，他に164　　　　　　万色表示，60Hzノンインターレース方式）

ギガバイトの大容量ハードディスクを装備した画像サーバー（Win一　　　　　タッチセンサー付検索用液晶ディスプレイ：三菱電機エン

d。w，　NTサ＿バ＿）をもつ．デ＿タベ＿スは0，acl。をもとに構築　　　ジニアリングTSD－T15－M（サイズ：15型TFTカラー液晶

されて‥坑ここでは⊇分拡大［自由拡大］ソフトウエ　鎗鰭：竺婿嘘鷲FU　Gi《編

アも装備している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集用のみに導入）

　一般来館者用，学芸研究（編集）用システムの双方に動画・音　　　　処理系：超高精細処理用（3台）：日本無線NWP－654

声を含むプログラムソフト送出を可能にするLDプレーヤーおよび　　　　　　（Windows　NT　Workstation　4．0；Pentium　IIプロセ

スピーカーを用意しているが，利用環境の改善，ソフトの制作との　　　　　　　ッサ／400MHz）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主記憶：1，024MB，　HDD：13．IGB
兼ね合い一（“，公開利用には至っていなし〉・　　　　　　2K表赫一ド（JRC．CKA．1。6）PCIバスス。ット装着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示時間：0．79秒／画面（＝12MB　BMP形式）

［今後の課題］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検索用（3台）：COMPAQ　AP－200

「デジタルギャラリー」設置後6カ月を経た時点での蹴以下に　㌃蒜謝W°「kstati°n　4’°；Pentium　IIプ゜セ

記主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主記憶：64MB，　HDD：6．4GB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄積系：（1台）：日本無線NWP－6000

（ハードウェア面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Windows　NT　Server　4．0＋Oracle8；Pentium　II

①端末の増設が望まれる。一般来館者用では利用待ちの状態　　　　　　　Xeonプロセッサ／400MHz）

随常的｝、見弧現在の2セット徽要望に応えきれていな　　主言鵡：1・°24MB・HDD：163・8GB（RAID／5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝送系：画像転送：ギガビット・イーサネット
い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　命令系：10／100Base・TX
②モニタの瀧はおおむね好評であるカs’・より大きな画面サイス　コンテンツ、国立西洋美術館臓主要絵画作品：、54点

と・より立体的な画像再現性が求められる。　　　　　　　　　　　　　　　　情報量：超高精細画像・各作品5画像（BMP形式：解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説付画像，部分拡大画像3種類，全体画像各12MB）

（ソフトウェア面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検索用画像・各作品2画像（インデソクス画像：256×

③検索プ・グラムの高度化とぽ設展示場に 亘示［i・…gy蔵　　禦賜灘貧繋㌻篇㌶スキ．
庫に保管中・貸出中などの所在情報の付加や・展as室ごとでの　　　　　　　ナ＿（ダイナミックレンジ：4．0以上）

検索表示などが考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ保存1）：citex　CT2T形式（60MB／作品；MT

④利用統計情報は現在，各作品へのアクセス数しか把握できな　　　　　　　　保存）～TIFF形式（MO保存）

いが，利用人数や利用時間が自動記録できるとシステム改善へ　　　　　　　元データの作成2）：スキャンニング：RGB専用ドラムス

の参考データとすることができ6・　　　　　　：ぷ存2）：TIFF形式（M。保存）

⑤ネットワークを含む障害発生時における・管理者（対応者）への　　　　　　　　使用データ：ヒ記TIFF形式のデータをPhotoshoPを

自動報知システムを改善すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用してデータ縮少（補間）全体画像：12MB／作品

⑥自由拡大機能を一般来館者用端末でも可能とすること。　　　　　　　　　（BMP形式）
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Digital　Gallery：System　architecture

コンテンツの管理・運用方法と体制：　　　　　　　　　　　　　　under　the　old　card　system，　except　for　damaged　volumes　and　those

l）現在のコンテンツ・元データ・当館所・蔵作品（4×5カラーポジ　㍑C＝R罐濫、f膿霊gl蒜C；：㍑＝：

　　フィルム）を外部でデジタル化。文字データ：外部で入力　　　　　　the　card　catalogue　was　frozen　as　of　December　1997　and，　after　a

2）今後追加予定のコンテンツ・元データ・当館所蔵㈱（4×5カ　；鰐al蒜1㍑；＝＝＝n；蕊＝1聯

　　ラーポジフィルム）を外部でデジタル化：文字データ：館内で入　　　　1998．During　the　1998　fiscal　year，　a　total　of　715　new　volumes　were

力　　　　　　　　　麗盟隠濫ぱ蒜跳t惣器漂漂（：s蒜
3）将．来，作品再撮影（8×10カラーポジフィルム使用検討）　　　　　　seum　in　fisca11997，　with　the　completion　of　the　correction　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ioading　of　the　data　entered　in　the　third　year　of　the　project，　users

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波多野宏之）　　　were　finally　able　to　search　and　access　data　on　apProximately　20，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　volumes，　including　new　materials，　in　September　1999．　Fiscal　l999

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　has　seen　work　start　on　the　retrospective　conversion　of　periodicals

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　data．

The　NMWA’s　information　services　activities　fall　into　two　categories：　　　　2）Establishment　of　Digital　Gallery：Super　High－Definition　Image

the　collection　and　organization　of　research　materials，　and　the　　　　　Retrieval　and　Display　System（see　separate　report）

operation　and　management　of　the　museum’s　information　systems．

Two　accomplishments　were　noteworthy　in　fiscal　l998：the　retro－　　　　3）The　Operation　and　Management　of　the　Museum　Information

spective　conversion　of　catalogue　data　on　library　books　reached　the　　　　　System

first　stage　of　completion，　and　the　museum　opened　its　new　Digital　　　　The　museum　now　operates　various　computer　systems，　including

Gallery．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Iibrary　information　system（LibVision），　the　art　information

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　system，　e－mail　facilities，　and　an　Internet　web　site．　ln　cooperation

DRetrospective　Conversion　of　Catalogue　Data　on　Library　Books　　　　　with　the　museum’s　education　staff，　the　museum　opened　its　web　site

The　project　to　carry　out　retrospective　conversion　of　data　on　books　　　　to　test　operations　on　November　29，1996，　and　the　site　was　opened

already　in　the　museum　collection　began　in　fiscal　l996．　With　the　　　　formally　to　the　public　on　April　28，1998．　ln　addition，　a　floor　map　of

conversion　of　data　on　6，828　volumes　in　fiscal　1998，　a　tota1　of　18，812　　　　display　galleries　and　the　names　of　works　in　the　Permanent　Collec－

volumes　now　have　computerized　data．　Online　data　has　now　been　　　　tions　galleries　were　added　to　the　site　in　September　1998．　The　total

prepared　for　essentially　the　entire　collection　of　books　catalogued　　　　　hit　count　for　fiscal　l998　was　569，228　hits，　including　59，007　hits　to
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the　Japanese　front　page　of　the　site．　The　monthly　averages　were　　　　with　Tbppan　Printing　Co．，　Ltd．，“a　survey　of　super　high－definition

47，436total　hits　per　month　and　4，917　hits　to　the　Japanese　front　　　　image　systems　in　art　museums，”studying　new　methods　for　ex－

page．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　plaining　art　works．　This　project　tested　the　re－creation　of　extremely

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fine　lines　in　a　printed　art　work，　and　the　comparison　of　color　photo－

4）Installation　of　Equipment　in　the　New　Library　Browsing　Corner　　　　　graphs　of　an　art　work　with　X－ray　images　of　the　same　work　on　a

With　the　opening　of　the　new　Special　Exhibition　Wing，　the　museum　　　super　high－definition　monitor・

established　a　library　including　both　space　where　visitors　can　ex－　　　　　　The　results　of　these　investigations　and　the　experience　garnered

amine　and　study　reference　materials　and　the　stacks．　The　outfitting　　　　from　the　operation　of　Art　Hi－Vision　encouraged　the　museum　to

of　these　spaces　entailed　installing　mutli－tier　stacks　and　fitting　the　　　　create　a　new　system　with　the　following　features：

space　with　reading　desks，　chairs，　book　shelves，　and　storage　cabi－　　　　　1）A　display　system　with　a　higher　resolution　monitor　than　that

nets．　Our　plans　for　the　next　fiscal　year　include　the　installation　of　　　　　　　　used　in　HトVision

magazine　racks　in　the　viewing　space，　lockers　for　use　by　outside　　　　　2）Data　access　from　multiple　terminals　on　a　large－capacity，　high－

visitors，　and　installation　of　terminals　for　an　OPA、C（Online　Public　　　　　　　speed　network

Access　Catalogue）．　While　the　Browsing　Corner　was　established　in　　　　　3）A　simple　system　for　the　addition　and　correction　of　data

the　eastern　section　of　the　Main　Building　Lobby　during　fiscal　1998，　　　　　4）Asystem　more　broadly　expressive　of　western　art　history　and

it　was　not　actually　open　for　public　use　until　fiscal　l999．　　　　　　　　　　　　　　whose　contents　would　include　related　and　other　works，　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　addition　to　its　core　images　of　works　in　the　NMWA　collection

5）Other　Activities

June　24，1998：18th　Meeting　of　the　Information　Systems　Committee　　　　［The　Process　of　Creating　and　Operating　this　System］

（external　committee　member，　Mr．　Masahiko　Suzuki，　Japan　Science　　　　In　the　midst　of　this　prolect，　funds　received　from　the　fiscal　l998

and　Technology　Corporation）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Supplementary　National　Budget　made　the　construction　ol　the　sys－

F・b・u・ry・23－M・・ch　7，1999、S・rv・y・f　U・e・s・f　th・A・t　Hi－Vi・i・n・　tem　p°ssiblewithin！iscal！998・The　lnf°「m・ti・n　Sy・t・m　C・mrPi！tee
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　．　　　　　these　dellberatlons　resulted　ln　the　constructlon　of　the　system
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Cen｝e・f・・We・！e’n　A・t　R・・e三「ch・C°n・’de「ed’n　．te「□・°f　the’nf°「’　　2）ln　additi・n　t・th・・et・i・v・1、y、t。m　f。，　u、e　by　g，ne，al。i、it。，s

mat1°n　c・11ect’・n　and　publlc　access°f　matenals　m　the　N’h°n　　t・th・m・・eum，　th・new、y、t。m　i。，1。d，、　f。、iliti。、　f。，　cu，a．

Unive「sity’・A「t　Depa「tmenピs　Lib「ary” 　　　　　　　　t・・i・1・e・ea・ch，・diti・g，　i・p・t　and。utp。t。fd。t、．

March　24，1999：Public　lecture，　Research　on　Dutch　Art　and　Infor－　　　　　3）The　contents　utilize　the　original　digitalized　data　of　works　of

mation　Processing（see　Educational　Activities　report　for　details）　　　　　　　　art　in　the　collection　which　had　been　used　in　Ar田i－Vision．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）The　retrieval　software　and　user　interface　for　general　museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　visitor　use　is　an　improved　version　of　that　used　in　the　Ar田i－

■Digital　Gallery：Super　High－Definition　Image　Retrieval　and　　　　　　　　Vision　system．

　Display　System　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　part　of　the　transfer　of　the　contents　from　existing　systems，

The　NMWA　established　a　Digital　Gallery：Super　High－Definition　　　　the　new　system’s　features　which　allow　for　the　enlargement　of　image

Image　Retrieval　and　Display　System　during　fiscal　l998・This　new　　　　details　was　used　to　create　new　detail　images　from　existing　data．

service　represents　an　updated　and　more　sophisticated　version　of　　　　In　addition，　the　color　balance　on　sample　images　was　corrected

its　earlier　Art　Hi－Vision　system・The　NMWA　Digital　Gallery　marks　　　　and　all　the　other　images　were　automatically　transferred　to　the　new

the　first　installation　of　such　a　system　at　a　Japanese　national　mu－　　　system　using　the　corrected　data．　With　the　cooperation　of　related

seum，　and　it　can　also　be　considered　pioneering　in　international　　　curatorial　specialists，　all　accompanying　data　and　explanatory　texts

museum　circles　for　providing　Public　access　to　a　true　high－speed　　　　were　updated　and　improved．

LAN－based　system．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　March　1999，　the　new　system　was　named　the　Digital　Gallery：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Super　High－Definition　Image　Retrieval　and　Display　System　and

［Background］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　installed　in　a　space　on　the　east　side　of　the　Museum’s　first　floor　lobby，

In　1992　the　NMWA　began　the　Art　Hi－Vision：Image　Retrieval　System　　　　adlacent　to　the　Browsing　Corner．　Two　terminals　for　use　by　general

on　Major　Works　in　the　Collection　as　a　service　to　the　general　visitor　　　museum　visitors　were　placed　in　this　new　setting，　and　a　single

to　the　museum．　This　was　a“stand－alone”visual　database　system　　　　terminal　for　curatorial　and　editorial　use　was　placed　in　the　computer

（one　unit）operated　by　touch　panel－based　menu　which　allowed　a　　　room　on　the　BI　level　of　the　Special　Exhibition　Wing．　These　various

user　to　search　for　images　of　works　in　the　museum’s　permanent　　　terminals　are　all　connected　on　a　Gigabit　Ethernet．　With　the　com－

collection・These　images　were　displayed　in　high　resolution　on　a　36　　　　pletion　of　network　and　security　tests　and　the　design　of　facility

inch　hi－vision　monitor，　along　with　a　display　of　basic　data　on　the　　　　signage　and　explanatory　leaflets，　a　press　conference　was　held　and

work　and　an　explanatory　text・At　first，90　works　in　the　museum　　　　　the　Digital　Gallery　was　opened　to　the　public　on　May　18，1999．

collection　were　accessible　through　this　system，　and　by　the　end　of　　　　　public　access　to　Art　Hi・Vision　ended　on　March　7，1999　and　the

1998，this　number　had　risen　to　l54．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　facilities　have　since　been　moved　to　the　computer　room　lor　occa－

　　In　the　interim，　from　fiscal　1994　through　fiscal　l997，　the　museum　　　　sional　educational　use．

received　a　Ministry　of　Education　Grant－in－Aid　for　Scientific　Re－

search　and　built　the　Image　Processing　and　Database　System　for　　　　［An　Overview　of　System　Features］

Western　Art　Research．　In　addition　to　the　digitalization　of　microfiche　　　At　general　visitor　terminals，　the　user　selects　from　a　menu　displayed

images　and　a　system　for　displaying　a　painting　in　actual　size，　this　　　　on　an　LCD　paneL　This　allows　the　user　to　view　the　desired　image

proiect　created　a　database　which　allows　the　introduction　of　appli－　　　　data，　information　and　explanatory　text　regarding　l540f　the　mu－

cation　tools　for　image　categorization　and　artist　name　descriptions．　　　　seum’s　paintings　on　a　2，048×2，048　pixel（20　inch　square）super

In　fiscal　l995，　the　museum　went　on　to　create　a　system　covering　　　　high－definition　monitor．　Menu　items　include　artist　name，　thematic

all　aspects　of　the　museum’s　functions－a“museum　information　　　　category，　period，　and　sublect／motifs．　The　search　menu　and　dis－

system”－including　a　library　information　system，　art　information　　　　played　text　data　can　be　viewed　in　either　English　or　Japanese．

system，　and　Internet　web　site　and　e－mail　system　aU　operated　on　a　　　　　The　selected　image　data　is　transferred　at　high－speed　in　an　un－

LAN」n　fiscal　1997，　the　museum　conducted　a　joint－research　project　　　　compressed　state　from　the　museum’s　computer　room’s　image
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server，　and　appears　in　less　than　O．8　seconds　on　the　monitor’s　super　　　Display　unit：Super　high－definition　display：Japan　Radio　NWU－91A

high・definition　screen・Various　data　display　options　are　offered，　　　　　　　　　　　　　　　　（functional　display　area：28　inches，2，048×2，048

including“Explanatory　text，”which　includes　image，　basic　infor－　　　　　　　　　　　pixels，16．7million　colordisplay，60Hz，　non－interlace）

mation，　and　explanatory　text，“Whole　view”which　displays　only　　　　　　　　　LCD　display　with　touch　sensor　for　retrieval：

the　whole　view　of　the　image，　and　three　types　of“Enlarged　detai1，” 　　　　　　　　　　TSD－T15－M（size：15　inch　TFT　color　LCD　panel，

providing　detailed　images　from　the　work　of　art．　When　images　cover　　　　　　　　　l，024×768　pixels，16．7　million　color　display）

the　entire　monitor　screen，　the　file　size　of　the　full　image　and　the　　　　　　　　　　Super　high－definition　image　viewer（detail　enlarger

various　enlarged　details　of　the　image　amount　to　approximately　　　　　　　　　　　from　any　part　of　the　image）：PFU　Gigaview（only　at

l2MB　of　data．　This　data　is　reduced　from　approximately　60　MB　of　　　　　　　　　　　curatorial　terminal）

data　stored　on　each　work　of　arし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Processing　units：For　use　with　super　high－definition　retrieval

　　　One　terminal　of　the　same　type　has　been　installed　for　curatorial　　　　　　　　　　　（3　terminals）：Japan　Radio　NWP－654

（editorial）research，　and　this　facility　also　has　an　image　server　　　　　　　　　　　（Windows　NT　Wbrkstation　4．0；Pentium　II

（Windows　NT　server）fitted　with　a　l64　GB　hard　disk．　The　database　　　　　　　　　　　processor／400　MHz）

was　created　using　Oracle　8．　This　curatoriaLuse　terminal　is　also　　　　　　　　　　　　　RAM：1，024　MB，　HDD：13．1　GB

loaded　with　software　to　enlarge　details　from　any　part　of　the　image．　　　　　　　　　　　　SHD　display　board：（JRC　CKA－106）PCI　bus－slot

　　　While　both　general　user　and　curatorial　user　terminals　are　fitted　　　　　　　　　　　　Display　rate：0．79　sec／12　MB　BMP　format　image

with　LD　players　and　speakers　and　applicable　video　and　audio　　　　　　　　　　　　　Retrieval　use（three　terminals）Compaq　AP－200

software，　these　features　will　not　be　available　for　public　use　until　　　　　　　　　　（Windows　NT　Workstation　4．0；Pentium　II

appropriate　changes　have　been　made　in　the　use　environment　　　　　　　　　　　　　processor／350MHz）

and　the　necessary　software　adaptations　and　production　made　for　　　　　　　　　　　　　RAM：64　MB，　HDD：6．4GB

general　users．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Storage（one　unit）：Japan　Radio　NWP－6000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Windows　NT　Server

［lssues　for　Future　Resolution］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．0十〇racle8，　Pentium　II

The　following　points　were　noted　six　months　after　the　Digital　Gallery　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xeon　processor／400　MHz）

was　opened．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RAM：1，024MB，　HDD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l63．8GB（RAID／5）

（Hardware）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊ansmission：Image　transmission　over　Gigabit　Ethernet

l）An　increased　number　of　termlnals　is　desirable．　Normally　visitors　　　　Text　transmission：10／100　Base－TX

　　are　seen　waiting　to　use　the　terminals　and　clearly　the　two　ter－　　　　Contents：154　major　paintings　in　the　NMWA　collection

　　minals　currently　in　use　do　not　meet　demand．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Information　per　painting：5super　high－resolution

2）While　the　monitor　resolution　is　generally　favorably　received，　　　　　　　　images（BMP　format：image　with　explanatory　text，　three

　　larger　monitors　and　those　which　can　reproduce　the　texture　of　　　　　　　　　types　of　enlarged　detai［s，　whole　view，12MB

　　the　original　paintings　are　desirable．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　per　image）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lndex　image：256×256　pixels，　Image　fordetai1

（Software）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　enlargement　selection：640×640　pixels）

3）Some　possible　improvements　to　the　search　and　retrieve　program　　　　　　　　　Creation　of　original　data　1：Scanned　in　with　a　scanner

　　include　adding　current　location　information　on　each　work，　such　　　　　　　　　used　for　printing（Dynamic　rangelover　4．0）

　　as　gallery　location　or　loan　status，　and　the　possibility　of　a　search　　　　　　　　　Storage　of　data：Citex　CT2T　format（60　MB　per　painting，

　　option　for　each　gallery　of　the　current　permanent　collection　in－　　　　　　　　　saved　on　MT）－TIFF　format（stored　on　MO）

　　stallation．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Creation　of　original　data　2：Scanned　with　a　RGB　drum

4）Revise　user　data　tabulation．　Currently，　access　data　can　be　tabu－　　　　　　　　　　　　　scanner

　　lated　on　the　hits　for　each　work　of　art，　but　if　the　number　of　users　　　　　　　　　Data　storage　2：TIFF　format（stored　on　MO）

　　and　amount　of　use　time　could　be　automatically　recorded，　this　　　　　　　　　Data　used：Data　from　TIFF　format　above　reduced　and

　　information　could　be　used　to　improve　the　system．　　　　　　　　　　　　　　　　resampled　with　Photoshop

5）Improve　the　automatic　alarm　to　the　system　manager　when　sys－　　　　　　　　Entire　image：12　MB　per　painting（BMP　format）

　　tem，　including　network，　problems　arise．

6）Make　the　feature　which　allows　detail　enlargement　from　any　part　　　　Management　of　contents，　transport　method　and　format：

　　of　the　image　available　on　the　general　user　terminals，　in　addition　　　　l）Present　contents：Original　data：4×5color　transparencies　of

　　to　its　current　use　on　the　curatorial　terminal．　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　works　were　digitalized　by　outside　firm．　Text　data：data

7）Adisplay　of　the　ratio　of　image　size　to　actual　size（rate　of　reduction　　　　　entry　by　outside　firm

　　or　enlargement）could　be　included．　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）Contents　to　be　added　in　future：Original　data：4×5color

8）Allow　for　comparison　display　of　multiple　images　or　related　　　　　　transparencies　of　NMWA　works　will　be　digitalized　by　outside

　　images．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　firm！rext　data：data　entry　by　museum　staff

9）Make　video　and　audio　software　available　on　general　user　ter－　　　　3）Re－photography　of　works　to　be　done　in　the　future（the　use　of

　　minals．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8×10color　transparencies　is　being　considered）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hiroyuki　Hatano）

In　addition　to　increasing　the　number　of　art　works　of　art　accessible

in　the　system－and　the　inclusion　of　other　media　such　as　prints，

drawings　and　sculpture－we　can　anticipate　the　resolution　and

realization　of　the　issues　noted　above，

Chart　l

Basic　Specifications　of　the　Digital　Gallery：Super　High－Definition

Image　Retrieval　and　Display　System

Basic　structure：Client－server　type

　　　　　　　　　　　　Server：1，　Clients：3（2　for　general　public　use）
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修復保存に関わる活動報告
Report　of　Conservation　Activities

98年度で最も主要な業務は前庭復旧工事に伴うロダンの《地獄　　　　者がある場合の空調の安定に注意している。また本館，新館，

の門》の免震化工事であった。これまでの修復保存に関する業　　　企画展示館そして前庭彫刻展示と規模が大きくなって，美術品の

務と形態が異なり，防災上の観点から，かつて当館が経験したこ　　　保存環境の管理方法も複雑になり始めており，その機能，効，率に

とのない規模の保存修復事業となった。　　　　　　　　　　　　　ついてシステム化の検討を始めたところである。　　（河口公生）

　免震装置を設置する工事，展示を考慮した台座工事や植栽な

どを含む周辺工事，ならびに彫刻本体の保存修復処置には表面

保護処置と弱体化した支持鉄骨の取替え工事で構成された。免

震装置の設置を伴う工事はこれまでゼネコンが主に取り扱ってお　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By　far　the　mosいmportant　conservation　work　conducted　durmg
り，全体工事のまとまりを得るには「修復理念と建設工事の調和」　　　1gg8　was　the　seismic　preparedness　work　on　Rodin・s　The　Gates　of

を実現することが課題となった。　　　　　　　　　　　　　　　　He”which　accomPanied「esto「ation　wo「k　on　the　scu1Ptu「e・This

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conservation　and　preservation　project　differed　from　previous　con・
　この免震装置については，技術提案によるプロポーザル方式を　　　servation　activities　taken　by　the　museum，　and　was　on　an　unprece．

採用できず入札方式となった。しかし落札した竹中工務店の推　　　dented　scale　in　te「ms　of　its　disaste「P「evention　aims・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　This　project　consisted　of　the　following　aspects：fitting　the　sculp一

薦した装置ではなく，学芸課の担当者ならびに横山建築設計事　　　ture　with　base　isolation　devices，　construction　of　a　pedestal　suit．

務所によって，その性能と機能の特性を11社の資料から考察し基　　　able　fo「diSPIay　P；「Poses・const「uction　of　the　a「ea　su「「ounding　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sculpture　installation，　including　plantings　and　other　elements，　and
本仕様を決定することができた。その後，免震装置の現状を学　　　conservation　work　on　the　sculpture　itself，　including　surface　work

び，今日実際に用いられている装置には様々なタイプがあるが，　　　and　the「eplacement　of　the　Weakened　steel　supPo「t　st「uctu「e・“The

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　balance　between　conservation　concepts　and　architectural　con・
多くの装置が床免震装置として開発されたもので，それぞれの機　　　struction・became　the　key　concept　in　realization　of　this　integrated

能には屋外に設置する上で対候性や風の影響などの問題がある　　　P「oject・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Contracting　for　the　base　isolation　device　was　open　to　general

ことが判明した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　construction．job　style　bidding，　and　hence　did　not　allow　for　the

　竹中工務店が本工事が美術品に対し直接行なう工事である　　　sPecific　statel『ent　of　technical　conse「vatio．　n　ilisugs　in　the　P「e’bid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　process．　And　lndeed，　the　final　form　of　the　device　was　not　that
点をよく理解し，実施設計および施工についての検討会議で最大　　　recommended　by　the　successful　bidder，　Takenaka　Corporation．

限の相互理解と最善の方策を追求した点は，なににも変えがたい　　　Rathe「・the　cu「ato「ial　depa「！ment　membe「in　cha「ge．of　the　project

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Yokoyama　Consulting　Engineers　staff　compiled　this　solu一
ものであった。最大限の可能性を追求した結果が得られたと確　　　tion　from　quality　and　function　specifications　materials　provided　by

信する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1companies：Examination　of　the　technologies　Eu「「ently　employed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln　base　isolation　equipment　revealed　that　while　many　types　are
　さらに現場の作業において優れた技能を持った職人による一つ　　　currently　in　use，　the　majority　have　been　devised　as　indoor　flooring

一
つの工程の積み重ねによって成果が蓄積されたことは，今回の　　　base　ISolation皿its・Given　the？utdoo「setting　of　tne　Rodin　sculP－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ture，　it　was　necessary　to　determine　which　characteristics　and　func・

保存修復の理念を実行する上で大きな役割を果たした。　　　　　　tions、were、suitable、for、outdoor、conditions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Takenaka　staff　fully　recognized　that　this　construction　work

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　would　be　carried　out　directly　on　a　work　of　art，　and　we　were　com一

他の修復業務は報告書にあるように多くのバリエーションがあり，　　　pletely　satisfied　with　the　care　they　took　in　reaching　mutual　agree．

今年度は数多くの洋紙の作品が処置された。　　　　　　　　　　　ment　Pn　actual　P「olect　Plans　and　fitt！ngs　and　in　thei「aPP「oP「iate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　handling　of　the　entire　procedure。1　believe　that　we　achieved　the　best

　こうした報告書に記載されない業務内容としてはプリベンティフ　　　possible　results　in　this　project．

コンサーべ一ション（予防保存措置）の理念の一環として，保存環　　　　Fu「the「’Ibelieve　that！he　i；eal「esults　acheived　in　th1s　P「oject

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　largely　thanks　to　the　individual　care　and　special　consideration
境整備や展示作品や貸し出し作品の事故防止のための額装の　　　taken　by　each　of　the　superbly　skilled　technicians　who　actually

改良などを行なった。特に温湿度に敏感な貸し出し作品につい　　　wo「ked　o≡he　P「oject’　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　addition　to　the　Rodin　work，　as　seen　ln　their　project　reports，

ては美術品に加わる外力から保護するグレージングの装着や温湿　　　the　conservation　department　carried　out　an　extremely　varied　array

度調整を目的としたクライメイトボックスを製作し，温湿度検出セ　　　of　conse「vation　wo「k　this　yea□ut，　in　Pa「ticula「，　a　la「9e　numbe「of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　works　on　paper　were　handled　this　year．
ンサーとデータロガーを設置して温湿度と美術品に起こる変化を　　　　This　year　also　witnessed　the　following　areas　of　conservation

モニタリングしている。このクライメイトボックスについては平成10　　　w『「knot　discussed　in；tanda「d　conse「vation「ePo「ts：the　st「『ngth－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ening　of　frames　and　fittings　in　order　to　prevent　damage　to　exhibited

年度から3年次にわたる科学研究費（基盤研究A－2）として塚田，　　　works　and　those　out　on　loan，　and　the　arrangement　of　protective

河r1が「1下研究中である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　envi「on「P？ntal　fittings．gs　pa「t　of　the□useum’s　ove「all　PhilosoPhy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　preventlve　conservation　work．　Particularly　in　the　case　of　temper一

　新しくオープンした企画展示館の展示については，多くの入館　　　ature　and　humidity　sensitive　works　going　out　on　loan，　preventive
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work　meant　fitting　protective　glazing　which　would　protect　the　work　　　constant　in　the　newly　opened　Special　Exhibition　Wing，　particularly

from　external　forces，　and　the　creation　of　climate　boxes　which　　　　when　there　are　large　numbers　of　visitors　in　the　galleries．　The

control　humidity　and　temperature．　Sensors　and　data　loggers　were　　　enlarged　scale　of　the　Main　Building，　New　Wing，　Special　Exhibition

fitted　so　that　changes　in　temperature　and　humidity　could　be　moni－　　　Wing　and　the　museum　sculpture　forecourt　has　led　to　an　increas－

tored　and　any　resulting　changes　in　the　art　work　prevented！rsukada　　　　ingly　complex　situation　in　terms　of　the　management　of　the　pro－

and　Kawaguchi　are　presently　researching　climate　boxes　as　part　of　　　　tective　environment　for　works　of　art，　and　consideration　has　now

a　Grant－in－Aid　forScientific　Research（A－2）begun　in　fiscal】998．　　　　　begun　on　how　to　systematize　management　of　functions　and　thus

　Efforts　are　being　made　to　ensure　that　climate　conditions　remain　　　　improve　their　efficiency．　　　　　　　　　　（Kimio　Kawaguchi）

修復記録
Restoration　Records

〈油彩画＞　　　　　　　　　　　　　　P・1960－3　　　　　　　　　　　　　　　4．素地と紙製ボードのめくれや剥離をメチルセ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　ルロース（cp1500）で再接着

シャルル・コッテ　　　　　　　　　　　　　　ド層に別の絵画が描かれ，その上にペインティ　　5・額装改良

《山の風景》　　　　　　　　　　　　　　ングナイフで描画されている。

油私カルトン　　　　　　　　　　　　　　　　絵具層の亀裂や浮き上がりが激しい。　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ
臨驚1；　　　　　　　　　　　　　　　カンヴァス素地を貫通するピンホ＿ルあり。カン　　《パエストゥムの古代遺跡の景観》

僻状態：　　　　　　ヴァス周辺部に囎（オリジナル）カ‘’釘で雌さ‡蒜㌫認一ヴィング
素地の角には押しつぶれと劣化があり，カルトンれている・縁の汚損大・　　　　表紙寸法57…熱
の裏面から徽による黒いシミだしが画面表まで修復処置・　　　　　　　G・’998－21～41（計21点）

達している。シェラックニス塗布による表面ニス　　1・絵具層浮きhがり固定（3％ゼラチン水溶　　保存状態：

の黄変。画面周囲には額擦れによる絵具層の　　　液）　　　　　　　　　　　　　　　　　21枚すべてが左辺にて綴じられている。厚手
欠損。作者による加筆と思える箇所に変色。　　　2・カンヴァス穴の補修　　　　　　　　　　　　の紙表紙（表・裏）付き。表紙と本紙には著しい

瓢菖浮き上がりの醐定（3％ゼラチン罐㌶獺㌫ン／胡粉）勤邊霊本紙の表面は擦れによる

蒜液）　　　　　　　5舗彩　　　　　　　修復処置・
2．カルトン周辺の平面化（加湿，カ。圧）　　6・竺の瀞（消しゴム・Wスピi」ット）　　作品を1枚ずっブ・クマ・N・収納するため綴

3．ニスの調整洗浄（過剰洗浄を避けるため）　　　（処置・河口公生’桜井麻倫子）　　　　　　　　じをはず尤本紙の汚れを除去し，上辺にピン

4．古い補彩のヒに補彩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジを付ける。

5．ニス塗布（ダマー樹脂10％テレピン精油）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．仮綴じを解体

6．額装改良（洗浄，補修，裏板付け）　　　　　〈版画素描＞　　　　　　　　　　　　　2・裏面および表側マージン部のドライクリーニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ング（粉末プラスティック消しゴム，steadlar

エミール＝ルネ・メナール　　　　　　　　　　　エドガー・ドガ　　　　　　　　　　　　　　　　　社製）

《古代の地》　　　　　　　　　　　　　　《背中を拭く女》　　　　　　　　　　　　3・ヒンジ付け（和紙メチルセルロース）
油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　パステル，カルトンに紙貼り

ζ｝1｛，撫　　　　　　鑑ま7°9×62’4cm　　　　ジ。ヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ

糊犬態・　　　　保存状態・　　、　㌻鴛貸遺肥景観》（計7点）
カンヴァス周辺部に額擦れと小欠損。画面ニス　　本紙は厚み約7mmのカルトンボードに貼り付け。　　G1996－2《シビラの神殿，ティヴォリ》51．9×76．7cm

の黄変が著しい。張りしろ部のカンヴァス地塗　　ボードには平面変形・画面の皿状の反り。ボー　　G・1996－3《シビラの神殿・ティヴォリ（背後から）》51・9×

りの磨耗が認められる．　　　　ドはリグニンを多く含むため強度の低下が懸念窪潔．4《シビ。の繊テ，ヴォ，（下部鯖を含む、》

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　される。素地およびボードの周囲にめくれや剥　　76・3×51・9cm

1叢㌶麟瓢羅）浮き上がりの質亥テ・レ噸状態はおおむ蹴部5＞的61㌶器㌶一とイシモ・・－

2喬紬洗浄（イゾプ・パノー2V・・Wスビル㌶鷲霊ているが現状で｝ま活発蒜艦㌶熱』㌫…

3次酬繊　　　　　　な酬はない・　　　　　　《。＿マとカンプス．マルテ，ウスの地図》
4．補彩および古い補彩の上に補彩　　　　　　修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　（1点）
5．ニス塗布（ダマー樹脂10％テレピン精油）　　　当作品のボードは作者による意図的な制作過　　エッチング・エングレーヴィング

6．額装改良（洗浄，補修，裏板付け）　　　　　　程の一部であると考えられるため・現状保存処　　本紙寸法134・3×75cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置にとどめる。　　　　　　　　　　　　　　　G・1998－20

45．6×55．4Cm　　　　　　　　　　　　　3．顕微鏡下，筆とバキュームポイントで徽除去　　よる変色（黄色化），フォクシングや汚れが目立
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つ。本紙裏面に付けられているヒンジ（製本さ　　1．パルプ＋CMC＋H20＋界面活性剤で湿布　　　②緑青部の補彩

れた際に膠で付けられた紙片）は接着剤による　　　吸着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒油彩絵具をテレピンで希釈して刷IZで

変色が画面側まで影響している。　　　　　　　2．黄ばみは過酸化水素水10％で洗浄　　　　　　　　塗布

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③表面保護

2．馴のヒンジ除去（少量の水分，アルコー　ζ照W39。。D1。。，m　　　　　4．調1継設置

　ル，軽い加熱，メチルセルロース）　　　　　重量7t　　　　　　　　　　　　　　　　　免震装置の機能確認と地震や強風の解析
3．本紙洗浄（イオン交換水，水酸化カルシウム　　S・1959－45　　　　　　　　　　　　　　　　　　用データの収集を目的とする。

　溶液の混合）　　　　　　　　　　　　　　保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　①加速度計（三成分一体サーボ型）×5

4．残存した接着剤の除去　　　　　　　　　　　94年に前庭地下展示室工事のため撤去されて　　　②温湿度計×1

5．過酸化水素水による部分漂白　　　　　　　　から野ざらしの状態に放置され，本体支持鉄骨　　　③熱電対×8

6．サイジング（メチルセルロース）　　　　　　　下部が錆の腐食進行により座屈していた。これ　　　④カンチレバー変位計×6

7．フラットニング　　　　　　　　　　　　　　以前よりすでに19パーツからなる本体の結合ボ　　　⑤風向風速計×各1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルトおよび支持鉄骨と本体との取り合いボルトは　　⑥卜記の計測機器の記録装置ならびに無停

ベルナール．ビュッフェ　　　　　　　　　　錆が進行し，過去に雨漏れのあった右（裏面）　　　電装置×各1

《後ろを向いた男》　　　　　　　　　　　　支柱周囲のボルトは腐食末期状態であった。　　　設計：横山建築設計事務所・竹中工務店・国立

ペン・インク　　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西洋美術館

欝i；：；㌫　　　票等鑑曇蕊惣鑑灘麿麟講㌫、1三之．綱酬
保存状態，　　　　　行なうことにな空その・とにより防災望観゜公生）
本紙は黄変，全体に波打ち。裏面の和紙とテ　　点よりすべてのHll庭彫刻の免震イ4iE十画をMて・

一
プのためひきつれ。本紙周辺に細かい破　　次の4項日のe．容によって処置を行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．免震台座設置れ。

修復哩　　　　　①麟舗畿㌶罐饗㌶

5・ヒ辺2箇所にヒンジ（和紙・メチルセルロー 　　　②彫刻はテ＿ブル上の免震基台に載せ，背

（三本雅美・河・公生）　　③麗蓼竃の双方にボルトで固蹴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円弧ローラー支承（一次固有周期4秒）5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基

〈彫刻〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性ダンパー（50cm／s時に等価減衰定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数12％）2基
オーギュスト・ロダン　　　　　　　　　　　　　2．彫刻支持鉄骨および結合ボルトの交換

《洗礼者ヨハネの首》　　　　　　　　　　　　①既存の支持鉄骨は内部残存応力に配慮

人理tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し慎重に除去
（！1撫｝、：｛2×D45cm　　　　　　　　　　　　　　②ボルトφ14M（SUS304）437本交換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ彫刻部相互の取り合いに黄銅製
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワツシヤ＿使用

蜘iとサインの紛の麺1よ少ない力治体に　彫刻と新し岐持舗との取り合い部は，
濃い絶の埃の雌・・ゾポワン壁の痕跡　　ブ・ンズ鋳造によるボルト受けを製作し電
を示す多くの孔と鉛筆・石膏O－．．i．寸着が見られ　　　　食を防止

る・表裏に鉄分の染み・さらに畏面には付着物　　　③支持鉄骨（SUS316で製作）

（砂？）が見られる。　　　　　　　　　　　　　　　これまでの門型形状を基礎とし，主に両側

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　面，上部下部のこれまでの結合形式を踏

L・iルプ寸CMC＋H20＋界面活性剤の混合　　　　襲した。さらに中央部に支柱を追加し，彫

　剤で洗浄　　　　　　　　　　　　　　　　　　刻中央部のリブと継ぎ手（SUS316）で取り

2・黄ばみをエチルアルコール＋H20で湿布吸　　　　合う構造にし，彫刻全体の剛性を高めた。

　百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免震基台と取り合うために支持鉄骨下部
3・加温加圧蒸気洗浄（H20）　　　　　　　　　　　に平板を追加し基台とボルトで結合。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　背面躯体と取り合うため上部，下部に各2
シャルル・ルネ・ド・ポール・ド・サン・マルソー　　　　本ずつ継ぎ手を設けた。

《マリー・バシュキルツェフの胸像》　　　　　　　　支持鉄骨の位置はこれまで重心が上部後

1蕊、；・・D3　　　　　藤≧∫難…13cm後退させ下方向

酬犬態・　　　一　耀罐麟置1ま以下の内容のみで

㌘罐‡麺麟纏罐；㍍浄
っ・全体に星取り技法によるポイント痕。　　　　　　中性洗剤による排気ガス等の油煙ならび

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に砂塵の洗浄除去と清拭
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展覧会貸出作品
1．oanS

力‘ゾィ～ピ〃厄，／（・s（’／（・i’7・？i（）i’（・s（17～1・2　（ζ（・s

April　lO，1998－January　3，1999

Galeries　Nationales　du　Gralld　Palais／

1’hiladelphia　Mtlseum　of　Art

（「ウジェーヌ・ドラクロワ後期作品」展

1998年4月10日一1999年1月3日
グラン・パレ，パリ／フィラデルフィア美術館）

P．1975－2　ウジェーヌ・ドラクロワ《墓に運ばれる

　　　　　キリスト》

「イギリス工芸運動と濱田庄司」展

1998年8月8日一9月15日

千葉市美術館
D．1990－10　バーナード・リーチ《木》

OA．1990－1バーナード・リーチ《陶板：水差し》

OA．1990－2バーナード・リーチ《陶板：登窯》

山梨県立美術館20周年記念特別展
「自然に帰れ一ミレーと農民画」展

1998年9月26日一12月6日

山梨県立美術館

P．1959－123　レオン・オーギュスタン・レルミット

　　　　　　《落穂拾い》

P．1959－124　レオン・オーギュスタン・レルミット

　　　　　　《農民の家族》

Gz・tstave　Mo　reau

September　28，1998－April　25，1999

Galeries　Nationales　du　Grand　Palais／

The　Art　Institute　of　Chicago

（「ギュスターヴ・モロー」展

1998年9月28日一1999年4月25日
グラン・パレ，パリ／シカゴ美術館）

P．1959－196　ギュスターヴ・モロー《牢獄のサロ

　　　　　　メ》

D．1959－43　ギュスターヴ・モロー《聖女チェチ

　　　　　　リア》

D．1995－1　ギュスターヴ・モロー《「聖なる

　　　　　　象」》

「パリ国立図書館特別協力プッサンとラ

ファエッロー借用と創造の秘密一」展

1999年3月5日一5月30日

愛知県美術館／足利市立美術館

G．1987：・10　ジャック・カロ《ローマの絵画「聖

　　　　　　エラスムスの殉教」》

G．1987－17　ジャック・カロ《ローマの絵画「サッ

　　　　　　ピラの死」》

G．1987－20　ジャック・カロ《ローマの絵画「足

　　　　　　萎えの男を治す聖ペテロと聖ヨ

　　　　　　ハネ」》

G．1989－100アルブレヒト・テユーラー《銅版受

　　　　　　難伝「破者を癒すペテロとヨハ

　　　　　　ネ」》

G．1992－65　ルカス・フォルステルマン《三王礼

　　　　　　拝》
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新収作品一・覧　　　　　　　　　この一覧には・平成9年4月から平成10年3月までの1年間に当館a）予算で購入した作r！1・elおよび制｛曽

List　of　New　Acquisitions　　　　された作品が含まれる。所蔵番号のPは絵画・Gは版画・Lは書籍を示土

購入作品
Purchased　Works

グエルチーノ「1591－1666］　　　　　　　　　　LandSCmpe　CapriCCiO　with　the　TOmb　　　1516－19
《ゴリアテの首をもっダヴィデ》　　　　　　Of　the　Horatii　and　Curiatii，．　and　the　　㍑嬬品m

1650f傾　　　　　　　　　　　Villa　Of　MaeCenaS　at　TiVOIi　　　　B。，t，ch。。1．11，。。．65；H。ll，t。in　v。L5，。。．248
油彩，カンヴナス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1754　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－3

120．5×102crn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil　on　canvas

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．1×134．5cm

艦蹴竃麗h：灘榊巧　　繋舗人：　ダV？デ
轍㌫㌣　　　　アリ．シェフエール117，5－，858］　　額13。mm
P・19・　98’1 　　　　　　　　　　　　　　　《戦いの中・聖母の加護を願うギリシャの　　The　three　good　iewish　men：ノbshua，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙女たち》　　　　　　　　　　　　　　　1百㎎David　and　ludasルlaccabαeus

カル・・ドルチ［16・6－1686］　　　藷鴛游ス　　　　　　田＝、
《悲しみの聖母》　　　　　　　　　　　　65×55cm　　　　　　　　　　　　　　　lg5×130mm
1655年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名と年記あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bartsch　voL11，　Ilo．66；Hollstein　vol．5，　no．249

灌蒜論、形画面）　　　　A，yS，h。ff。，11795－1858］　　　G’1998’4
カンヴァス裏面に書き込み　　　　　　　　　　　　　　　Gγeek　Women　Imり　IO　ring　the　Virgin　　　　　＿

蹴蹴；一　　繍㌘罐罐ご蓋曇麟ヤ婦人　らユー
㌶蹴1）　　　㌫＿s　　　　額132mm
麟蹴㍗　㎜　　警鑑…民一一　励一＝蹴傭㍑膓1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1516－19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

エドワー・レト・コリール1・・164・－171・］　　　　　　　　　　　器認漂11，。。．、，、H。ll，、。、nv。1．、，。。．25。

《ウァニタスー書物と燭艘のある静物》　　　ハンス・ブルクマイアー（父）「1473－1531］　　　G1998－5

！663年　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作〈9人の英雄と9人の女性英雄〉

轍是1．　　　　　　（全6点）　　　　　　《三人の良き異雛，ヘクトル，アレクサン
モノグラムと年記あり　　　　　　　　　　　　　Hans　Burgkmaier，　The　Elder　　　　　ダー大王，ユリウス・カエサル》

Edwaert　Collier　Lc．1640－1710］　　　　　　　　「1473－1531］　　　　　　　　　　　　　　　　　　1516－19年

V・nit・・　Still・L・f，　with・B。。le，・and・a　批M％伽・es　and　Her・ines　　木版
Sfeztll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（complete　series　of　6　plates）　　　　　　　195×133mm

I663　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provenance：Collection　of　A・Blumi　sale　Sotheby’s，　　　　The　three　gOOd　heathθn　men’

こ監、and．d。、e、a、．1。w。，．1。，，、．E、　鑓壁＝；1；　9⌒　影㌶㌔＝一ε』4

166？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1516－19

P．1998－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堅煕諜繁沈㍗帝ア議辮11・－1－－251

ピエトロ・ロンギ［1702－1785］　　　　　　　　　1516－19年

《不謹慎な殿方》　　　　　　　　　　　　木版
1740年代後半　　　　　　　　　　　　　　196×132mm　　　　　　　　　　　　　　　《三人の良き異教婦人：ルクレティア，ウェト

ま影；。駕ヴァス　　　　　　Th・　three　9・・4　C励吻η一　　 ウリア・ウイルギニア》

罐＝職撚　　驚箸罐蹴gA』　欝1㌶．
L三ter　1740’s　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　three　gOOd　heathθn　Wom¢n：
㌫3ヱnvas　　　　　　　麗，還瓢11。。．641。。11、、，、。　v。15。。247　　LZaCreti・，　V・tZtria　and　Vi・ginia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　．
P．1998＿4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1516－19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WOodcut
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195×132mm
リチャード・ウィルソン11713－1782］　　　　　《三人の良きキリスト教婦人：聖ヘレナ，聖　　；；3；斜v°Ll1，　n°・69；H°llste’m　v°1・5・　n°・252

《ティヴォリの風景（カプリッチョ》　　　　　　　ブリギッタ，テユーリンゲンの聖エリザベト》

1754年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1516－19年
油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版

99．1×134．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195×130mm
イニシャルによる署名と年記あり 　　　　Th、　three　9。。∂伽吻拠。m、n：　　克ンセスラウス・ホラー116・7－16771
Richard　Wilson［1713－1782］　　　　　　Sts．　Helen，　Bridget　and　Elizabeth　　　　連作〈蝶々とさまざまな昆虫〉（全12点）
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エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴでング，’任（ノ）ll紙　　　　　　　　　　　WHt《川・1三ly　72・1

各82、119n1｜11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　445　K　670nn　m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」998－28

Wenceslaus　Ilollar　l｜607－16771　　　　　〃．　Vi〔・t｛，　shθi（ノ翫g　the　rcirn（tins　ofα

Bittt（’i／llies　an｛l　t？‘t　xiθltS　i7zs（ノ‘’tS　　　　　　l（”’A「e　en〔’1θsitre　of（’olit7nns…　　　　　　　《第8葉：パエストゥムのバシリカ，プロナオ

1∫3　lllete　se「1es°f　12　plates）　　㌫。芸、、．d＿、v・，　，11・aid　p、pe，　　㌘・1ファサーFhを内｛‖・1からのぞむ》

82v（11！hmlll　vach　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・15x6iOmnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li78；1：－

Pt・oVCIlancc：ArCadia，　Tokvo．　　　　　　　　　　　　　Wilt〔，n・Ely　719　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ・ソチング・エングレーウィング，古の日紙
（｝，｜gg8＿8、lg　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1998－L）ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　488×660rnn】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VIII．　Anθ〃IC，ノ’vi‘ノ～V　of　the　PrOnaos

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第3葉：パエストゥムのバシリカ，中景にポ　　　described　and　d－itazvn　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイドン神殿》　　　　　　　　　　　　　　Preceding／）late

ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ　　　　　　1778｛r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l778　　　　　　　　　　．
ll72・一｜77・1　　　　　　　エ・チ・グ・エ・グ・－Wグ・饗の喘　　　6；8；認1；cn9「aving°n　lald　pape「
《ローマとカンプス・マルティウスの地図》　　　495×652mm　　　　　　　　　　　　　　　　Wilt。n－Ely　725

1774年頃　　　　　　　　　　〃．View　of　s・me　C・IUmnS・f　the　　G・1998’29
エ・チ・グ’エングレーヴ・ング・三Sia）實の日紙を；1，’i　’）　facade・PP・s舵批・％吻醐‘η伽

慧。，5。mm　　　　　　娩・・伽9顕巳・・　　　　《第9葉：パエスト。ムのバシリカ，プ。ナオ
Gi。van。i　B。tti、t。　Pi，an，、i　L172。．17781　認、。g　a。d。ng，av、。9。n　1。、d，、per　　スのファサードを内側からのぞむ》

批政繊吻伽C・吻・　　鵠；蕊謡，。　　　　　　望禁ング．エ。グ。一ヴ，玖費の目紙
”α吻S　　　　　　　　　　G．1998－24　　　　　　　　　　47（｝。670mm
c．1774
Etchil19　and　engraving　oll　laid　paper　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX．　AnOtheγ　inten’oγ　ViθW　Of　thθ

‖i㌶iill1＿1、＿ler，　Fran、fur，、．1㌘㌫㌫㌫議・側面の㌶霧；。㌍…a”ed　C°”ege　des

M・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778

G19　 　　　　；1＝ングレー㌘實の目紙　：il撒㍗㎎㎝1田』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1V．　A．　View・f　the　eighteen　side　　G・1998－3｛｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　colZtmns，　drawn　from　the　side

認蒲・バツティスタ・ピラネージ　；徽酋θ吻痂鋤吻τ　鷲，1葉：パエストゥムのポセイドン神殿》

認鵜鴇銚翼齢18’°］》ii器蒜一一1・・d・P・per　蒜《；；ニングレー助瀬のFI紙

（全21点）．．　　聯塁y721　　　　蕩聯篇罐㍑，鵠竺
Glovanni　Battlsta　Plranesi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pesto．．

R；＝；Pi，ane、i　　　《第5葉：・1エストゥムのバシリカ内部，プ・昆II、。lande。，，avi　Tl　gJ。。，。、d，。p。，

lc．1758／59－1810］　　　　　　　　　　　　　ナオスの遺構》　　　　　　　　　　　　　48〔｝×707mm

DZrrerent　VieWS　Of　some（of　the　　　l778年　　　　　　　　　　　Wilt・n－Ely　727
remains　of　three　great　edzfices　of　　エ。チング・エングレーヴィング墳の日紙　　　　G・1998－31

the　ancient　city　of」Pesto（complete　　　　　　49｛〕×670mnl

series　of　21　plates）　　　、　　　　　　V．．4．　View　of　the　remains　of　the　　　《第11葉：パエストゥムのポセイドン神殿，

＆［°venance：Helmut　H’　Rumble「’F「ankfu「t　a’　　　PrOnaos　Of　the　b｛til4．in8　fenOwn　aS　　　側面の列柱》

G，1998－21～41　　　　　　　　　　the　Cθ〃ege　deS　AψC加η∫．．．　　　　1778年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング，饗の目紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　engraving　on　laid　paper　　　　　　　　　　　　　　453×678nnni

《表題葉・ポセイドン神殿内部》　　㍑ll蕊｛腸　　　　　　万伽痴ハψ物。，。段凱
三兇グ．エ。グ。一ヴ，。，・，．，K。、。紙　　　（｝・199梛　　　　　　　＝加川ん・・W・・〃脚…a
445。670mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　larger　scale　than　zn　the　first　Plate
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
FrontisPiece：View　showing　the　　　　　《第6葉：パエストゥムのバシリカ内部，プロ　　Etching　and　engraving、，n　laid　paper

remains　of　the　interior　Of　the　　　　　　ナオスの遺構》　　　　　　　　　　　　　　453×678mm

T・mPle　of　NePtune．．．　　　　1778年　　　　　　　　巴i6購；y　728
1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング，饗の目紙

Etching　and　engraving　on　laid　paper　　　　　　　　　　　　　470×705mm

繍蓋ll穐1夢〕；17　　　　　　　　　　　　　VI．　Another　view　of　the　Pronaos　　　　《第12葉：パエストゥムのポセイドン神殿内

G・1998－21　　　　　　　　　　　　　　　facade　dr（iwn　and　described　in　Plate　　fllS》（第2版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／「．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778を1三

《第1葉・パエスト。ムの雌遺構，遠景に　認i。、a。de。9，av、。9。。1。、d，、p。，　　篇㍍ングレーT7”「ング’饗喘（

！iつ竺築遺構》　　　　　駕ll謡漂；、、、　　　　　万・批万。。　w〆批π吻1吋
欝、㍍・ク・一ヴ・ン・・…ff・・i・紅〔　G．1998－27　　　　畿蒜。鵠”Z融ぱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
1．View　slzowing　the　remains　of　the　　　《第7葉：パエストゥムのバシリカ，プロナオ　　Etching　and　engraving（on　laid　paper

㌘・翻⑳・・巫A㎡伽・…　　スのファサードを内側からのぞむ》　　翻謝ソ29
1778　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－33

Etchil！g　and　eiigi’avhng　oll　laid　paper　　　　　　　　エッチング・エングレーヴfング，費の目紙
445×670mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　455×670mm

聯；y7’8　　　　　V、、．　、nterio。　view　of　the　s。．call、d　《第13葉…エスト・ムのポセイドン神殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　College　des　A　nfictions　　　　　　　　　　プロナオスの遺構》

《第2葉・パエスト・ムのバシリカ》　　昆ll、。ga。dc。9，av、。g、）nl。、d，。p。，　　三鷹グ．エ。グレr。グ，饗の、紙

1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　455×67〔〕mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495×670mIn
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琉誤罐㌶：。Z。iんジ　瀦灘エストゥムの通称ヘラ神殿㌶量i鋼：艦18・・IM　（1）a・｝el’・

〃～lf　TemPle　of　Neptune．．．　　　　　1778年　　　　　　　　　　　P，。vena。c。，（｝，。，g　Hi，。el
1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング，寳のH紙　　　　　　　　G・1998－45
Etching　and　engraving　on　laid　paper　　　　　　　　　　　　　465×660mm

495x670mr丁1
1「　　嚇73° 　　　　認：．S’4εWの晒働　澄ζ翼三㌫，麟12°1
《第14葉，パエストゥムのポセイドンネ織》ii・蒜一㎝1・id・P・per　三鷲1覧不，墾．

プロナオスの遺構》　　　　　　　　　　　）yilt（m・Ely　736　　　　　　　　　　　　　278×119mm（ll緬1）・322×162mm（紙）

177811・1　　　　　　　　G・1998－4°　　　　　　　　Max　Kli。g，，　r1857－192・1
㌃チン7°エングレーウィング冶のEl紙　　　　　　　　　　　　　　　　Psyche　and　the　Eagle・fノ吻れ
4イo×663nlm　　　　　　　　　　　　　　《第20葉：ノN°エストゥムの通称ヘラ神殿内　　c・1882　　　　　　　’

認＝罐㌫罐励　鷲、1，　　　　欝鑑濡瓢・・162－・PEIpel－）
∧lePtz・tne，　draWn　in　the　tWO　preCeding　　　エッチング・エングレーヴィング，費のH紙　　　　　　　　Provenance：Georg　Hirzel

pl。tes　　　　　　　　　48・・688mm　　　　　　　　G・1998－’；6
1778、　　　　　．　　　　　　XX．」㌦励0γview　of　the　temPle
9ε霊㍊el〕9「aving°n　lald　pape「　　　吻ψ醜伽・4励ω・b卿　　　マックス・クリンガー11857－192・」

Wilt。。．Ely　731　　　　　　　　　　　　　dedicated　ro吻κo＿　　　　　　　　　　《女性半身像：メゾティントの実験》

G・1998－35　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　1891年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴謡eng「aving°n　laid　pape「　　顕蒜溜総三；鴛一（紙）

漂1鵠y732　　　　　　　H・n・・e・Daumi・・t18・8－1879］　　　マックス・ク・ルガー［1857－］92・」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rue　Transnonain，　le　15　avril　1834　　　《メゾティントによる女性の頭部》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1834　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1891年頃

鷲鐘rスト・ムのポセイドン神殿襯…鋼撒一一　㌫孟瀧こ㌫・紙・
1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－42　　　　　　　　　　　　　　　　Max　Klinger　L1857－1920］
エッチング・エングレーヴィング，饗の「1紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Female　Hθad　in了lfezzotint

195x67：lmm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．189］

．￥V・．　A．，　B．　Vi、，v　。f　the　remains　of～総2忽ガー［　185　7－1　9．　2°1　　‖瀦忽鵠＝認詳ぽ，，，，

：㍑；搬蹴ll　湘んε　麗。．、ゾテ，ン，，．，，コa）エ。チ。グ紙　議㌫㎞・H・rzel

I778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249×122mm（画面），363×274mm（紙）
Etching　and　engraving　oll　laid　paper　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

41i5・・673mln　　　　　　　　　　　　　　　Max　Klmger　L1857－1920］　　　　　　　　マックス・クリンガー［1857－19201

11　1｛・漂733　　　　　驚DZS故”オB』』励　　《あこカ1れ》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et・hi・g　a。d　mezz。til、t。。　white　et。hi。9　P。per　　19〔｝9年頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249×122mm（image），363×274mm（paper）　　　　　　　エッチング・アクアティント・紙

《第旦葉：パエストゥムのポセイドン神殿，　　6i？§ξ；．1；6－VI　　　　　　　　　　　　　495×：ハ35mm（剛1）・　600×4381nm（紙）

ケッフの遺構》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Max　Klinger　l．1857－1920］
1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yeaγn　ing

エ』ソチング’エングレーヴイング・饗σ）目紙　　　　　　　マックス・クリンガー［1857－1920］　　　　　　　c・1909

宴｝㌫α“醜＿、げ仇e鷲者》　　　　蟹騨艦鵬1；㌫・一
ビ（・lla　f↓／the　Tem）le　Of　Nel）tZtne　　　　　　　エッチング，アクアティント，和紙　　　　　　　　　　　　　　Provenance：Georg　Hirzel

l778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　266×161mm（画面），407×305111m（紙）　　　　　　　　（；・1998－49

6烈莞、㍊el19「avin9°n　laid　pape「　　　Max　Kli・g・・11857－192・1

Wi｜t。n．Ely　734　　　　　　　　　　　　　　　PhilosoPher　　　　　　　　　　　　　　　マックス・クリンガーll857－19201
G」998－ll8 　　　　　　㍑i。9。n、。qua、i。t。。　J、P。，　p。per　　《アトリエからの眺め》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　266・161mm（imag・），407・305mm（pap・・）　　　1890it！．｛頃　　、

《第18葉・パエスト。ムの通称ヘラネ申殿》　6il1蒜、lll’”　　　　　　㌶蒜1蒜；i認灘蒜紙、

漂㌧。．エング。一ヴ，ング．釧］紙　　　　　　　　　　　Max　Kli・9・・11857－192・1
452・67（）111m　　　　　　　　　　　　　　　　　マックス・クリンガー11857－1920j　　　　　　　Viet・vノ’1・’o　T17．　the　Stz’tdiθWindo～｛”1

Xレ〃／．View　of　another励ψ1θin　　　《夜の書斎（書斎のメフィストフェレス）》　　　言㍑iil。ing　and　dryp。int。1、．pape，

㍑∴認認隠隠、＝：〃1Z麗グチ。イナ紙・・占付・、　　　ξ｝麟鴇m（lmage｝・268×is9°mm　｛pttpc’「l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PrOvenance：G（・o！’g　llil’zel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81×131mm（画面），117×182mm（紙）
ノ〃〃θ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998．5〔［
1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　Max　Klinger［1857－1920］

ぽil蒜…eng「avin9°n　laid　pape「　　　L・・吻瓶τ＝仰幼励沈撚　　　　　　　．

漁1瓢735　　　　F，gey）　　　　　爾藷㌶㍑⇒5卜192°1
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lvoylt．Lrl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロラン11600－｜6821　　　　　　　　　Etching
㍑・㌔画1・、1・．一・5－（　　　　　　　　　　《エジプト逃避紙）　　　　16i｛O一川・ヒri》　　　こ翫・㍑＿、

Max　Klinger　ll857－1｛）2｛｝1　　　　　　　　∵’∫『ンク　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1998－62
S（・1〃々o　i　’h　’（／〃tt・i／12　Gl（tss（）s　　　　　　　　　　In”170nmi

皇1；ll｝認㍑、，、、＿一、＿，　～部㍑1蕊㌫16821　　2蒜≡ノ；6（）（）“1682］

ill蕊㍑・；eor・　Ilirzel　　　i欝㌧、困　　　　　竃㌫

アルブレヒぽ一ラー．．　11．f71．152，1　｛；1｛1｝；1漂L’「Ylann｛）cci　　＝；＝賜・噸］

《メレンコリア　1》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1636
151・1年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロラン［1600－1682」　　　　　　　　　　Etchin9

蒜7繍ンク 　　　　隠響のいる風景》　　　議竃・㌦。、
Albrecht　DUrer　l　1471－15281　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1998－63

Melc」）～C’θlia　1　　　　　　　　　132×199nm〕

蕊；㌫　　　　＝蕊｝㍑㌫竃］　　㌫lrランi16°°’1682］
＝4’Nkde「75’　H°llsteln7鼠St「au騰79 §…撮、一、　　　　鷲グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mamocci　11（vi／ix）　　　　　　　　　　　　　　　　　1：31×200mm

アルブレヒト・デューラーII・171－1528」　　61｛；；i㌫ce：L・「・Y4ann°cci　　　　　Claud。　L。rrai。116・・一一1682］

《馬奇士と死と悪魔》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Coevlzei’d

1513年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1至36．
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロフン｜1600－1682］　　　　　　　　　正；tchm9

246・19・mm 　　　　　　　《浅瀬》　　　　　　　惹1；＝11；；（i、、／。、、
Albrecht　Dtirer　l　I471－1528」　　　　　　　　　1634年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr・、・ellallce：L．　Mann。cci

K・ight，　Death　and　Devil　　　孟；1㌶m、　　　　　　G’1998－64
1513

i撚二＿品、t，auss　7＿、ler，、鴇蹴「「ain　l’6°°“1682］　　嚥題繊゜（）’1682］

G」998－53 　　　　　　　㌫i。g　　　　　　　l638－・・1tl；・・i’i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO6×171mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

ク。一ド・・ラン116・・－1682］　　　醤蕊蒜，設認n、）cc、　　　　129xl8°mm．
《羊飼いの男女》　　　　　　　　　　　　G．lgg8－5g’　　　　　　　　　　　　　　Claude　Lorraln　l　1600－1682］
1630年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deψarture　for”～e　Field
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C・1Q3i－41

177×130mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロフン11600－1682］　　　　　　　　　　Etchmg
Cl。。d，　L。rrai。　L16。、，．1682］　　《Jll岸の踊り》　　　　　㌫：瓢・…、／・．・

Tl・e　Ilerdsma…d〃ie　S》iePhei’de，ss’　禦㌻　　　　　　　61｛㍑晋re：LMalm°cci
c．1630　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131×200mm

Etchin9

蕊鞠；1＿　　　＝｝；＝1〕11；6＝・・ん　㌫’°ラン116°〔）’1682．］
G・1998－「・・4 　　　　　　　£蕊lg　　　　　　　1638－・1年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131×2（IOmm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

ク・一ド・・ランII6・・－16821　　　；i言蒜、li〕£i蹴1。cc、　　　　’3°×］83mm．、
《嵐》　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－60　　　　　　　　　　　　　　　Claude　L（）rram｜16〔｝o－1682］
163（［年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Slz　iP～w　re（．’le

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　・・1638－41
125xl76mm　　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロフンll600－1682］　　　　　　　　　Etchlng

Cl・・d・L・rrai・116・・－1682」　　鱒されるエウ゜ぺ》　　　i≧講；ii・⊥、

Te〃nPest　　　　　　　　　　エ。チ．グ　　　　　　　　　　G．1998．66　jt
l63〔1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200　x256nlln

Etc｝1iTlg

鷲駕ll㌫c。　　　麗莞霊蹴一16821　　2羅㌶‘郷潔辺》
・’19・8－55 　　　　　　　㌫i。g　　　　　　　l638一岬n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200×L）56mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mannocci　l．4　（v／vii）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128x180mm

クロード・ロラン11600－16821　　　　　　　　　　1’rovc・11allcel　L．　Mannocci　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

《lll羊》　　　　　　　　　　Gl99・一・1’　　　　　　　　　毘麗㌧2㌃う㍊瓢｝曉裂τ

匡il甥北n　　　　　　　　－　　　　　　・．163斧一41
：㌶：慾　，〔）．1682，　鮫蹴鵬682］　撫£ii≧、
Tl～e　Gθ〔Zts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－67

c．16（IO－33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130×199nlm

Etchings

202×132mm／2｛｝2×132mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Claude　Lorrain　l　1600－1682］

㍑㌫蕊！i品｛1、llliil「ight1｝　　　H・・b・ur　Scene　with　Rising　Sun
G．199，　8－－56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1634
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クロード・ロラン［1600－1682］　　　　　　　　The　Goatherd　　　　　　　　　　　　　　Le　Toton
《燈台のある港湾風景》　　　　　　　　　　1663　　　　　　　　　　　　　　　　　　1742

1638－41轡　　　　　　　書ξ鵠mm　　　　　　　瓢；器…el19「avi”g
エッチンク　　　　　　　　　　Mann。cci・44（iii。／。）　　　　　　　B。，h。，50（i／H）；R。la。d．Mi、h。1．XVIIL
139×198mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Prevenance：LMannocci　　　　　　　　　　　　　G1998．78

Claude］Lorrain　「1600－1682］　　　　　　　　　　　　G・1998－73

Ha「b・ur　Scen・　with　a　Lighth・use　　　　　　　　　　　ピエ＿ル。ルイ．シュリュグ11716－17721

灘：m　　　　l㌶駕［1881－1973］　　｛脇巖rト・シメオン・シャルダン

麟1瓢一　　　竃蕊・紙　　　隠遊び》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pablo　Picasso　［1881－1973］　　　　　　　　　　　305×328mm

認急m　　　　織元b　　　　焦吻4・1㎜
Claude　Lorrain　l　1600－1682］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　en9「aving

R・beCCa・・nd・Eli…r　　　　アゴスティ＿ノ．カラ。チ［1557．16。2］　　認。歪li瓢、／、、）、R。1、nd　M、，h。1　XXX

悶㍑1　　　　　　　《悔俊する聖ヒエ・ニムス》　　　G・1998－79・
128×194mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレー吻ング

漂：蒜。1！£v蹴。cc、　　　　41・・274mm　　　　　　　ルイ・シュリュグL1686．1762」
G．1998－69　　　　　　　　　　　　　　　Agostino　Carracci　11557－1602］　　　　　（ジャンニバティスト・シメオン・シャルダン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St．　lerome　in　Penitence　　　　　　　　L1699－1779］原画）

㌫㌶；＝1　欝IIL・一・一。。2131V／纏。㌘㌘．
1650－51年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998．75　　　　　　　　　　　　　　　　　　　375x270mm
エッチング

161×220mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Louis　Surugue［1686－17621

罐1　　　　罐女》　　　　》i…蒜一v・・g
憲灘£・㌫。cc、　　　認蒜ングレ＝　　　8鰍（ii／ii）1　R°land　Michel　XXXI・

G・1998－70　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles－Nicolas　Cochin　I　i　1688－1754］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（after　Jean－Baptiste　Sim60n　Chardin　　　アブラハム・ボス「1602－1676］

クロード・ロラン［1600．1682］　　　　　　　　ll699－1779］）　　　　　　　　　　　　　《銅版画の技法》
《話し込む羊飼いの男女》　　　　　　　　　㌘θWasherzuoman　　　　　　　　　　パリ・1645｛」｛　　　、

騨勢　　　　　撒綴・・9・av・・g　　　鷲・㌃一ヴィンクによる図版18葉人り）

200×258mm　　　　　　　　　　　　　　　　賢ocher　6（ii／i亘｝；Roland　Michel　v．　　　　　　　Abraham　Bosse［1602－1676］

Cl。ud。　L。rrai。116・。－16821　　　G・1998－76　　　　　　　　T・aite’　des　manieres　de　grave，　en

Shel）hered　and　ShePherdeSS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　taille　douce　sur　1泌γ‘η

COnverSing　inαLandSαaPe　　　　　　　ベルナール・レピシエL1698－1755］　　　　　Pa「is・　164t2

鱗mm　　　i謡鑓ト’シメオン’シャルダン瀦籔紺1願幅
Mann・cci　41（iii／・iD　　　　　　　　　　　《女家庭教師》

6＝ce：LMann°cci　　　蝋グ．エング。一ヴ，ング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　374×267mm

クロ＿ド．ロラン【1600．1682」　　　　　　Bernard　Lεpici6　L1698．1755］　　　　　寄贈作品

《時，アポロと四季》　　　　　　　　（after　Jean．Baptiste　Sim60n　Chardin　　Donated　Works
1662年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f1699－1779］）

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　GovernθSS　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
197×256mm　　　　　　　　　　　　　　　173g　　　　　　　　　　　　　　　　　フフンシスコ・ゴヤ・イ・ルシエンテス

Cl・ud・L・rrai・L16・・－1682］　　撒蒜・・g「avi・g　　　鷹斐鍛の原画に基づく）

念鋤゜ll°and　the　SeaS°nS　　鵠鰐A・R°land　Miche1　IX　　　《バルタサー・レ・カル・ス王子》

Et・hi。g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778年　一
197×256mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・ドブイポイント，饗の1」紙
Mannocci　43（vb／vii）　　　　　　　　　　　　ベルナール・レピシエt1698－1755」　　　　　　347×220inni（版）・385×250mm（ftE）

6＝兇ce：L・　Mann°cci　　　　　（ジャン・バfdスト・シメオン・シャルダン　F，an、i，c。　G。y。　y　L。、ientes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1699－1779］原画）　　　　　　　　　　　　［．1746－1828］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《さいころ独楽で遊ぶ子供》　　　　　　　　（after　Vel4zquez）

クロード・ロランL1600－1682］　　　　　　　　　1742年　　　　　　　　　　　　　　　　　　Baltasαr　Carlos

《山羊飼い》　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング　　　　　　　　　　1778

1663年．　　　　　　374・267mm　　　　　　聯霊蒜：耀㌫；；麟；。pc，、
㌔＝m［16。。．1682，　竃黙＝』dづ欝三一and　Mrs．　Runil）ler，
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平成10年度客員研究員・一一一i覧

List　of　Guest　Curators

渡部和子

　西洋美術関係図書資料の修復および保存に関する調査研究

　・P成10年4月1H　’ド成11年3年31　H

佐藤厚子

　美術館教育に関する調査研究

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

小針由紀隆（静岡県立美術館主任学芸員）

　クロード・ロランに関する調査研究

　平成10年4月1日一平成11年9年30日

木下亮（昭和女子大学助教授）

　「ゴヤー版画にみる時代と独創」展に関する執筆等

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

篠泉（足利工業大学助教授）

　美術館における防災一美術品への免震システム研究

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

鈴木政彦（科学技術振興事業団副主任情報員）

　美術情報の通信基盤に関する調査研究

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

マーサ・マクリントク

　情報・広報事業に関する英語表記の助言・指導など

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

大屋美那

　ロダン作品および資料の調査研究

　平成10年4月1日一平成11年3年31日

雪山行二（愛知県美術館副館長）

　フランシスコ・ゴヤに関する調査研究

　平成10年12月1日一平成11年3年31日
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研究活動
Research　Activities

各研究者ごとの研究活動を［展覧会の企画・構成］，［著書］，［論　　　1998年11－12月

文］，［翻訳］，［エッセイ・作品解説など］，［口頭発表・講演など］，

［その他の活動］の7項目を中心に報告する（研究者名の五十音

順）。項目は研究者によって多少の異同がある。また，これは各　　　幸福輝／Akira　KOFUKU

研究者の美術館内外での主要な研究活動の報告であり，著作目　　　［展覧会の企画・構成］

録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない。大項　　　「イタリアの光　クロード・ロランと理想風景」，1998年9－12月

目に絞った報告もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『イタリアの光一クロード・ロランと理想風景』展カタログ，1998年9

河口公夫／Kimio　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　月
「保存修復事業］

前庭彫刻免震化工事基本設計ならびに彫刻修復処置プロジェク　　　［論文］

ト：《地獄の門》の処置（1998年7月一99年3月末）　　　　　　　　　　「クロード・ロランの初期作品と北方的風景表現の伝統」，『イタリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の光一クロード・ロランと理想風景』展カタログ，PP．175－181／215－

1論文1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　219
“ Technical　Observation　on　the　Tokyo　predella　Panels，”in　　　「頬をつたう涙一ロヒール・ファン・デル・ウェイデンと初期フランド

M．Eisenberg，　et　al．，　The℃onfraternity、4磁ゆ‘θ6θ”by　　　ル絵画における感情表現」，『国立西洋美術館研究紀要』No．3，

Ma　riθ　tto　di　Nardo：The　Coronation　of　the　Virgin　and　The　　　1999年3月，　PP．5－20

L舵of　Saint　Stephen，　The　National　Museum　of　Western

Art，　Tokyo，1998，　PP．71－75．（共著）　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キース・ロバーツ『ブリューゲル』，西村書店，1998年

1研究］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルセル・レートリスベルガー「クロード・ロランー序文」（『イタリア

「絵画作品展示・輸送用マイクロクライメイトボックスの開発」：平成　　　の光一クロード・ロランと理想風景』展カタログ所収）

10年度文部省科学研究費（基盤研究A－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講演］

1講演」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クロード・ロランー理想と自然らしさ」，国立西洋美術館，1998年

「ルーベンスの技法と工房」，ブリヂストン美術館土曜講座　　　　　　11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日仏美術学会，朝日カルチャーセンターなどにおけるクロード・ロラ

1その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン関連の講演

国際会議への参加

“ Painting　Techniques　History，　Materials　and　Studio　Prac－　　　［その他］

tice，”The　International　Institute　for　Conservation　of　His一　　玉川大学特別講義（1998年11月）

toric　and　Artistic　Works，7－11　September　1998・Dublin　　　　『国立西洋美術館年報』No．32の編集

“ Art＆Chimie・La　Couleur，”International　Congress　on　　　「レンブラント，フェルメールとその時代」（2000年開催予定）の準備

Cont「ibution　of　Chemistry　to　the　Work　of　Art，　Ecole　du　　文化庁招聰外国人研究者（オランダ国立美術史研究所副所長レ

Louv「e・Palais　du　Louvre・Paris：16－18　September　1998　　　　ンデルト・ファルケンブルフ）による講演会の企画（1999年3月）

喜多崎親／Chik。、hi　KITAZAKI　　　　　文部省在外研究（1998年3－6月）

1学会発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越川倫明／Michiaki　KOSHIKAWA

㌶㍍㌶㌶罐r身体イメージ」’美学会歴繋課所蔵イタリア．ルネサンス＿フ，レン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツェとヴェネツィア』，国立西洋美術館，1999年3－6月開催
1その他］

「ゴヤ，版画にみる時代と独創」展コーディネート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］
「フォッグ美術館所蔵ウィンスロップ゜コレクション（仮称）」展（2002年　　　『エルミタージュ美術館所蔵イタリア．ルネサンス美術展：フィレン

剛　陵）の調査　　　　　　　　　　ツェと佐ネツィア』カタ・グ，国立西澱術館．NHK，1999・r債
『匡位西洋美術館研究紀要』No・3の編集　　　　　　　　　　　　　　任編集，共著，共訳）

1“稲田大学第二文学部非常勤講師

連続講座「はじめての美術史」，豊島区立巣鴨社会教育会館，　　　［論文］
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“ The　Modem　Pr（）vellallce　of　the　T（）kyo　Prede11a　Panels，”　　　国際シンポジウム「The　Faces　of　S．　kin〃支膚の想像力」（199g年7

in　M．　Eisenberg，　et　aL，771（・“G〃れr‘・〃～～1、，／1　lta〃rP　ie（’e’”伽　　　月16　18日，国立西洋美術館・ドイツー日本研究所共催）ll目催の

〃ωプθ〃θdi　N（ti’do：Tli‘・Cθ　r（〃1‘！tio〃o／－〃～（・レカ饗仇〔md　7’1～（，　　　調杏i・準佑i

ムシ1，0．〆’S（lillt　Ste／）ノ～〔・〃，　The　National　Museum（）f　Wes　tern

Art，　Tokyo，1998，　pp．67－70（共著）

rI）i、1。9。　d。II。　pittura　di　M．　L。d。vic（）D。lce，　intit。1、t、）　高階秀爾／Shuji　TAKASHINA

L・A，eti。。：翻訳とli三解（3）」，　r　1舗論叢』4号，1998年，　PP．1－21　1著・iM

（共暑：）　　　　　　　　　　　　　　r近代美術の1・・1・IE．たち』（新版）・削・社・1997年

「ブリヂストン美術館所蔵《黄金の子ノトの礼拝》：グレゴリオ・ラッザ

リ＿二（1655－1730）へのアトリビュ＿ション」，『石橋財団ブリヂスト　　　［論文］

ン美術館．石橋美術館館報』46号（1997／1998年刊行），PP．46－55　　　「装飾と動き」・「文学’音楽’演劇」・「自然主義」・「市民絵画」・

惣；㌫；蒜灘㌶麗睦竺；1蒜罐鑑1；llト≧言一181’第4巻PP’
ネツィア』カタログ所収，国立西洋美術館・NHK，1999年，　PP．55－　　　「日本美術における言葉とイメージ」・「デザインの世紀』・サントリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーミュージアム，1997年，pp．9－17
63／268－273

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本美術院の理念」，『國華・』第1234号，國華社，1998年，pp．25

［翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－27

アメリカ版画評議会編『紙本作品貸出のためのガイドライン』，国　　　「藤i島武二」（再録），『藤島武二画集』，日動画廊，1998年，PP・1－8

立西洋美術館，1998年（共訳）　　　　　　　　　　　　　　　　「マスターピースと『名物』芸術における価値の創出」，『日本の美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学』28号，ぺりかん社，1998年，pp．121－129

「エッセイ・作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　「『浪裏』をめぐる幻想」，『近代画説』第7号，明治美術学会，1998

「エル・グレコのイタリア時代」，『地中海学会月報』216号（1999年1　　　年，PP．137－141

月）所収，P・4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヴィクトリア王朝と明治文芸」，『ラスキン文庫だより』，ラスキン文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庫，1998年，pp．1－4
［口頭発表・講演など］

“Japanese　System　for　the　Sponsorship　and　Fundraising　for　　　［エッセイ・書評など］

Exhibitions，”XVIth　Convention　of　the　International　Advi－　　「森まゆみ著『鴎外の坂』」，『ていくおふ』No．82，全日本空輸，

sory　Committee　of　the　Keepers　of　Graphic　Art，1998年6月・　　　1998年，　P．46

0ttawa・National　Gallery　of　Canadaにおける口頭発表　　　　　　「岡倉天心」，読売新聞，1998年6月13H

「エル・グレコのイタリア時代」　　　　　　　　　　　　　　　「イメージの歌，造形の詩」，『高柳裕』展カタログ，青梅市美術

ブリヂストン美術館における講演・1998年11月　　　　　　　　　　　館，1999年，P．91

「モーセの物語」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「前衛芸術のゴットファーザー」，『第14回東京の夏音楽祭・98』フェ

ブリヂストン美術館における講演・1999年1月　　　　　　　　　　　　スティバルマガジン，1998年，PP．8－9

「イタリア・ルネサンスの美術」　　　　　　　　　　　　　　　　「天才の才能に立ち会う悦び」，『ミステリアスピカソ　天才の秘密

豊島区民センター／板橋区文化会館における講演（2回）・1999年3　　　－』，クレストインターナショナル，1998年，PP．6－7

月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「芸術家の誕生：森村泰昌著『踏みはずす美術史』」，『ちくま』No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　328，1998年，pp．6－7
1その他の活動］
「イタリア中部地震文化財修復支援募金」事務局運営（1997年10　　　「田中一光と日本文化の最良部分」・『田中一光』展カタログ・富

月＿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山県立近代美術館・1998年・PP・13－15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本人と橋」，『文藝春秋』9月号，1998年，pp．94－95

佐藤直樹／Naoki　SATO　　　　　　　　　　　　　　　　「面目一新した国立西洋美術館」・『うえの』No・473・上野のれん

一 ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会，1998年，pp．18－20

1警三ラーの《犀》＿写実とエンブレムのあいだ」，r国立西洋美「ク・一ド・・ランの魅惑の世界」，rイタ》アの光一ク・一ド・・ラン

術鮒究紀要』N。．3，国立西洋美1，蹴1999年3月　　　と理想風景』展カタ゜グ・国立西洋美術館1998年・PP・16－17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「パリを魅了した美の使者」，『美と知のミーム，資生堂展』カタロ

1口頭発表．講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ・1998年・PP・8－9

代々木ゼミナール造形学校芸術学科コース，夏期講習会特別公　　　「田中一光和日本文化」（中国語版），『現代平面設計巨匠田中

演「学芸員の仕事について」，1998年8月27日　　　　　　　　　　　一光的設計世界』展カタログ・1998年・PP・11－12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「光と陰の詩人」，『Y．アーネスト・サトウ写真集』，講談社，1998

1その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年，pp．8－9

“ Colloquim　fUr　Fedja　Anzelewski　zum　80sten，”veranstaltet　　　「美の世界を生み出した日仏の実り豊かな対話一日本におけるフ

von　der　Kupferstichkabinett　Berlin，22．03．1999（会議参加）　　　ランス年Message　」，日本経済新聞，1998年10月26日

「記憶された身体」（1999年7－8月開催）展の調査・準備　　　　　　　「画家が主人公の作品」，『本読みの達人が選んだ「この3冊」』（丸

「和紙と西洋版画（仮称）」展（2003年夏開催予定）の調査・準備　　　　谷才一編），毎日新聞社，1998年，pp．40－41



「序文」，『レオナルド・ダ・労ンチ真理の扉を開く』，創元社，　　　「経済社会の移り変わりと日本美術の受容」，経済同友会会員セミ

1998年，pp．1－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナー，東京會舘，1998年7月

「高橋裕子著『イギリス美術』」，『ていくおふ』No．84，全日本空輸　　　「パリ芸術世界の魅力」，「ディアギレフーバレエ・リュスの20　ll　1：紀」

株式会社，1998年，p．48　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム，世田谷パブリックシアター，1998年7月

「公共の概念について　公共建築協会30周年に寄せて」，『公共　　　「バロツクの光と闇」，「大原美術館美術講座一人間像の北と南」，

建築協会30年史』，（財）公共建築協会，1998年，p．12　　　　　　　大原美術館，1998年8月

“ Preserving　Our　Modern　Heritage，”IAPAN　ECHO，　Vol．　　「ヨーロッパ絵画の栄光　バロックからロココへ」，「華麗なるハブ

25，No．6，1998，　PP．45－46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スブルグ5人の王妃の物語」展講演会，アートホール，1998年8月

「マリオ・プラーツ」，毎日新聞社，1999年1月10日　　　　　　　　　「ジェームズ・タレル」展講演会，世田谷美術館，1998年8月

「版画家ゴヤの近代性」，『ゴヤ版画のみる時代と独創』展カタロ　　　「日本の心富士の美」展記念講演会，サントリーミュージアム，

グ，国立西洋美術館，1998年，p．5　　　　　　　　　　　　　　　　1998年9月

「デザインを知らないデザイナーたち」，『室内』No．530，ユ999年，　　　「トランジション　変貌する社会と美術」，「国際美術評論家連盟

p．150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本大会」，スパイラルホール，1998年9月

“The　Inperial　Succession，”ノAPAIV　ECHO，　VoL26，　No．1，　　　「文化のポリティクス」，「現代フランスに迫る」，日仏会館，1998年

1999，pp．45－46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月

“Ikko　Tanaka　E　A　Nata　Da　Cultura　Japonesa，”Design　　　「クロード・ロラン魅惑の風景の設計士」，「イタリアの光一クロー

Grafico∂ε几〃o　Tanαka，　Mochizuki　Printing　Co．，　Ltd，1999，　　　ド・ロランと理想風景」展記念講演会，国立西洋美術館，1998年10

「豊麗な色彩と時事性」，朝日新聞，1999年2月23日　　　　　　　　　「近代芸術の革命　　印象派とその時代　　」，「ひろしま美術館名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品」展記念講演会，ふくやま美術館，1998年10月

［監修］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本絵画の近代一伝統と創造」，「馬頭町所蔵・青木コレクショ

『レオナルド・ダ・ヴfンチ真理の扉を開く』，創元社，1998年　　　　　　ン展広重と浮世絵川村清雄と明治美術」展講演会，栃木県立

『ル・コルビュジエと日本』（共編：鈴木博之／三宅理一／太田泰人／　　　美術館，1998年11月

高階秀爾），鹿島出版社，1999年　　　　　　　　　　　　　　　　「東京美術講演会」，鹿島KIビル，1998年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「印象派とその時代」，名古屋商工会議所，1998年11月
［座談会’対談’インタビュー］　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本の色世界の色」，ロレアル賞連続ワークショップ東京デザ

「水の感覚と表現一絵画゜文学゜思想」（座談会：芳賀徹／佐野み　　　インセンター，1998年11月

どり／大搬介／高階秀爾）・『日本の美学』275・・ぺりか砒　
「描かれた都市のイメ＿ジ」，きゅりあん小ホ＿ル，1999年2月

19981E‘・　PP・6°－74 　　　　　　　　「舳の芸術．芸術の舳」，「ドラク。ア《民衆縛く舳の女
「21世紀の文化政策に竺すること」（座談会：水上忠／如月小春／　神》」展記舖絵東京国立博物鵠1999年3月

浅尾新一郎／林田英樹／高階秀爾），『文部時報』No．1461，文部

㌶：隻票撫相愛」（対談，逢坂岡‖×高』，r本の高橋明也／Akiya　TAKAHASHI

話』8月号文藝春秋社。1998年8月，PP．70－75　　　　　　　　　　　［著書］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ドラクロワー色彩の饗宴』，1999年，二玄社
「SHISEIDOと文化」，『花椿』581号，資生堂企業文化事業部，

1998年，P．2
　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文］
「橋已徴一講としての文化’市場」（鼎談：山゜昌男佃噸　「ファンタン・ラトゥールと静物画の鞠」，rファンタン．ラト，＿躍』

子／離秀爾）’『日本の美学』28号1998年12月・PP・4－25　　力夕・列宇都宮美術飽1998年PP．67－74（英訳，・Hen，i

「美術品の鑑賞機会の拡大について」（座談会：矢口國男／玉虫敏　　　Fantin－Latour　and　the　Revolution　in　Still．Life　Painting，・

子／竹本広文／高階秀爾），『文化庁月報』No．364，1999年1月，　　　pp．76－81）

pp．6－11

「時間・空間・人間をトライアングルとした間主体の眼」（対談：米　　　［エッセイ・作品解説など］

倉守×高階秀爾）・『両洋の眼　21世紀の絵画』・美術年鑑社・　　　〈フランス地方ミュージアム巡り〉：（34）「コート・ダジュールの美術館

1999年2月・PP・7－23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その3一ビオットからヴァロリス，アンティーブへ」，（35）「コート・ダ

「提言　建築家へ　建築家とのコミュニケーション」，『JIAニュー　　　ジュールの美術館その4一ポール・シニャックとサン・トロペ，アノ

ス』3月号，（社）日本建築家協会，1999年3月，pp．2－3　　　　　　　ンシアッド美術館」，（36）「コート・ダジュールの美術館その5一二

［シンポジウム・講演会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ス市とその美術館［上］　市立ジュール・シェレ美術館」，（37）

「北斎のイメージ」，国際北斎会議，小布施町，1998年4月　　　　　　「コート・ダジュールの美術館その6一ニース市とその美術館1中］

「黒田清輝と明治の洋画」，「静嘉堂・国宝」展記念講演会，静嘉　　　一マチス美術館」，『Bon　Voyage』Nos．78，79β0，81，エール・フ

堂文庫美術館，1998年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランス国営航空会社，1998－99年

「日本文化と“もの”」，千葉美術講演会，千葉市美術館，1998年6　　　新収作品解説「ファンタン・ラトゥール《花と果物，ワイン容れのある

月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静物》」，『国立西洋美術館年報』No．32，1998年

「ヴfクトリア朝美術と明治文芸」，ラスキン連続研究講座，国立教　　　展覧会記録「〈素材と表現一国立西洋美術館の所蔵作品を中心

育会館，1998年7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にして〉」，『国立西洋美術館年報』No．32，1998年
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「ヨーロッノ咲i術における中近東」／「ドラクロワと北アフリカ」，展覧　　　1講演1

会小lll｝r・II旅へのいざない　オスマン帝国を訪れた人々の記　　　「中1｜t末期の1〈“イツ彩色木彫」，朝Hカルチャーセンター，1998年7

録』，中近東文化センター，1998年，PP．9－IO　　　　　　　　　　　　8月

ll1頭発表・講演などl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lその他の活動1

講演会「国際都ll∫バリの）ミ術伝統と外国人作家たち」（北海道、ア　　　死0）舞踏展（2000年）開催準併li。

函館美術館，1998年6月27日）　　　　　　　　　　　　　　　　　明治学院人学非常勤講師，19．　98年4月一1999年3月

講演会「ヨーロッパ絵画における中近東」（中近東文化センター，

1gg8年121151」）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚田全彦／Masahiko　TSUKADA

講演会「国立西洋美そホ了館のリニューアルについて」（日本工業クラ　　　1保存修復事業］

ブ，1999年3月3H）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98年7月一99年3月末

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前庭彫刻免震化工事基本設計ならびに彫刻修復処置プロジェクト

1その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《地獄の門》の処置

青山学院女子短期大学非常勤講師（1998年4－9月）

東京芸術大学非常勤講師（1998年10月　1999年3月）　　　　　　　［論文］

沖縄県立芸術大学非常勤講師（集中講義；1999年2月）　　　　　　　「消火器薬剤の美術作品への影響」・『国立西洋美術館研究紀

日仏美術学会例会コメンテーター（1999年2月8日）　　　　　　　　　要』No・3・1999年3月・PP・33－44

富山県立近代美術館「これからの近代美術館」検討委員会委員
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　「研究］
「19世紀フランスにおけるスペイン美術の影響一 Zレ゜ジャポニス　「絵画作品刷ミ．輸送用マイク。クライメイトボックスの開発」

ムとしてのスペイン趣味」（ポーラ財団助成による美術調査研究）　　　　．
西浩㈱前庭彫刻再設置計画担当；《地獄の門》保存．繊．　械1°鞭文音ll省榊研究費（基盤研究A－2）

免震化工事（免震装置選定委員会委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他］
「オルセー美術館展1999－19世紀の夢と現実」準備調査　　　　　　　国際会議参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Third　International　Infrared　Users’　Group　Meeting，”The

田中正之／Masayuki　TANAKA　　　　　　　　　　　　International　Infrared　Users，　Group，28－30　May　1998，

［展覧会の企画・構成］　　　　　　　　　　　　　　　　　　Winterthur

「小企画展アサヒビール・コレクションの名品一20世紀初頭の人　　　・Painting　Techniques：History，　Materials　and　Studio　Prac一

物画　」（会期：1998年9月15日一1999年3月7日）　　　　　　　　tice，・The　International　Institute　for　Conservation　of　His－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toric　and　Artistic　Works，7－11　September　1998，　Dublin

［エツセイ・作品解説］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Art＆Chimie，　La　Couleur，・International　Congress　on

「人物画の象徴性」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Contribution　of　Chemistry　to　the　Works　of　Art，　Ecole　du

「ジョルジュ・ルオー《貴族的なピエロ》」　　　　　　　　　　　　　　Louvre，　Palais　du　Louvre，16－18　September　1998，　Paris

「パブロ・ピカソ《肘をつく女（うずくまる女）》」　　　　　　　　　　　「イタリア中部地震文化財修復支援募金」事務局運営（1997年10

「アメデーオ・モディリアー二《少女の肖像（ジャンヌ・ユゲット）》」　　　　月一）

『アサヒビール・コレクションの名品一20世紀初頭の人物画一』展

小冊子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺島洋子／Yoko　TERASHIMA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［CD－ROM］

「翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『美術館教育1969－1994日本の公立美術館における教育活動

ユリアン・ハイネン「男とネズミ」，『ヨーロッパからの8人，カタリーナ・　　18館の記録』（共同編集），CD－ROM（Windows　95），1998年，ト

プリッチュ』，群馬県立近代美術館，1998年，PP．22－24．　　　　　　　ランスアート

［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1教育普及活動］

「ピカソ子供の世界」展（2000年3月開催予定）の調査・準備　　　　　　・98夏休み子どもプログラム

「アメリカン・ヒロイズム」展（2001年8月開催予定）の調査・準備　　　　　　　（1）体でコミュニケーション1998年7月23，28日，8月4，11日

《地獄の門》：免震化と修復　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）色の不思議　　　　　1998年7月24，31日，8月7，14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴヤ展パンフレット編集1999年1月

田邊幹之助／Mikinosuke　TANABE
l論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

『冠のついた袋　宗教改革とドイツの聖堂内装について』，「バッ　　　「日本の美術館教育の調査研究」・ポーラ美術振興財団平成8年

ハ全集10オルガン曲（2）」小学館，1999年，PP．124－146　　　　　　度助成・1997－98年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’99夏休み子どもプログラムのための調査

［エツセイ］

『ドイツの聖堂』，「バッハ全集4教会カンタータ」，小学館，1998　　波多野宏之／Hiroyuki　HATANO

年，pp．97－105　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］
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『図書館資料利用論1印刷物からマルチメディアへ』，放送大学　　　雪山行二／Koji　YUKIYANMA

教育振興会，1998年，P．105　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998年9月に退職1998年10月から1999年3月まで当餅｛客員研究員）

『報告書シンポジウム：フランスにおける美術情報の普及と専門教

育』（編著），アート・ドキュメンテーション研究会，1998年，P．81　　　　［展覧会の企画’構成］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ゴヤ，版画にみる時代と独創」展，国立西洋美術館，1999年1月

「CD－ROM］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12日一3月7日

『博物館・美術館におけるメディア活用法』（アドバイジング），メディ

ア教育開発センター，1999年，CD．ROMI枚Windows95／　　［著書］

MacOS7．6．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ゴヤ，版画にみる時代と独創』（共編著），展覧会カタログ（国立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西洋美術館），読売新聞社発行：序論，作品解説，作家略歴等執

［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆・J・べ一ガ・Nグレンガニングの論文翻訳

「電子美術館とそれ以前の問題一ドキュメンタリストの立場から

一
」，『人文学と情報処理』No．17，1998年，　PP．65－66．（特集電　　　［口頭発表など］

子博物館構想）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ゴヤ・版画にみる時代と独創」展記念シンポジウム，1999年1月12

「新たな『イコノテーク』の形成へ向けて　　美術館．博物館の考え　　　日・国立西洋美術館講堂・展覧会の主旨説明

る電子図書館一」，『人文学と情報処理別冊1電子図書館はど　　　「ゴヤ・ジャーナリストの眼」・スペイン・ラテンアメリカ美術史研究

うなる』，1999年，PP．101－110　　　　　　　　　　　　　　　　　　会主催研究発表会・1999年2月20日・上智大学

［口頭発表・講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ・記事など］

「電子美術館の可能性と問題点」，平成10年度筑波大学図書館　　　「スペイン版画比べ・やっぱりゴヤは格好いい！」・『芸術新潮』・

職員研修会，1999年1月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年3月

「事例報告博物館・美術館」，マルチメガア時代における情報サ　　　「ゴヤ・版画にみる時代と独創」展の紹介’『読売新聞』・1999年1

一
ビスの進展と著作権に関するフォーラム，国立民族学博物館，　　　月7日

1999年2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連載「ゴヤと版画」，『読売新聞』，1999年2月9日，11日，12日，13日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「『ゴヤ，版画にみる時代と独創』展によせて」，『聖教新聞』，1999

1その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年1月19日

「H仏間美術超高精細画像と多言語通信の研究」（国際コミュニケ　　　同展スライドトーク，1999年1月22日

一ション基金助成調査研究研究代表，1998年4月　1999年3月）

「カナダ青年国際交流事業『日本　　カナダ仮想展覧会』」（日本　　　［その他の活動］

側コーディネーター，1998年4月一1999年3月）および「インターネッ　　　東京大学文学部非常勤講師（1998年4－9月）

トによる仮想展覧会に関する共同研究」（統括，1998年4月一1999　　　全国美術館会議博物館法検討委員会委員

年3月）

「20世紀における民族誌的映画の分析と分類研究」（国立民族学

博物館共同研究，1998年4月一1999年3月）

「文化変容にかかわる民族誌映像資料の再検証」（科学研究費補

助金（国際学術研究，研究代表国立民族学博物館大森康宏）研

究分担者，1998年4月一1999年3月），同研究の一環として「映像

ネットワークと映像分析の研究」のためフランス，ドイツの研究機関

の訪問調査，1998年11月）

「文化庁平成10年度外国人芸術家・文化財専門家招へい事業に

よる講演会『オランダ美術史研究と情報処理』」（共同企画運営，

ヤン・ファン・デル・スタール氏「巨人の肩に乗って……：オンライン

美術史情報：ファン・エイク・システムその他のアプローチ」担当，

国、‘万西洋美術館，1999年3月）

新情報資料室・書庫，資料コーナー等施設設備の整備

図書資料データ遡及入力

アートハイビジョン：主要絵画検索システム利用者アンケート調査

（1999年2－3月）

デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示システムの構築

国立西洋美術館情報資料懇談会の継続開催

東京学芸大学非常勤講師（1998年4－7月）

放送人学客員教授（1998年7－8月「図書館資料利用論1印刷

物からマルチメディアへ」スカイパーフェクTV　15回放映）

慶鷹義塾大学文学部非常勤講師（1998年9月一1999年3月）
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